
Title 慶應義塾図書館蔵〔鎌倉末南北朝〕写『紫明抄』存巻一零本 : 解題篇(一)
Sub Title
Author 平澤, 五郎(Hirasawa, Goro)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 1995

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.30 (1995. ) ,p.1- 70 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-00000030-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


慶
藤
義
塾

図
書
館
蔵

〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕

写

『
紫
明
抄
』

存
巻
一
一
零
本

ー

解

題

篇

付

|

平

津

五

郎

慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵

〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
写

存
巻

原
装
訂
、
綴
葉
装
、

一
帖
。
現
在
は
大
和
綴
仮
装
訂
で
あ
る
。
原
装
時
に
於
い
て
は
永
年
の
憲
蝕
、
致
敗
に
く
わ
え
、
湿
気
に
潤
け
て

紙
質
は
潰
破
の
寸
前
と
も
い
う
べ
き
情
況
に
あ
っ
た
。
幸
い
古
書
蟻
村
口
氏
の
よ
る
充
全
な
修
補
改
装
が
施
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
古
紗
本

の
面
影
は
、
そ
の
黄
染
の
料
紙
の
中
に
古
雅
な
墨
痕
を
深
く
沈
め
て
応
時
を
再
び
と
り
も
ど
す
が
ご
と
き
で
あ
る
。
私
事
に
わ
た
る
が
そ

の
原
装
時
は
ま
さ
に
潰
敗
を
侠
つ
ば
か
り
に
、
そ
の
黄
染
の
紙
質
は
暗
褐
色
に
汚
れ
く
す
ん
で
手
触
れ
を
も
拒
む
が
ご
と
き
で
あ
っ
た
。

且
つ
、
そ
の
書
跡
は
料
紙
の
う
ち
に
淘
濁
し
古
体
の
運
筆
の
名
残
が
い
か
に
も
古
鈴
本
た
る
に
ふ
さ
し
く
、
寧
ろ
現
状
は
美
麗
に
酒
い

そ
t
A

が
れ
た
感
す
ら
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
ら
書
写
の
年
代
は
鎌
倉
期
の
、
す
く
な
く
と
も
其
の
末
迄
は
降
ら
な
い
か
と
、
と
も
に
披

閲
し
た
故
阿
部
隆
一
氏
と
の
共
通
す
る
印
象
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
撰
者
自
筆
稿
本
か
と
も
愚
か
な
お
も
い
も
駆
け
た
が
、
素
寂
自
筆
の

遺
跡
は
寡
聞
に
し
て
識
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
更
に
今
度
の
再
開
、
そ
れ
な
り
の
審
処
に
よ
り
、
原
本
成
立
近
き
然
る
べ
き
祖
本
に
拠
る



信
切
な
る
転
写
本
た
る
と
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
伝
来
と
出
処
は
奥
書
・
識
語
、

又
、
印
記
等
も
皆
無
に
し
て
審
ら
か
に
し
な
い
。

又
、
往
時
は
、
斯
界
の
古
老
村
口
氏
に
お
尋

ね
す
る
こ
と
も
障
ら
れ
る
若
輩
に
す
、
ぎ
ず
、
疑
問
の
ま
斗
に
当
推
量
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
本
書
が
以
前
か
ら
収
納
し
て
い

た
彫
琢
為
撲
と
で
も
い
う
べ
き
「
紫
明
抄
」
と
墨
記
す
る
樺
造
り
の
僅
中
に
次
の
一
紙
が
併
せ
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
四

み
に
、
そ
の
箱
書
に
は
「
紫
明
抄

零
本
」
(
上
蓋
表
中
央
)
、
「
昭
和
戊
辰
会
己
歳
十
一
月

教
道
題
」
(
同
裏
〉
に
誌
し
て
い
る
。
こ
の

僅
箱
も
又
そ
の
頃
の
も
の
か
。

そ
の
包
紙
表
書
に
は

御
申
書
泉
州
貝
塚
願
泉
寺
登
町

午

門

徒

中

と
誌
し
、
同
裏
に
は
重
ね
て
「
午
ノ
年
」
と
記
し
て
い
る
。
本
紙
は
精
ヒ
厚
手
の
斐
紙
に
し
て
、
次
の
ご
と
く
に
略
解
読
さ
れ
る
。

銀
子
四
百
目

報
思
議
之
志

御
門
跡
様
へ
右
之
通
進
上

遂
披
露
候
慮
志
之
段

神
妙
被

思
召
候
弥
法
義

無
油
断
被
相
噌
候
事
肝
要
之

日

被

仰
出
候
也

午
霜
月
廿
一
日

泉
州
貝
塚
願
泉
寺
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登
町

門
徒
中

右
の
「
御
申
書
」
|
又
は
「
御
印
書
」
|
の
右
上
辺
に
は
単
郭
の
墨
印
l

判
読
未
詳
ー
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
印
記
が
解
明
す
れ
ば
上

記
事
は
講
明
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
大
略
の
文
旨
は
本
願
寺
法
務
よ
り
|
直
接
か
否
か
は
猶
問
題
を
残
す
と
し
て
も
形
式
上
で
は
、

泉
州
貝
塚
願
泉
寺
登
町
門
徒
衆
|
恐
ら
く
同
町
の
門
徒
の
報
岡
山
講
中
ー
に
与
え
た
銀
子
寄
進
の
受
取
の
証
と
本
願
寺
門
跡
か
ら
の
御
法
言

と
を
兼
ね
た
達
し
文
で
あ
ろ
う
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
貝
塚
願
泉
寺
は
天
文
年
間
卜
半
粛
了
珍
を
開
基
と
す
る
本
願
寺
下
の
寺
内
に
あ
り
、
戦
乱
の
も
と
顕
如
・
教
如
父
子
等
の
二
年
余

に
わ
た
る
移
転
|
天
正
十
一
年
ー
の
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
時
に
本
寺
に
準
ず
る
格
式
の
、
爾
後
江
戸
期
を
通
じ
て
の
東
西
兼
帯
の
本
願
寺

派
名
刺
と
い
わ
れ
る
。
願
泉
寺
文
書
・
卜
半
家
文
書
は
猶
多
数
を
遺
蔵
す
る
の
由
で
あ
る
。

右
掲
の
本
紙
は
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
手
跡
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
文
書
の
一
片
と
す
れ
ば
柳
か
問
題
を
提
起
す

る
こ
と
斗
な
る
。

に
係
る
の
記
は
何
も
燭
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
直
接
に
は
無
関
係
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
な
が
ら
、
本
書
収
納
に
ふ
さ
わ
し
い
古
撲
堅
牢
な
信
一
中
に
併
せ
添
え
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
偶
ヒ

も
と
よ
り
、
本
書
留
に
は
本
書
「
紫
明
抄
」

の
結
果
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
書
の
襲
蔵
も
と
と
の
か
斗
わ
り
は
臆
測
を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
、
そ
の
決
め
手
と
な
る
の
は
同
寺

所
蔵
文
書
と
の
検
証
に
拠
る
こ
と
で
あ
る
が
傾
惰
、
そ
の
調
べ
を
迭
し
て
い
る
。
臆
測
の
ま
斗
に
推
す
る
と
こ
ろ
を
誌
せ
ば
、
本
書
は
然

る
べ
き
稀
観
旧
鈴
本
と
し
て
名
刺
た
る
同
寺
に
伝
蔵
さ
れ
た
も
の
に
し
て
、
何
ら
か
の
折
に
、
同
寺
内
の
門
徒
衆
、
登
町
の
講
中
宛
の
右

掲
「
御
申
書
」
が
同
寺
の
保
管
の
ま
ふ
に
、
本
書
収
納
箱
中
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
想
う
の
で
あ
る
。
そ
の
空
想
を
越
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御
教
示
を
許
う
も
の
で
あ
る
。

え
で
の
積
極
的
な
証
左
は
な
い
が
、
本
書
伝
来
の
経
緯
に
は
そ
れ
な
り
の
重
み
の
あ
る
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
附
言
し
て
あ
ら
た
め

。
紫
明
抄

零
本

猶
、
此
の
僅
中
に
和
紙
一
枚
の
添
書
、
寧
ろ
近
頃
!
昭
和
初
期
墳
で
も
あ
ろ
う
か
l

の
費
え
書
き
の
類
で
あ
る
が
、
蛇
足
付
記
し
て
お
く
。

岡
本
加
茂
豚
主
清
茂
旧
蔵
/
座
田
可
民
伝
来

嘉
禎
二
年
写
政
文

十
巻

o
紫

明

抄

写

稗

素

寂

十
冊

と
走
り
書
き
し
て
い
る
。
本
書
に
は
記
す
ま
で
も
な
く
右
記
敏
文
は
存
せ
ず
、

そ
の
年
紀
は
紫
明
抄
成
立
を
遥
か
半
世
紀
期
余
を
遡
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
此
の
添
書
と
の
関
聯
を
指
点
す
る
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
た
H
A

「
o
紫
明
抄

遡
っ
て
い
る
処
、
参
照
ま
で
に
追
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

零
本
」
と
敢
て

表
紙
は
原
装
時
よ
り
本
文
共
紙
の
、
堅
二
十
八
・
五
糎
、
横
二
十
二
・
二
糎
の
、
こ
の
種
の
本
と
し
て
は
大
振
り
の
伝
存
本
で
あ
る
。

半
葉
、
十
二

i
一
一
一
行
。
墨
付
丁
数
、
全
五
十
九
了
。

料
紙
は
改
装
前
の
褐
色
に
近
い
く
す
ん
だ
汚
れ
は
濯
、
ぎ
去
ら
れ
て
黄
葉
染
の
斐
紙
を
再
現
し
て
い
る
。
字
面
高
さ
約
二
十
五
・
五
糎
。
毎

外
題
、
欠
。
序
題
、
「
紫
明
抄
序
/

自
桐
壷
巻

o

i

l

-

-

内
題
、
「
o
紫
明
抄
第
一

i

」
巻
第
編
次
、
「
o
光
源
氏
物
語
巻
第
一
梓
査
一
名
壷
前
栽
」
、
「
(
向
上
〉
巻
第
二

z

至
末
摘
花

i
l

口
ロ
セ

i
l
l

上
〉
空
蝉
帯
木
並
一
」
、
「
(
向
上
)
夕
顔
観
山
本
並
二
」
、
「
(
向
上
〉
局
第
三
現
段
ワ
カ
ム
ラ
サ
キ
」
、
「
(
向
上
)
現
同
花

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰
」

誌
さ
れ
、
「
並
巻
」

に
よ
っ
て
標
題
「
光
源
氏
物
語
」

の
許
に
巻
次
第
を
構
成
し
て
い
る
。

「
紫
明
抄
」
十
巻
の
巻
第
編
成
に
つ
い
て
は
後

第
木
」
、
「
(
向

訊
紫
並
」
、
と
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に
燭
れ
る
が
、
こ
の
「
光
源
氏
物
語
」
の
注
釈
巻
次
は
巻
名
巻
数
と
は
別
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
同
様
で
あ
る
。

此
処
に
本
書
の
書
写
状
況
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
本
書
の
釈
文
は
下
記
す
る
ご
と
く
に
、
多
見
す
る
内
・
外
典
に
は
本
文
同
筆
と
追

補
の
異
筆
|
明
確
に
は
識
別
困
難
で
あ
る
ー
を
混
じ
て
の
朱
墨
訓
点
、
同
筆
朱
声
点
、
同
じ
く
朱
合
点
、
注
符
簸
等
が
全
巻
に
わ
た
り
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
輯
の
影
印
・
翻
印
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
記
訓
点
は
そ
の
弁
別
と
共
に
印
刷
上
の
困
難
を
予

想
さ
れ
、

た
H
A

し
、
墨
本
文
、
あ
る
い
は
朱
註
書
入
れ
等
に
施
さ
れ
た
同
筆
又
は
別
筆
の
追
補
訂
正
の

己
得
ず
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

跡
、
あ
き
ら
か
な
る
箇
処
に
つ
い
て
は
既
に
補
註
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
影
印
本
文
と
の
照
合
の
参
考
に
も
と
と
蛇
足
し
て
お
き
た
い
。

印
記
、
上
掲
の
「
御
申
書
」
の
ほ
か
捺
印
を
見
ぬ
。

註一

本
書
は
後
述
す
る
ご
と
く
「
紫
明
抄
」
成
立
|
永
仁
元
・
二
年
頃
|
の
時
代
と
ほ
ど
隔
て
ぬ
現
存
す
る
最
古
鈴
本
と
し
て
極
め
て
古
態

を
と
N
A

め
る
伝
本
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
桐
壷
巻
よ
り
末
摘
花
巻
に
至
る
の
残
巻
で
あ
り
、

且
つ
若
紫
巻
に
落
丁
約
二
丁
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
本
書
は
綴
葉
装
よ
り
の
修
補
、
大
和
綴
改
装
時
に
誤
綴
さ
れ
、
以
下
の
ご
と
き
現
状
を
呈
し
て
い
る
。
即
ち
、

紫
明
抄
序
|
一
丁
表
裏
、
紫
式
部
系
図
|
二
丁
表
、
桐
壷
巻
i

二
丁
裏

i
二
十
丁
裏
、
※
第
木
巻
!
二
十
一
丁
表

i
二
十
九
丁
裏
・
三

十
六
・
三
十
七
丁
表
裏
・
三
十
丁
表

i
三
十
三
丁
裏
、
空
蝉
巻
|
三
十
四
・
一
二
十
五
丁
表
裏
、
※
夕
顔
巻
i

四
十
・
四
十
一
丁
表
裏
・
三

十
八
・
三
十
九
丁
表
裏
・
四
十
二
丁
表
;
四
十
八
丁
裏
、
若
紫
巻
|
四
十
九
丁
表
裏
(
此
次
、
約
二
丁
落
丁
ス
〉
五
十
丁
表
1
五
十
三
丁
裏
、

末
摘
花
巻
1

五
十
四
了
表

i
五
十
九
丁
裏

で
あ
る
。
※
符
を
印
し
た
箇
処
に
お
け
る
単
純
な
る
誤
綴
で
あ
る
が
関
覧
上
積
と
混
乱
を
惹
起
し
て
い
る
。

い
ず
れ
訂
綴
さ
れ
原
装
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
翻
印
に
際
し
て
は
本
注
釈
書
元
来
の
叙
述
次
第
に
も
ど
し
、
本
書
の
誤
綴
丁
数
を
そ
の
ま
斗
に
附
記
し
た
。
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「
紫
明
抄
」
十
巻
の
巻
第
一
編
成
は
そ
の
系
統
上
の
類
別
を
辿
る
ひ
と
つ
の
目
安
と
も
な
る
こ
と
は
従
来
よ
り
論
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
書
は
存
一
巻
の
残
存
本
で
あ
る
故
、
確
か
な
る
結
論
は
導
き
が
た
い
が
、
本
書
の
巻
第
編
成
は
、

自
桐
壷
巻

o
紫
明
抄
巻
第
一

i至末
摘
花

と
あ
り
、
内
閣
文
庫
蔵
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写
A
本
・
松
平
文
庫
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
写
本
・
竜
門
文
庫
蔵
〔
江
戸
初
期
〕
写
本
・
内
閣

文
庫
蔵
〔
江
戸
中
期
〕
写
B
本
・
神
宮
文
庫
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写
本
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写
本
は
い
ず
れ
も
巻
第
一

を
本
書
同
様
に
桐
壷
巻
よ
り
末
摘
花
巻
迄
を
以
っ
て
構
成
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
は
若
紫
巻
よ
り
花
散
里
巻
に
い

た
る
同
抄
巻
第
二
を
欠
巻
し
、
殊
に
本
書
に
所
収
す
る
若
紫
・
末
摘
花
の
両
巻
を
佼
脱
し
て
比
校
す
べ
く
も
な
い
が
、
後
述
す
る
ご
と
く

に
後
補
増
注
あ
る
い
は
省
略
等
が
散
見
さ
れ
て
、
内
容
上
、

そ
の
伝
流
の
経
過
の

必
ず
し
も
本
書
と
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、

途
上
に
お
い
て
意
図
的
な
、

又
、
偶
発
的
な
結
果
を
も
併
せ
て
、
今
に
見
る
増
・
減
両
方
の
手
の
加
味
さ
れ
た
伝
本
の
ご
と
き
が
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
内
閣
文
庫
A
本
は
、
右
述
の
増
注
に
部
分
的
共
有
を
示
す
も
の
へ
本
書
に
検
出
さ
れ
る
特
異
性
の

継
承
と
も
い
う
べ
き
か
、

そ
の
末
端
部
に
お
い
て
も
否
定
し
が
た
い
系
統
上
の
流
れ
が
所
見
さ
れ
て
、

や
は
り
同
一
系
統
本
と
し
て
の
展

関
上
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
数
本
に
対
し
て
、
京
都
大
学
研
究
室
蔵
〔
南
北
朝
末
〕
写
本
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
応
永
十
七
年
奥
書
〔
室
町
後
期
〕
写

本
は
、
こ
と
に
前
者
は
本
書
と
極
め
て
近
似
し
、
そ
の
本
文
と
共
に
佳
く
古
型
を
と
ど
め
て
、
両
書
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
も
っ
て
原
「
紫

明
抄
」
伝
流
本
と
比
定
す
べ
き
か
と
も
迷
う
が
ご
と
き
、
前
後

l
両
書
の
書
写
年
代
の
相
違
は
と
も
か
く
と
し
て
!
を
競
う
と
こ
ろ
の
伝

存
本
で
あ
ろ
う
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
巻
第
一
の
巻
第
編
成
は
、
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自
桐
査
巻

至
夕
顔
巻

と
、
あ
き
ら
か
に
京
都
大
学
図
書
館
本
と
共
に
本
書
と
は
相
違
す
る
。

o
紫
明
抄
巻
第
一

京
函
本
同

こ
の
巻
第
構
成
は
書
冊
仕
立
の
上
の
単
な
る
便
宜
上
の
再
編
成
|
寧
ろ
転
写
本
の
仕
立
上
と
し
て
の
ー
と
し
て
安
易
に
対
処
し
う
る
こ

と
が
ら
で
あ
ろ
う
か
と
踏
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
京
都
大
学
研
究
室
本
の
巻
第
二
・
第
二
一
の
編
成
を
掲
示
す
る
と
、

自
若
紫
巻

1

l

i

1

附

花

散

里

至
賢
木
巻

l

臥
限
磨
巻

至
関
屋
巻

o
紫
明
抄
巻
第
二

京
図
本
欠
巻

は
な
ち
る
さ
と

o
紫
明
抄
巻
第
三

京
図
本
同

と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
方
、
巻
第
一
の
編
成
を
本
書
・
内
閣
文
庫
A
本
と
同
じ
く
し
た
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文

庫
本
・
東
大
図
書
館
本
の
五
本
は
両
本
の
巻
第
一
に
編
入
さ
れ
る
べ
き
若
紫
・
末
摘
花
の
両
巻
を
欠
脱
す
る
と
共
に
、
京
大
研
究
室
本
・

同
図
書
館
本
の
「
紫
明
抄
巻
第
二
」
の
構
成
主
要
諸
巻
た
る
後
半
、
紅
葉
賀
以
下
花
散
里
ま
で
の
五
巻
を
欠
巻
と
し
、

松
平
文
庫
本
以
下
五
本
は
、
同
じ
く
、

自
陣
磨
巻

至
関
屋
巻

且
つ
、
次
に
は
、

紫
明
抄
巻
第
三

と
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

と
り
も
な
ほ
さ
ず
上
記
数
本
の
編
成
は
、
巻
第
一
に
つ
ど
く
巻
第
二
と
し
て
、

自
紅
葉
賀
巻

至
賢
木
巻
(
若
し
く
は
「
花
散
里
巻
」
)

と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

紫
明
抄
巻
第
二

-7-



諸
本
の
悉
皆
調
査
を
経
ぬ
ま
斗
の
予
測
で
は
あ
る
が
、
「
紫
明
抄
」
十
巻
の
前
半
数
巻
の
巻
第
編
成
に
は
、
付
本
章
一
回
以
下
、
内
閣
文
庫
A

本
・
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
、
と
更
に
、

ω京
都
大
学
研
究
室
本
・
同
図
書
館

本
、
の
二
系
統
が
、
単
に
転
写
に
お
け
る
書
冊
構
成
の
聞
に
惹
起
し
た
任
意
且
つ
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
し
て
編
者
素
寂
の
原
撰
時
の
経

緯
を
語
る
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
書
の
書
写
年
代
、

又
、
そ
の
古
態
を
呈
示
す
る
注
釈
の
書
写
状
況

は

一
方
古
紗
本
た
る
京
都
大
学
研
究
室
本
と
の
類
同
す
る
古
型
と
共
に
、
「
紫
明
抄
」
十
巻
の
撰
述
状
態
の
面
影
を
共
と
に
と
父
め
て
僅

少
な
る
異
同
と
変
容
が
、

そ
の
撰
述
上
の
前
後
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
の
感
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
、
各
巻
第
編
成
と
同
じ
く
す
る
内
閣
文
庫
A
本
、
次
い
で
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本

-
東
京
大
学
図
書
館
本
等
は
、
こ
の
意
味
で
は
本
書
の
ご
と
き
系
脈
の
許
に
展
じ
た
伝
流
本
で
は
あ
ろ
う
が
、

そ
の
享
受
と
経
過
の
間
に

増
補
・
醐
省
等
の
改
鼠
と
共
に
誤
写
・
誤
脱
も
錯
綜
し
て
現
状
に
見
る
が
ご
と
き
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
巻
第
編
成
は
確
か
に
ひ
と
つ
の
系
統
要
因
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

上
記
数
本
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
A
本
に
み
る
次
の
一
例
の
ご

と
き
は
、
そ
の
系
流
本
と
し
て
の
残
映
を
と
父
め
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。
そ
れ
は
等
木
巻
l
本
書
二
十
五
丁
表

l
に、

-
1
せ

お
ほ
を
木
の
み
ち
の
た
く
み
の
よ
ろ
つ
の
物
を
心
に
ま
か
せ
て
つ
く
り
い
た
す
も

の
本
文
注
に
、

@
明
王
之
任
レ
人
如
下
巧
匠
之
制
レ
木
上
直
者
以
為
レ
鞍
曲
者
以
為
レ
輸
長
者
/
以
為
一
一
棟
梁
一
短
者
〔
以
〕
為
棋
ー
桶
一
無
一
一
曲
直
長
短
-
各
有
レ
所
レ

施
明
王
之
任
一
人
/
亦
猶
如
レ
是
也
智
者
恥
一
一
其
謀
一
愚
者
取
一
其
払
制
範

と
外
典
を
用
い
引
拠
し
て
い
る
。
こ
の
典
拠
を
内
閣
文
庫
A
本
を
の
ぞ
き
、
他
の
京
都
大
学
研
究
室
本
・
同
図
書
館
本
・
松
平
文
庫
本
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-
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
東
京
大
学
図
書
館
本
等
は
こ
れ
を
「
史
記
」
と
し
て
い
る
l

但
シ
神
宮
文
庫
本
は
此
の
記
を
誤
脱
し

て
い
る
l

。
各
本
に
お
け
る
上
掲
本
文
の
異
同
は
訓
点
の
有
無
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
出
典
を
異
に
す
る
に
と

x
ま
る
。
此
の
寓
言
は
「
帝
範

上
審
官
篇
」
に
所
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
史
記
」

の
本
文
に
は
検
出
さ
れ
ず
、
そ
の
拠
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
を
審
ら
か
に
し
が
た

い
。
あ
る
い
は
、
同
三
注
の
ご
と
き
に
も
存
す
る
か
と
も
暗
推
す
る
が
浅
学
瀬
惰
に
し
て
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
故
阿
部
隆
一
氏
の

註
二

「
帝
範
・
臣
軌
校
勘
記
」
を
披
覧
す
る
も
当
該
部
の
異
同
す
く
な
く
、
「
王
↓
主
」
、
「
任
↓
使
」
に
と
ど
ま
る
。
従
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ

「
帝
範
」
を
原
拠
と
み
る
の
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
翻
印
篇
の
補
註
に
て
既
述
し
更
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
も
な
い
が
、
両
書
共
に
普

及
し
撰
者
素
寂
の
見
識
の
中
に
当
然
に
し
て
あ
る
べ
き
も
の
を
し
か
も
本
書
と
い
い
京
大
研
究
室
本
と
い
い
共
に
原
撰
に
近
き
古
態
を

と
H
A

め
る
古
紗
本
の
な
か
に
両
様
の
典
拠
を
誌
し
、

い
ず
れ
か
に
改
め
る
に
至
っ
た
か
は
様
と
の
疑
問
を
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
端

の
臆
測
は
補
註
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

た
w
A

、
そ
れ
は
後
人
の
改
補
で
は
な
く
し
て
撰
述
の
過
程
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
仮
想

に
お
つ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
巻
第
の
編
成
を
同
じ
く
す
る
上
記
数
本
の
な
か
で
、
纏
か
に
此
の
一
例
を
と
っ
て
み
て
も
本
書
・
内
閣
文
庫
A
本
を
除
く
、
他
の

松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
京
大
学
図
書
館
本
と
の
分
岐
点
、
あ
る
い
は
交
錯
し
て
異
流
す
る
一

の
面
の
ご
と
き
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
本
解
題
に
て
後
述
す
る
が
、
本
書
と
内
閣
文
庫
A
本
と
は
両
者
相
互
の
顕
著
な
異

同
を
見
出
し
な
が
ら
に
、

上
例
の
み
な
ら
ず
、
本
書
の
残
映
が
該
本
の
本
文
の
な
か
に
影
を
と
三
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
部
、
補
註
に
挙
げ
た
の
を
拾
っ
て
も
、

的
桐
査
巻
の
冒
頭
系
図
に
お
い
て
紫
式
部
兄
の
惟
規
の
官
位
を
「
民
部
丞
」
と
す
る
は
本
書
と
内
閣
文
庫
A
本
の
み
で
あ
り
、
他
は
こ

れ
を
諸
本
1

以
下
、
披
見
諸
本
に
か
ぎ
る
1

み
な
「
式
部
丞
」
と
す
る
。
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仲
間
巻
、
鴻
櫨
館
注
に
引
拠
す
る
「
漢
書
」
文
中
、
「
景
帝
更
レ
名
日
一
一
大
行
人
一
之
」
と
誤
る
の
も
内
閣
文
庫
A
本
が
同
じ
く
す
る
ほ
か
、

諸
本
の
ご
と
く
に
本
来
「
大
行
令
」
と
あ
る
を
二
字
に
分
割
す
る
誤
写
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

付
帯
木
巻
、
「
う
ち
ひ
そ
み
ぬ
」

の
解
注
に
、
本
書
は
「
口
出
ヒ
ソ
ム
万

口
ヲ
ス
ク
ム
レ
ハ
口
ノ
イ
ツ
ル
故
也
」
と
し
、
漢
字
(
国
字
欺
)

字
を
こ
れ
に
当
て
斗
い
る
。
内
閣
文
庫
A
本
も
当
該
表
記
を
襲
う
も
の
で
あ
り
、
京
大
研
究
室
・
同
図
書
館
本
は
「
口
出
」
と
ニ
字
と
し

て
対
し
て
い
る
。
註
記
し
た
ご
と
く
に
問
題
は
後
に
残
さ
れ
る
が
、
と
も
か
く
も
此
処
に
も
一
致
を
み
る
。
因
み
に
松
平
文
庫
本
・
竜
門

文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
京
大
学
図
書
館
本
も
日
出
」

一
字
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
単
な
る
転
写
上
の
偶
と
の
結
果

で
あ
ろ
う
か
。

テ
イ
セ
ツ
ス
タ
ハ
テ

i
l
、

付
同
巻
、
「
す
き
た
は
め
ら
ん
女
に
口
〔
心
〕
口
か
せ
給
へ
」
の
本
文
に
、
「
申
貞
節
不
拾
晋
書
文
」
と
依
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
も

「
不
拾
」
に
作
り
、
内
閣
文
庫
A
本
は
「
捨
」
の
異
字
を
当
て
t
A

い
る
が
、
同
じ
く
類
同
的
書
承
の
様
相
を
提
示
す
る
に
対
し
て
、
他
本

は
「
不
擁
」

l

但
シ
京
研
本
「
タ
マ
ハ
」
ト
誤
訓
ス
!
と
し
て
い
る
。
晋
書
本
文
の
点
検
を
惰
る
が
ま
斗
で
あ
る
が
両
意
相
通
ず
る
も
の

が
あ
る
が
同
一
系
類
の
上
で
の
余
浮
で
も
あ
ろ
う
か
。

例
同
巻
、
「
口
か
ふ
た
つ
の
み
ち
う
た
ふ
を
き
け
と
な
ん
き
こ
え
こ
ち
侍
し
」
の
本
文
に
引
拠
す
る
文
集
の
「
秦
中
吟
」
の
後
半
「
会
家

-

@

若

2

・
2

・

女
難
嫁
と
〔
晩
〕
孝
於
姑
関
口
欲
安
婦
安
婦
意
如
何
」
を
、
「
晩
」
と
す
る
は
、
本
書
以
下
、
京
大
図
書
館
本
・
内
閣
文
庫
A
本
・
松
平
文

ヒ

庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
等
で
あ
り
、
京
大
研
究
本
は
「
暁
」
に
作
っ
て
い
る
。
原
本
文

か
ら
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
早
」
:
「
晩
」
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
書
系
の
本
文
が
至
当
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
本
の
単
な

若

・

る
錯
誤
で
あ
ろ
う
が
、
次
の

2

「
関
口
欲
安
婦
安
婦
意
如
何
」
と
本
書
本
文
と
同
じ
く
す
る
の
は
京
大
図
書
館
本
一
本
の
み
で
あ
る
が
、

内
閣
文
庫
A
本
を
看
る
に
「
聞
若
欲
安
婦
意
如
何
」
と
目
移
り
に
よ
る
明
ら
か
な
誤
脱
を
検
す
る
に
す
ぎ
ず
、
も
と
同
系
本
文
を
継
承
す
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
京
大
研
究
室
本
は
「
聞
若
欲
衆
婦
衆
婦
意
如
何
」
と
書
写
さ
れ
、
本
書
と
は
近
似
し
な
が
ら
に
纏
か
に
「
安
」

を
「
衆
」
に
作
り
、
異
同
す
る
。
文
集
本
文
を
披
見
す
る
に
「
衆
」
字
は
浅
間
に
し
て
経
目
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
意
は

「
妻
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
本
、
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
に
い
た
っ
て

は
「
間
君
欲
取
レ
女
レ
婦
安
婦
」
(
松
平
本
)
と
既
に
原
意
を
喪
失
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
本
書
と
京
大
図
書
館
本
、
次
い
で
内
閣
文
庫

若

A
本
・
京
大
研
究
室
本
は
多
少
の
過
誤
・
脱
は
存
し
な
が
ら
も
文
集
の
「
君
」
と
上
掲
本
の
「
口
」
「
若
」
の
異
同
は
あ
れ
、
本
文
引
例
は

ヒ

正
確
を
期
し
、
本
来
同
一
で
あ
る
。

付
夕
顔
巻
に
、
「
〔
い
〕
つ
れ
か
き
つ
ね
な
ら
ん
な
た
斗
は
か
ら
れ
給
へ
か
し
と
の
給
」
の
注
に
「
文
集
古
塚
狐
」
よ
り
索
出
し
、

ー※

2
※

3

※

・

色
迷
人
猶
若
是
真
色
迷
人
膝
過
此
彼
真
此
俵
倶
迷
人
ヒ
心
悪
依
貴
重
真
」
を
引
い
て
い
る
。
傍
記
し
た
1
※・

2
※
の
「
真
」
字
は
京
大
研

究
室
本
の
一
本
の
み
が
共
に
「
直
」
に
書
し
て
い
る
。
岡
本
の
誤
写
な
る
は

3
※
を
「
真
」
と
す
る
を
以
て
も
明
白
で
あ
る
が
、
京
大
図
書
館

「
・
俵

本
、
内
閣
文
庫
A
本
、
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
が
拠
る
と
こ
ろ
自
ら
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

川
、
付
は
と
も
か
く
、
若
紫
巻
の
巻
初
、
「
わ
ら
は
や
み
に
わ
つ
ら
ひ
給
」
の
当
該
漢
字
と
し
て
、
本
書
は
「
・
タ
…
箔
」
と
し
、
内
閣
文

庫
A
本
は
同
じ
く
明
ら
か
に
「
亦
箔
」
と
し
て
い
る
。
京
大
研
究
室
本
の
外
は
欠
落
巻
に
あ
た
る
の
で
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
岡
本
は

「
癌
」
と
も
「
癌
」
と
も
判
別
し
が
た
く
、
補
註
し
た
ご
と
き
の
理
由
も
考
慮
さ
れ
て
決
定
し
が
た
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
た
H
A

し
内
閣

文
庫
A
本
が
「
亦
結
」
と
明
記
し
た
こ
と
に
は
又
そ
れ
な
り
の
理
由
が
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
且
つ
伝
流
本
の
も
つ
一
斑
が
残
津
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

と
も
か
く
も
、
例
外
は
存
す
る
に
せ
よ
、

そ
れ
ら
は
書
写
上
に
お
け
る
た
め
ら
い
と
解
誤
を
併
せ
も
つ
古
注
の
難
義
に
起
因
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
転
写
時
に
於
け
る
実
事
は
依
拠
伝
本
を
遵
守
す
る
の
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
が
当
代
一
般
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の
手
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
、

且
つ
は
自
ら
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
事
に
愚
見
を
転
ず
れ
ば
、

上
掲
の
繰
か
な
例
示

な
が
ら
、
本
書
か
ら
内
閣
文
庫
A
本
へ
の
展
開
は
伝
流
の
過
程
に
後
述
す
る
増
補
・
訂
正
・
側
省
の
ご
と
き
整
定
と
、

そ
れ
に
伴
う
錯
誤

-
脱
を
も
併
持
し
な
が
ら
に
墨
守
を
余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
残
影
を
と
父
め
て
い
る
一
本
と
し
て
措
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
上
記
し
た
ご
と
き
前
半
の
巻
第
編
成
を
同
じ
く
す
る
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図

書
館
本
は
此
の
点
に
お
い
て
は
同
系
と
し
て
交
錯
す
る
と
こ
ろ
は
す
く
な
く
し
て
、
後
述
当
該
解
題
に
て
言
及
す
る
ご
と
く
に
い
ず
れ
か

の
時
期
に
お
い
て
か
、
本
書
・
内
閣
文
庫
A
本
系
と
同
類
の
大
枠
の
な
か
か
ら
支
系
し
扶
別
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
、

と
推
論
さ
れ
る
の
で

あ
る
。本

書
の
特
徴
を
呈
示
し
て
い
る
更
に
も
う
一
つ
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
か
、
釈
注
の
素
朴
な
古
態
l

京
大
研
究
室
本
以
下
に
猶
且
つ
よ

く
承
守
さ
れ
き
た
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
ー
を
具
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
影
印
に
て
再
現
を
期
し
た
所
で
あ
る
が
、
古
典
籍
の
注

形
式
の
実
際
を
提
出
す
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。

し
か
し
、
此
処
で
は
し
ば
ら
く
措
き
、
本
書
に
み
る
叙
述
次
第
の
混
乱
の
ご
と
き
の
一
例
を
掲
示
す
る
こ
と
に
と
父
め
る
。

桐
壷
巻
、
同
帝
と
左
大
臣
の
応
答
歌
に
は
、

い
と
き
な
〔
き
〕
は
つ
も
と
ゆ
ひ
に
な
か
き
ょ
を
ち
き
る
心
は
む
す
ひ
こ
め
つ
や

日
本
記
詞
也

@
稚
形
イ
ト
キ
ナ
キ
ス
カ
タ

ゆ
ひ
〔
そ
〕
む
る
は
つ
も
と
ゆ
ひ
の
こ
む
ら
〔
さ
〕
き
衣
の
色
に
う
つ
れ
と
そ
思
ふ

む
す
ひ
つ
る
心
も
ふ
か
き
も
と
ゆ
ひ
に
こ
き
む
ら
さ
き
の
色
し
あ
せ
す
〔
は
〕

水

?
今
日
よ
り
は
あ
〔
ま
〕
の
か
は
ら
は
あ
せ
な
ふ
ん
よ
そ
み
と
も
な
く
た
ふ
わ
た
り
な
ん
俄
捜

- 12-



-
拾
遺
云
三
善
佐
忠
元
服
の
ふ
ち
包
旦

と
附
註
し
て
い
る
。

他
諸
本
は
補
註
し
た
ご
と
く
に
、
右
掲
本
文
と
そ
の
内
容
上
に
お
い
て
異
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
末
尾
の
附
記
「
・
拾
遺
云
三
善
佐

忠
云
と
」
の
記
述
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
に
「
ゆ
ひ
そ
む
る
は
つ
も
と
ゆ
ひ
の
云
ヒ
」
歌
の
前
に
配
置
さ
れ
て
自
然
な
序
次
に
よ
る
叙
述
形

式
で
あ
る
。
記
す
ま
で
も
な
く
当
該
歌
は
拾
遺
集
巻
第
四
賀
二
七
二
番
「
み
よ
し
の
す
け
た
だ
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
時
」
|
「
抄
一
七
O

」

!

の
同
賀
詠
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
「
今
日
よ
り
は
あ
ま
の
か
は
ら
は
云
と
」
歌
は
後
撰
集
巻
第
五
秋
上
二
四
一
番
、
七
夕
歌
群
中
の
紀
友
則
詠

と
し
て
採
録
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
類
例
歌
と
し
て
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
歌
の
あ
と
を
承
け
て
、
本
書
は
い
か
に
も

唐
突
に

「
・
拾
遺
云
三
善
佐
忠
云
之
と
追
記
し
て
い
る
の
は
草
稿
本
|
骸
令
定
稿
寸
前
の
稿
本
で
あ
れ
ー
と
い
う
は
と
も
か
く
と
し
て

も
叙
述
の
排
序
は
解
し
が
た
く
訪
し
く
感
受
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
依
り
に
本
書
|
或
は
依
拠
本
!
の
誤
脱
と
そ
の
補
写
で
あ
る

な
ら
ば
当
然
位
置
す
べ
き
本
来
の
場
に
追
補
す
る
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
そ
れ
は
単
な
る
書
写
上
の
追
補
、
あ
る
い
は
錯
叙
で
は
な
く
し

て
、
依
拠
の
序
に
順
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
紫
明
抄
」
に
所
見
す
る
移
し
い
引
拠
例
証
に
あ
げ
る
出
典
・
引
歌
等
は
必
ず
し
も
個
々
す
ベ

て
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
本
例
の
場
合
、
本
書
を
の
ぞ
い
て
諸
本
す
べ
て
が
然
る
べ
き
処
に
位
置
す
る
の
を
想
う
と
、
諸
本

各
々
そ
の
書
写
の
年
代
を
異
に
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
諸
本
|
縫
か
の
披
見
伝
本
に
は
す
ぎ
ぬ
が
ー
の
祖
本
と
は
、
其
処
に
は
疎
遠
の
運

庭
は
も
と
よ
り
自
ら
存
す
る
に
し
て
も
一
系
統
を
襲
う
が
ご
と
き
も
の
で
は
な
く
し
て
厳
密
に
は
「
類
」
を
形
成
す
る
類
中
の
系
統
と
し

て
各
伝
本
の
祖
型
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

上
記
し
た
ご
と
く
、
「
紫
明
抄
」
前
巻
部
の
巻
第
構
成
か
ら
其
の
系
類
を
仮
想
し
、
管
見
中
に
入
り
し
も
の
よ
り
こ
れ
を
あ
ら
た
め
整

理
、
弁
別
す
る
と
、
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付

(3) (2) (1) 

仁)

(2) (1) 

慶
臆
義
塾
図
書
館
本
l

本
書

内
閣
文
庫
A
本

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
l

以
下
は
緒
一
一
一
一
口
に
て

一
覧
し
、
重
ね
て
本
稿
尾
に
附
載
し
た
の
で
省
略
l

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
i

以
下
同
様
に
省
略
!

の
ご
と
く
に
類
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
個
々
伝
本
の
も
つ
諸
特
色
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
斗
で

上
掲
の
記
を
再
述
す
る
こ
と
に
と
ど
め
る
と
す
る
と
、
付

ω・
ωは
諸
点
よ
り
撤
て
l

後
述
の
顕
著
な
異
同
は
と
も
あ
れ
!
同
一
の
祖
類

が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
叙
述
様
態
よ
り
し
て
も
複
数
の
別
系
と
し
て
分
脈
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
推
測
す
る
。
同

ω系
は

上
述
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
も
、

ω・
ωと
別
す
る
系
統
本
で
あ
る
が
、
繁
綾
を
避
け
併
せ
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
叙
述
次
第
の
異
同
は
「
紫
明
抄
」

に
お
い
て
は
殊
に
顕
著
な
相
違
と
し
て
敢
て
呈
示
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
極
め
て
其
の
古
態
を

墨
守
す
る
か
の
ご
と
き
本
書
・
京
大
研
究
室
本
で
あ
れ
ば
、
書
写
の
上
で
の
是
非
も
な
い
理
由
を
も
併
せ
て
聞
と
相
互
に
変
化
が
見
出
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
二
・
一
こ
を
例
示
す
る
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
に
す
る
。

ー
巻
初
系
図
は
本
書
は
翻
印
に
見
る
ご
と
く
に
紫
式
部
を
為
時
女
と
し
て
惟
規
の
次
に
あ
げ
、

そ
の
略
歴
一
部
を
左
傍
に
附
記
す
る

に
と
N
A

め
、
改
め
式
部
・
同
母
の
巌
歴
を
別
項
要
約
す
る
の
に
対
し
、
京
大
研
究
室
本
・
同
図
書
館
本
は
系
図
当
該
部
に
一
括
し
左
右
傍

記
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
、
書
写
紙
面
上
の
こ
と
が
ら
に
属
す
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
内
閣
文
庫
A
本
以
下
、
松
平

文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
等
六
本
に
も
、
前
者
の
名
残
で
も
あ
ろ
う
か
本
系
図
と
は
別
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し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
又
、

2

前
者
と
は
精
と
そ
の
趣
を
異
に
す
る
が
、
本
書
帯
木
巻
の
な
か
ほ
と
に
l

三
ハ
ウ
・
二
七
オ
|

さ
う
そ
く
も
な
く
〔
て
〕
い
と
ひ
た
や
こ
も
り
に
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
は
l
京
研
・
京
図
本
「
剖
」
ヲ
「
せ
」
ト
ス
|

A

ヒ

風

隠

ハ

朱

〉

和

泉

式

部

-
う
き
に
よ
り
ひ
た
や
こ
も
り
と
思
へ
と
も
あ
ふ
み
の
う
み
は
う
ち
て
与
を
見
よ

8
1
i

判

パ

ル

カ

タ

チ

剛

山

本

記

集

消
息

l

1

1

1

，

ア

リ

サ

マ

文

集

と
書
写
さ
れ
、
内
閣
文
庫
A
本
と
京
大
研
究
室
本
・
同
図
書
館
本
の
両
一
一
一
本
に
は
掲
示
本
文
は
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
そ
の
序
列
を
B

わ
ず
か
転
写
の
上
の
錯
失
と
も
い
い
が
た
い
。
本
抄
の
注
記
の
順
次
を
み
る
と
、
語
釈
か
ら
典
拠

歌
の
引
用
に
移
る
と
い
う
形
式
を
と
る
の
が
一
般
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
文
頭
「
さ
う
そ
く
」
と
あ
れ
ば
猶
更
で
あ
る
。
因
み
に

ヒ

松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
は
、
そ
の
叙
述
は
変
更
す
る
が
順
序
次
第
は
同
じ
く
し

↓

A
の
順
を
踏
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

て
い
る
。
煩
墳
な
が
ら
参
考
ま
で
に
例
示
し
て
お
く
と
本
文
、
松
平
文
庫
本
、

l
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
該
本
本
文
1

せ

う

そ

こ

も

な

く

て

/

消

息

ロ

コ

チ

一

日

寵

ひ
た
や
こ
も
り
に
お
ほ
つ
か
な
く
て

直
隠
ヒ
タ
ヤ
コ
モ
リ

て
(
電
・
内
B
・
神
本
)

う
き
に
よ
り
ひ
た
や
こ
も
り
と
お
も
へ
と
も

あ
ふ
み
の
う
み
は
う
ち
い
て
込
み
よ

和
泉
式
部
集

と
、
源
氏
本
文
の
小
異
、
朱
傍
記
の
注
文
化
な
ど
の
変
容
が
見
出
さ
れ
る
が
、

こ
の
逆
を
と
る
場
合
も
次
葉
裏
に
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

そ
の
序
第
を
襲
う
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

註
三

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
理
由
も
存
し
、
別
箇
に
註
附
す
る
こ
と
に
し
た
。

や
は
り
、
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か
k
A

る
一
・
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
注
釈
形
式
の
統
一
は
重
く
叙
述
次
第
の
整
定
化
と
か
斗
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
敢
て
掲
示
賢
一
一
目
し
た
の

で
あ
る
が
、

そ
の
書
写
料
紙
と
の
物
理
的
制
約
と
は
別
し
て
古
紗
両
書
の
間
に
は
多
と
此
の
次
第
に
異
同
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3

本
書
と
京
大
図
書
館
本
に
つ
い
て
此
処
に
併
せ
追
補
し
て
お
き
た
い
の
は
、
処
と
に
見
出
さ
れ
る
重
補
、
再
記
の
釈
注
で
あ
る
。

(ア)

引本
」 三主

さ E，
'̂' 斗三:

む 宜
巻まム

れハ
。孔ウ

?史に
V 明 tま

@
光
源
氏
六
条
院

降
〔
誕
〕
事
也

と
注
記
す
る
の
は
京
大
研
究
室
本
も
同
じ
く
す
る
が
、

同
本
に
は
更
に
、
数
行
の
あ
と
に
l

本
書
七
オ
ナ
一
一
一
行
の
問
に
、

べ
こ
の
君
う
ま
れ
給
て
の
ち
は

ぺ
光
源
氏
六
条
院

降
誕
事

と
本
書
、

又
京
大
図
書
館
本
以
下
他
本
に
は
所
見
な
き
、

且
つ
無
意
味
な
二
行
を
書
加
え
て
い
る
。
但
し
、
却
除
の
符
か
ぺ
簸
が
附
さ

れ
て
い
る
。

何
本
書
、
間
帯
木
巻
二
十
一
ウ
に
は
、

オ
ガ
l
t

、
i
l

お
さ
/
¥
口
〔
了
〕
也
:
:
:
:
:
:
@
番
長
異
説

と
書
写
し
、
更
に

@
日
本
記
云
成
〔
務
〕
天
皇
j
i
-
-
・
(
中
略
)
j
i
-
-
:
:
是
為
中
匝
口
蕃
扉

@
又
治
オ
サ
/
¥
シ

@
又
優
ヲ
サ
/
¥
シ

1

1

5

く

シ

オ

ナ

〈

シ

註

四

と
記
し
て
い
る
。
諸
本
は
本
書

ωの
「
@
番
長
異
説
」
の
許
に
「
治
優
」

l

諸
本
小
異
ア
リ
i

と
追
記
し
て
い
る
。
但
し
、
京

大
研
究
室
本
に
か
ぎ
り
、
諸
本
同
様

ωの
追
記
と
共
に

ωに
も
又
、
「
申
又
治
オ
サ
/
¥
シ

画
又
優
オ
サ
/
¥
シ
」
と
重
記
し
て
い
る
。
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そ
し
て
又
、
前
者
同
様
に
此
処
に
も
べ
簸
を
施
し
て
い
る
。
本
書
の
誤
脱
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

「
異
説
」
は
本
来
「
・
番
長
」
に

か
t
A

る
附
記
と
判
断
さ
れ
、
他
の
諸
本
に
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
註
記
し
た
ご
と
く
に
、
内
閣
文
庫
A

本
等
に
看
取
さ
れ
る
「
番
長
異
説

治
優
同
」
の
ご
と
く
に
改
訂
さ
れ
る
理
由
は
そ
れ
な
り
に
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
何
時

の
こ
と
で
あ
る
か
は
猶
問
題
を
残
す
で
あ
ろ
う
。

例
同
等
木
巻
二
十
六
オ
に
は
、

i
i

ぇ

1
1
t

ゑ
(
京
研
本
)

え
た
の
む
ま
し
く
・
吉
つ
ら
つ
え
っ
き
て

ま
た
け
ろ
う
に
侍
し
時

ゑ
(
京
研
本
)

・
支
願

の
り
の
し

-
下
藤

-
法
師

と
本
書
以
下
諸
本
|
但
シ
内
閣
文
庫
A
本
・
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
ニ
ハ
引
歌
一
首
ヲ
増

補
シ
テ
伺
川
ー
ー
は
所
掲
本
文
と
略
同
し
て
い
る
。
し
か
る
に
又
、
京
大
研
究
室
本
は
上
掲
文
に
つ
ど
き
、
行
を
改
め

へ
つ
ら
つ
ゑ
っ
き
て
む
か
ひ
ゐ
た
り

べ
ま
た
け
ろ
う
に
侍
し
時

ぺ
・
支
頴
ツ
ラ
ツ
エ
ツ
ク

べ
・
下
臆

と
二
行
に
わ
た
り
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
つ
ら
つ
ゑ
」
等
の
語
頭
に
更
に
朱
合
点
を
重
記
し
て
い
る
の
は
街
文
消
去
の
簸
符
と

も
と
れ
る
。
が
前
掲
文
に
看
る
「
・
支
報
ツ
ラ
ツ
エ
ツ
ク
」
の
附
訓
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
る
の
を
惟
う
と
、
や
は
り
原
依
拠
本
に
元
主
書
写

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

わ
ず
か
に
顕
著
な
数
例
を
例
示
す
る
に
と
立
め
た
が
、

そ
れ
に
よ
り
、
本
書
伝
本
系
と
京
大
研
究
室
本
系
と
の
識
別
を
確
認
す
る
証
跡

と
す
る
に
は
伝
存
本
の
交
錯
状
態
は
一
見
平
易
の
感
を
印
象
づ
け
な
が
ら
に
な
か
な
か
に
紛
雑
し
て
い
る
。

た
ど
し
、
此
処
に
て
略
推
測

し
て
遠
か
ら
ず
と
い
え
る
の
は
釈
文
の
重
複
、

又
は
繰
返
し
の
叙
述
が
聞
と
偶
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ふ
に
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編
述
の
経
過
と
か
痕
跡
を
示
唆
す
る
実
体
と
し
て
確
認
し
立
証
し
得
る
か
と
い
う
課
題
に
係
る
と
相
互
の
矛
盾
点
は
多
岐
の
様
相
を
呈
し

路
わ
れ
る
の
は
否
み
が
た
い
。

上
述
の
主
点
が
本
書
と
京
大
研
究
室
本
に
焦
点
を
絞
り
言
及
し
て
き
た
の
は
再
三
の
繰
返
し
に
な
る
が
巻
第
の
編
成
と
い
う
根
本
問
題

を
異
に
し
な
が
ら
に
極
め
て
近
似
隣
接
す
る
位
相
を
両
書
が
提
示
す
る
伝
存
古
鈴
本
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
翻
っ
て
同
編
成
の
内
閣
文
庫

A
本
、
殊
に
松
平
文
庫
本
以
下
は
l

後
に
詳
述
す
る
が
l

緯
か
な
上
例
、
註
記
等
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
内
容
上
か
ら
は
一
見
し
て
同
一
系

統
の
伝
存
本
と
し
が
た
い
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
両
書
の
比
較
検
証
が

「
紫
明
抄
」
十
巻
の
原
型
に
接
腫
す
る
最
も
よ
き
方
便

で
は
な
か
ろ
う
か
と
愚
察
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
推
論
を
結
す
る
に
は
猶
ほ
ど
遠
き
は
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、

両
書
は

「
紫
明
抄
」

の
略
定
稿
に
近
き
基
流
と
も
い
う
べ
き
位
相
を
遺
存
す
る
、

そ
の
両
面
を
書
承
す
る
伝
存
本
で
あ
ろ
う
と
も
い
い
え
よ
う
か
。

そ
の
編
述
の
前
後
は
未
だ
と
も
か
く
と
し
て
、

か
く
一
応
措
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

註
六

両
書
の
比
較
異
同
に
つ
い
て
は
更
に
詳
細
に
言
及
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
京
大
研
究
室
本
に
つ
い
て
は
先
学
の
翻
印
、
近
時
同
書
影

註

七

註

入

印
本
の
上
梓
の
成
果
を
み
る
こ
と
で
あ
り
、
向
後
の
参
照
の
目
安
に
と
偶
目
す
る
と
こ
ろ
恋
意
な
が
ら
拾
援
し
て
代
え
る
こ
と
に
す
る
。

猶
、
本
書
に
は
若
紫
巻
五
十
二
丁
裏
、

七
・
八
行
の
聞
に
、
京
大
研
究
室
本
・
内
閣
文
庫
A
本
に
は
本
行
に
書
写
す
る
類
歌
を

申
あ
し
わ
か
の
う
ら
ふ
き
ょ
す
る
白
浪
の
し
ら
し
な
君
は
わ
れ
思
ふ
と
も

を
同
筆
細
補
し
て
い
る
。
原
依
拠
本
の
補
入
を
踏
襲
す
る
と
い
う
よ
り
も
誤
脱
補
写
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

註

現
紫
明
抄
に
至
る
素
寂
の
初
期
註
釈
に
つ
い
て
は
、
稲
賀
敬
二
氏
の
詳
細
な
考
証
が
あ
り
|
「
源
氏
物
語
の
研
究
」

る
と
こ
ろ
砂
し
と
し
な
い
。
そ
の
結
語
に
、

第
二
章
四
i
啓
発
さ
れ
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異
本
紫
明
抄
に
見
え
る
素
疲
説
・
吉
川
家
勘
物
|
(
同
家
蔵
源
氏
物
語
〉
|
に
見
え
る
素
寂
初
期
の
註
と
見
ら
れ
る
も
の
、
及
び
、
紫
明
抄
の

素
寂
説
の
三
者
の
関
係
は
、
一
つ
の
軸
の
上
に
整
然
と
配
置
し
て
、
素
寂
説
の
展
開
を
説
明
す
る
に
は
複
雑
な
要
素
が
多
く
て
困
難
で
あ
る
が
、

大
き
く
素
寂
の
初
期
か
ら
晩
年
紫
明
抄
へ
の
展
開
・
流
動
・
変
化
の
輪
郭
は
辿
り
う
る
よ
う
に
思
う
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
素
寂
の
初
期
註
釈
は
、
本
稿
の
扱
う
所
調
晩
年
の
「
紫
明
抄
」
、
現
存
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
の
解
題
で
あ
っ
て
、
直
接

に
は
対
象
の
外
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
関
聯
と
省
視
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
共
に
註
釈
形
態
の
上
に
も
当
然
の
事
な
が
ら
反
映
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
か
と
臆
測
さ
れ
る
。
即
ち
源
氏
本
文
に
対
す
る
当
初
か
ら
の
附
註
傍
記
の
原
案
か
ら
一
註
釈
書
と
し
て
整
備
を
期
す
る
に
際
し
で
も
、

そ
の
名
残
り
の
ご
と
き
が
叙
述
の
上
に
照
応
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
。
「
古
態
」
と
記
し
た
の
は
漠
然
な
が
ら
も
、
単
に
古
写
本
の
謂
の
み
に
か

ぎ
ら
ず
、
上
記
の
意
味
を
も
併
せ
て
、
本
書
は
そ
の
余
音
を
と
三
め
る
も
の
か
と
惟
わ
れ
る
故
で
も
あ
る
。

註
二
阿
部
隆
一
氏
「
帝
範
臣
軌
源
流
考
附
校
勘
記
」
斯
道
文
庫
論
集
第
七
輯
昭
和
四
十
三
年

註
三
上
例
と
は
相
反
す
る
証
例
も
確
か
に
聞
と
散
見
す
る
。
次
の
一
例
は
本
書
と
は
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
の
で
京
大
研
究
室
本
を
挙
げ
る
。
異
同

は
(
本
)
|
本
書
一
its-
と
傍
記
す
る
。
ー
岡
本
一
三
ウ
・
本
書
毛
ウ
|

- 19-

に
は
の
も
み
ち
こ
そ
ふ
み
わ
け
た
る
あ
と
も
な
け
れ
な
と
ね
た
ま
す

B

秋
(
本
)

・
あ
き
は
き
ぬ
も
み
ち
は
や
と
に
ふ
り
し
き
ぬ
み
ち
ふ
み
わ
け
で
と
ふ
人
は
な
し
古
今

A
 

-

妬

ネ

タ

マ

ス

・

励

ハ

ケ

マ

ス

ナ

リ

と
叙
述
の
順
序
も
両
本
は
全
く
同
じ
く
し
、
略
同
系
の
京
大
図
書
館
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
A
本
、
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内

閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
は
A
↓

B
の
次
第
に
書
写
し
て
い
る
。
殊
に
内
閣
文
庫
A
本
の
改
変
は
な
ん
ら
か
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
を
惟
わ
ず
に
は
解
し
が
た
い
。
当
該
句
が
源
氏
引
用
本
文
の
末
尾
に
存
す
る
の
を
考
慮
の
う
ち
に
い
れ
る
と
寧
ろ
B
↓

A
の
叙
述
が
妥
当
か

と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
古
今
歌
の
引
拠
も
又
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
斗
で
、
た
立
こ
れ
も
後
人
の
改
変
と
の
み
処
理
す
る
の
も
一
方
安

易
な
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
事
実
に
近
い
と
し
て
も
本
注
釈
書
の
も
つ
方
向
性
の
ご
と
き
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
否
ま

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
、
そ
の
淵
源
は
も
と
へ
と
遡
る
や
も
し
れ
な
い
か
、
と
臆
測
も
馳
せ
る
の
で
あ
る
。



オ
サ
/
、

1
1
i

オ
サ
/
¥
シ
オ
ザ
/
¥
シ

註
四
そ
の
小
異
を
誌
す
と
、
「
@
番
長
異
説
治
優
」
|
京
研
本
、

優
同
」
!
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
、
等
で
あ
る
。

「
@
番
長
見
説

オ

ザ

達

也

オ

サ

主

也

オ

サ

/

¥

シ

@

治

@

優

」

l
京
図
本
、
「
番
長
異
説

註
五

内
閣
文
庫
A
本
、
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
に
は
、

※
 「

け
う
し
て

え
た
む
つ
ま
し
く

つ
ら
つ
え
つ
発
』
て

の
り
の
し

士一日

興
也

支
報

支
願
イ

法
師
也

L一一

な
け
き
こ
る
や
ま
と
し
た
か
く
な
り
ぬ
れ
は
/
つ
ら
つ
え
の
み
そ
ま
つ
斗
か
れ
け
る

ま
た
け
ろ
う
に
侍
し
と
き
/
下
臆
也
松
平
文
庫
以
下
五
本
問
、
内
関
文
庫
A
本
小
異
1

主
に
※
符
箇
所
ー
あ
り
。

と
、
※
符
の
一
文
を
叙
次
を
あ
や
ま
り
挿
入
す
る
と
共
に
「
つ
ら
つ
え
」
引
拠
歌
一
首
を
補
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
後
人
の
増
注
で
あ
ろ
う
。

註
六
吉
津
義
則
「
紫
明
抄
」
十
巻
「
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
第
十
冊
」
昭
和
一
一
一
年

玉
上
琢
弥
編
刷
跡
的
盟
校
訂
「
紫
明
抄
河
海
抄
」
昭
和
四
三
年

註
七
「
紫
明
抄
上
〈
下
)
京
都
大
学
蔵
」
京
都
大
学
園
語
国
文
資
料
叢
書
昭
和
五
六
・
七
年

註
八
本
書
は
冒
頭
に
ふ
れ
た
ご
と
く
に
旧
代
の
名
残
り
の
轟
冊
で
あ
り
、
料
紙
の
汚
損
と
相
侯
っ
て
既
に
判
読
不
明
の
箇
処
も
す
く
な
く
な
い
。

上
述
の
ご
と
く
幸
甚
に
も
極
め
て
本
文
・
形
態
共
に
近
似
し
原
形
を
と
X

め
る
両
古
鈴
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
と
は
い
え
再
現
の
可
能
性
を
見

出
し
う
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
猶
両
本
に
は
相
互
に
叙
述
形
態
、
異
同
語
句
・
誤
写
・
誤
脱
本
文
、
吏
に
は
書
体
不
明
瞭
な
る
書
写
な
ど
も
散

見
し
て
、
そ
れ
は
相
互
補
完
の
確
実
さ
を
本
来
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
寸
記
し
た
ご
と
く
に
向
後
の
参
酌
の
便
宜
上
、
此
処
に
は
両
書
の
異
同
を

拾
援
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

本
文
翻
印
篇
に
お
い
て
は
判
読
不
明
又
推
定
可
態
箇
処
に
他
本
校
合
を
敢
て
避
け
た
の
は
上
記
の
京
大
研
究
室
本
の
翻
印
・
影
印
が
公
表
さ
れ

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
上
に
補
註
し
た
の
は
両
書
に
見
出
す
異
同
・
存
疑
を
最
少
限
に
採
り
い
だ
し
、
併
せ
て
披
閲
伝
本
と
の
間

の
比
較
の
も
と
に
愚
案
を
蛇
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
与
で
は
上
記
補
註
以
外
に
経
目
す
る
と
こ
ろ
、
精
と
任
意
的
な
徴
細
な
異
同
を
も
含
め
る
も
の
と
す
る
。
ー
当
然
の
事
な
が 治Z
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ら
、
此
処
で
は
、
漢
字
・
仮
名
・
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
・
正
字
・
異
体
字
等
の
異
同
は
煩
雑
を
避
け
省
略
し
て
い
る
ー
そ
の
適
否
に
つ
い
て
は

御
判
別
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
段
は
本
書
、
下
段
は
京
大
研
究
室
本
で
あ
る
。
(
)
圏
内
に
諸
他
本
と
の
異
同
を
略
記
す
る
。

以
下
、
各
本
解
題
の
校
註
に
於
て
も
本
抄
巻
第
一
の
註
記
に
お
い
て
は
、
慶
応
本
を
中
心
に
据
え
下
段
に
当
該
本
を
あ
て
る
方
針
に
統
一
す
る
。

参
考
ま
で
に
附
記
す
る
と
こ
ろ
の
(
)
圏
内
の
比
校
本
は
両
者
に
わ
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
掲
示
な
き
伝
本
は
原
則
と
し
て
慶
応
本
の
本
文
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
た
い
。

桐
壷
巻

二
件
2
行
(
以
下
「
行
」
省
略
)
参
儀
|
参
議
〈
京
国
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
間
、
以
下
上
掲
ノ
如
キ
小
異
省
略
ス
)
、

公
方
卿
女
(
京
国
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
但
シ
傍
記
「
公
」
ナ
シ
、
内
A
本
「
母
定
房
卿
女
」
ニ
作
ル
)
|
欠
、
一
一
一
ウ

1

・
光
源
氏
(
京
図
・

内
A
本
向
)
|
・
光
源
氏
系
図
(
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
、
五
オ

2
証
拠
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同

)
l証
拠
、
五
オ

3

た
て
申
へ
き
(
京
国
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
た
て
申
へ
き
、
七
オ
ロ
悪
生
疾
克
集

l
悪
生
清
克
集
(
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内

註
(
内
A
本
)

B
・
神
・
東
本
同
)
、
七
ウ

8
古
人
注
如
此
(
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
古
人
説
(
京
図
本
同
)
、
八
オ
叩
源
氏
君
み
つ
に
て
は
t
A

に

服

を
く
れ
給
・
例
(
内
A
本
同
)
|
源
氏
君
み
つ
に
て
は
斗
に
を
く
れ
給
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
八
ウ

4

本
。
三
月

l
本
三
月

(
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
但
シ
内
A
本
「
月
」
ヲ
「
日
」
ニ
誤
ル
〉
、
八
ウ
日
お
た
き
と
い
ふ
所
に
〈
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・

内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
お
た
き
と
い
ふ
所
に
は
、
九
ウ

8
未
為
正
員
公
口
之
女
為
女
御
事
|
未
為
正
員
公
卿
其
女
為
女
御
事
(
京
図
・
内
A
・
松
・

竜
・
内
B
・
神
・
東
本
旬
、
二
オ

3
髄
ー
一
時
卿
(
内
A
本
問
、
京
国
本
「
時
朝
臣
」
、
松
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
議
」
、
二
ウ

8
取
〔
金
〕
銀

銅
合
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同

)
l取
金
。
鍋
銅
合
、
一
一
一
ウ

5
日
を
斗
か
す
!
日
を
か
斗
す
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・

神
・
東
本
間
)
、
一
吉
一
オ
叩
専
使
と
は
い
ふ
に
(
内
A

・
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
|
専
使
と
い
ふ
に
(
京
図
本
間
〉
、
一
五
ウ

2
雲
居
を
ひ
斗
か

し
給
(
京
図
・
内
A
本
問
、

d
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
「
く
に
を
ひ
斗
か
し
給
」
|
雲
井
を
ひ
か
し
給
、
一
六
オ

5
〔
典
〕
楽
(
京
国
本
問
、

d
松
・

竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
典
楽
客
或
本
」
)
|
曲
楽

(
d
内
A
本
「
曲
薬
」
)
、
一
七
オ

4
父
子
之
情
(
京
国
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|

二
オ

2
母
定
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柳
芦
歎

一七ウ

6
孫
庇
第
二
間
有
引
入
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
間
)
|
孫
庇
第
二
関
有
引
、
一
七
ウ

7
皆
盛
折
蔚

(
d
内
A

松
・
竜
内
B
神
東
本
「
皆
盛
折
節
」

)
i皆
盛
折
敷

(
d
京
図
本
「
皆
盛
柳
苔
」
〉
、
一
八
ウ
3
F
口
〔
御
〕
〔
座
〕
@
冠
者
也
ふ
れ
御
盤

(
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
、
但
シ
本
行
二
行
ニ
表
記
ス
)
、
二
O

オ
4
左
右
左
取
第
(
内
A
本
同
)
|
左
右
左
次
取
第
(
京
国
・
松

父
母
之
情
、

-
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)

響
木
巻

隻
(
松
本
以
下
)

i

1

エ
一
オ
3
号
玉
光
宮
好
色
人
也
(
内
A
本
同
、
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
号
玉
光
宮
好
色
無
双
美
人
也
」
ト
本
行
ト
ス
)
|
号
光
玉
宮
好

三

品

式

部

卿

弓

口

間

同

州

都

卿

司

一

品

民

部

卿

色
人
也
、
ニ
一
オ

8

・
宇
多
l
斉
世
親
王
l

英
明
l
@
宇
多
斉
世
親
王
i
英
明
(
各
本
書
写
ニ
乱
レ
ア
リ
、
京
図
本
「
i
t
-
-

字
多
|
斉
世
親
王
|
英
明

=
一
品
兵
部
卿

1

1

内
A
本
「
一
二
品
式
部
卿
宇
多
斉
世
親
王
英
明
」
ト
本
行
、
松
・
内
8
・
東
本
「
宇
多
一
軒
紘
一
一
ザ
し
ト
行
間
縮
補
、
竜
・
神
本
「
宇
多
斎
英

l
」
ト
細
補
シ
、
時
代
ト
共
ニ
原
型
ヲ
失
ツ
テ
イ
ル
)
、
三
了
オ
3
@
位
は
か
り
に
て
無
官
を
非
参
議
と
い
ふ
|
@
位
は
か
り
に
て
無
官
な
る
を
非
参

議
と
い
ふ
(
但
シ
「
位
は
か
り
に
て
」
ノ
見
消
チ
ヲ
更
ニ
朱
筆
ニ
テ
消
去
シ
、
「
な
る
」
ヲ
同
筆
消
去
シ
テ
イ
ル
、
コ
ノ
混
乱
ガ
書
承
ニ
モ
派
生
シ
、

京
図
本
「
@
無
官
な
る
を
非
参
議
と
い
ふ
」
、
内
A
本
「
位
は
か
り
に
て
無
官
な
る
を
非
参
議
と
い
ふ
」
、
松
・
竜
・
内
8

・
神
・
東
本
「
無
官
を
非
参

議
と
云
也
」
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
転
化
シ
テ
ユ
ク
経
緯
ヲ
ミ
ル
)
、
ニ
一
一
一
オ

8
説
明
毛
求
疾
(
京
国
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
説
吹
毛
求
庇
」
一
一

作
ル
)
l
詠
吹
毛
、
ニ
一
一
マ
オ
ロ
無
罪
問
之
者
是
以
誠
〈
d
京
国
・
松
・
電
・
内
B
・
神
・
東
本
「
無
罪
問
之
者
足
以
誠
」
)
l
無
罪
聞
之
者
以
戒
(
内
A

に
て

1
1

本
同
)
、
二
一
一
一
ウ

4
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
て
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
ー
あ
ふ
さ
き
る
さ
こ
そ
、
二
四
オ
2
・
3
あ
は
つ
か
に
/
@

淡
主
主
主
本
間
)
l
臥
ぽ
っ
か
に
/
会
談
た
る
也
(
京
図
松
竜
・
内
B
-
神
東
本
同
)
、
ニ
五
ウ
2
F
っ
き
@
よ
札
口
た
る
也

(内
A
本
「
そ
は
っ
き
よ
し
っ
き
そ
は
み
た
る
心
也
」
ト
類
同
ス

)
i引
ωは
っ
き
/
@
よ
し
っ
き
た
る
な
り
@
そ
は
み
た
る
心
也
(
京
図
・
松
・

ほ

徳

を

(

松

・

東

本

)

出

今

竜
・
内
8

・
神
・
東
本
)
、
二
五
ウ
日
い
と
い
き
を
ひ
(
内
A
本
司
〉
|
い
と
い
き
ほ
ひ
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
言
ウ

l

i

(

京

ヒ

|

貫

之

国
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
l
B
7
智
之
、
一
一
七
ウ

7
よ
く
な
る
わ
こ
む
を
し
ら
へ
と
ら
へ
た
り
け
る
を
(
内
A
本
間
)
|
よ
く

な
る
わ
こ
ん
を
し
ら
へ
と
斗
の
へ
た
り
(
京
国
本
問
、

d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
よ
く
な
る
わ
こ
ん
を
さ
斗
へ
と
斗
の
へ
た
り
」

ト
盟
問
ル
)
、
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ね
ふ
り
さ
め
て
或
本

二九ウ
1

術
婆
伽
驚
て
(
内
A
本
同
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
術
婆
伽
お
と
ろ
き
て
」
ト
校
合
傍
記
〉

l
術
婆
伽
ね
ふ
り
さ
め
て

同
)
、
ニ
九
ウ

5
遊
仙
窟
文
(
京
図
・
松
・
東
本
向
、
竜
・
内
B
・
神
本
「
遊
仙
窟
」
〉

l
幽
仙
窟
文
(
内
A
本
同
)
、
ニ
九
ウ

8

い
つ
く
に
か
あ
ら
む
(
京

図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
ー
い
っ
く
に
か
は
あ
ら
ん
、
三
七
オ

5
吟
津
畔
l
今
津
畔
〈
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本

同
V

、吉一七オ

6

大
夫
口
口
あ
ら
す
や
l
大
夫
に
は
あ
ら
す
や
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
内
A
本
「
大
夫
一
一
あ
ら
す
や
」
ト
ス
、
本
書

ナ
シ
(
内
A

・松本〉

モ
又
一
字
ノ
露
損
ナ
ル
カ
、
不
明
)
、
一
言
オ

8

ふ
た
か
り
侍
り
け
り
と
(
京
国
・
内
A
i
.
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
lふ
た
か
り
侍
り
と
、

i

f

お

ま

し

付

ま

し

が

し

ろ

也

葱

也

或

本

一ニ一オ

2

・
慈
也
お
ま
し
む
し
ろ
也

(

C
内
A
本
「
銭
む
し
ろ
也
」
〉
|
蕊
也
引
ま
し
(
京
国
本
同
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
-
東
本
「
築

よ
(
内
A
本
)

'

g

一
じ
い
ム
シ
ロ
」
)
、
百
一
一
オ

5
わ
か
め
か
り
あ
け
に
(
京
図
・
内
A
-
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
わ
か
め
あ
け
に
、
一
一
二
ウ
ロ
あ
い
な
う
お
ほ
え

給
l
あ
い
な
う
お
ほ
す
(
京
図
・
内
A
本
向
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
ハ
本
文
省
節
ス
)
、
一
三
一
ウ

7
人
の
き
か
く
に
(
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・

あ
ひ
き
と
も
い
は
し

神
・
東
本
同
)
|
人
の
き
か
く
も
〈
京
図
本
同
)
、
一
三
一
ウ
叩
わ
か
れ
給
程
(
京
図
・
内
A
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
省
略
〉

1

わ
か
れ

(
京
国
本

給
あ
と
ほ
と

空
輝
巻

頒
ハ
朱
〉

三五オ

l
・
頓
也

(
d
内
A
本
「
頓
也
頒
ア
カ
ル
、
也
」
)
|
・
頒
也
(
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
頒
ア
カ
ル
、
也
」
ト
混
靖
ノ
跡

ア
リ
)
、
一
重
ウ
ロ
う
ち
き
斗
同
け
れ
と
も
|
う
ち
き
斗
は
お
な
し
け
れ
と
も
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)

夕
顔
巻

四
O

オ
8

-
菅
三
品
公
良
か
ほ
か
は

(内
A
本
同
〉

l
・
菅
三
品
云
公
良
か
ほ
か
は
(
本
行
ト
ス
、
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
四
一
オ

8
ゆ
へ
つ
き
た
り
1

ゆ
へ
つ
き
た
れ
は
(
京
国
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
但
シ
戸
点
ヲ
欠
ク
)
、
一
元
ウ

l
・
2
偲
女
妖
容
猶
浅
・
女

為
狐
娼
容
則
深
(
但
シ
欄
外
ニ
「
害
」
ト
同
筆
追
訂
ス
)
|
偲
女
妖
害
猶
浅
・
女
為
狐
眉
害
則
深
(
京
国
・
内
A
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
ハ

猶
洩
或
本
(
内
日
本
「
或
本
」
傍
記
欠
〉

前
者

1
ヲ
「
般
女
妖
害
漏
渉
」
ト
シ
、

2
ヲ
「
女
為
狐
鯖
害
則
除
」
ト
誤
ル
〉
、
一
元
ウ
叩
繋
芽
処
b
薬
初
開
(
京
国
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・

初
ハ
別
筆
)

東
本
同
)
|
薬
芽
処
主
務
薬
閥
、
四
ニ
オ

4

・
居
累
卵
之
危
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
・
居
累
卵
之
花
、
四
ニ
オ

5
託
於
桐
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詫
(
内
A
本
)

葉
耳
輿
幾
何
|
託
於
桐
葉
耳
其
輿
幾
何
(
京
図
・
内
A
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
詫
於
桐
葉
不
其
与
幾
何
」

ね
給
ゆ
く
さ
き
の
(
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
ょ
を
か
ね
給
ゆ
へ
さ
き
の
、
回
二
ウ
ロ
お
は
し
け
る
程
に
l
お
は
し
ま
し
け
る

一
誤
ル
)
、
四
ニ
ウ
2
ょ
を
か

ほ
と
に
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
、
四
一
一
一
オ

3
た
て
ま
つ
り
た
り
け
れ
と
(
京
関
・
内
A
本
同
)
|
た
て
ま
つ
り
け
れ
と

(
d
松

i
l
風
納

・
竜
・
内
B
・
神
-
東
本
「
奉
り
け
れ
は
」
)
、
四
一
一
一
ウ
2
へ
ち
な
う
の
方
に
そ
(
内
A
本
問
、

d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
っ
ち
な
う
の
か
た
に
」

ー
別
納

i
、

そ

ニ
誤
ル
)
|
へ
ち
な
う
の
か
た
に
も

(
d
京
国
本
「
へ
ち
な
う
の
か
た
に
て
」
〉
四
四
ウ
8
す
く
す
心
ち
し
て
(
内
A
本
同
)
|
す
く
る
心
ち
し
て
(
京

図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
四
四
ウ
ロ
み
つ
わ
く
み
て
侍
な
り
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
!
み
つ
わ
く
み
て
な
り
、
四

「
之
」
諸
本

五
オ
ロ
日
仏
事
勤
口
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
〉
!
日
仏
事
勲
之
(
次
行
ニ
モ
又
「
今
夜
可
勲
累
也
」
ト
他
本
「
勤
」
ト
異

村
欺
ハ
別
筆
〉

ル
)
、
四
五
ウ
ロ
・
檀
那
国
持
丸
将
軍
|
@
檀
那
田
村
丸
将
軍
〈
京
国
・
内
A
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
、
松
本
「
村
」
脱
ス
)
、
四
七
オ
2
を
と
め
の
局

は
か
り
に
こ
そ
候
へ
ま
れ
な
る
こ
と
は
を
ー
を
と
め
の
巻
は
か
り
に
こ
そ
り
へ
ま
れ
な
る
詞
を
(
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
京
国
本
「
巻
に
か
り

た
L

(
別
筆
欺
)

に
」
ト
誤
り
、
内
A
本
「
こ
と
は
を
」
ヲ
「
事
は
を
」
、
松
本
「
を
」
脱
ス
)
、
四
七
オ
叩
申
さ
る
斗
む
ね
も
〈
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東

本
同

)
l申
さ
る
む
ね
も
、
四
七
ウ
8
女
平
民
之
礼
|
女
平
堤
之
礼
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
京
図
・
内
A
本
「
女
平
提
之
礼
」
ト
ス
)
、
四
七

ウ
9
あ
は
れ
わ
す
ら
れ
給
は
す
l
あ
は
れ
わ
す
れ
給
は
す
(
京
国
・
内
A
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
省
略
ス
〉
、
四
七
ウ
ロ
御
心
の
く
さ

は
歎

は
川
町
な
り

(
d
内
A
本
「
御
心
の
く
さ
い
ひ
な
り
」
)
|
御
心
の
く
さ
は
ひ
な
め
り
(
京
図
本
向
、
松
-
竜
・
内
B
-
神
・
栗
本
「
御
こ
斗
ろ
の
く
さ
は

ひ
な
め
り
」
ト
校
合
ス
)
、
四
八
オ

5

つ
い
た
ち
こ
ろ
に
そ
(
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
間

)
i
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
は

(
d
京
研
本
「
つ
い
た

ち
こ
ろ
に
て
」
〉
、
四
八
オ
7
@
銭
別
送
物
也
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
向
)
|
鰻
別
送
物
、
四
八
オ
8
@
瞬
間
事
也
(
内
A
・
松
・
竜

・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
|
@
醗
日
事
也
(
京
国
本
同
)
、
四
八
オ
ロ
そ
ふ
る
扇
の
風
な
わ
す
れ
そ
(
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
)

そ
ふ
る
扇
の
か
せ
に
わ
す
れ
ば
、
四
八
ウ

5
空
蝉
の
域
外
と
(
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同

)
i空
蝉
の
域
那
と

若
紫
巻

き
ウ
2
@
答
云
一
義
一
五
(
内
A
本
同

)
l答
一
義
云
、
五
一
オ

6
御
て
ひ
と
つ
あ
そ
は
し
て
(
内
A
本
向
)
!
御
て
ひ
と
つ
あ
そ
は
し
、
五
一
一
オ
7
袖

ス
ハ
朱
)

の

み

を

L
l袖
の
み
ぬ
ら
す
(
内
A
本
号
、
五
一
一
オ
8
到
命
婦
@
王
は
姓
車
両
A
本
間
)
|
思
議
/
@
主
は
姓
な
り

王
姓
可
考
、
五
一
一
オ
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刑
判
ハ
朱
〉

・
す
み
そ
め
て
l
す
み
そ
め
の
(
内
A
本
同
)
、
五
ニ
ウ
日
た
ち
と
ま
り
霧
の
ま
か
き
の
す
き
う
く
は
(
内
A
本
同
)
ー
た
ち
と
ま
り
き
り
の
す
き

う
く
は
、
五
一
ニ
オ

3

野
を
こ
え
|
野
を
も
こ
え
(
内
A
本
間
)

10 

末
摘
花
巻

業
本

五六オ

1

め
そ
と
斗
ま
る
(
内
A
本
同
〉
|
め
そ
と
ま
る
、
五
六
ウ

4
論
語
云
紅
紫
|
論
語
云
紅
紫
(
内
A
本
同
)
、
五
六
ウ

5
襲
/
息
刑
反
下
同

反

(
d
内
A
本
「
息
列
反
」
ニ
作
ル
)
|
襲
息
利
反
下
同

両
本
、
本
書
と
京
大
研
究
室
本
と
は
上
掲
の
対
比
に
お
い
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
書
写
伝
本
と
し
て
は
極
め
て
異
同
す
る
と
こ
ろ
は
す
く
な

い
。
両
書
写
本
の
釈
注
書
写
形
態
に
は
多
少
の
叙
述
方
式
を
異
に
す
る
処
は
散
見
す
る
が
、
よ
く
類
同
し
、
源
氏
本
文
引
用
の
合
点
(
主
に
朱
)
、

注
記
符
「
・
」
(
朱
)
、
傍
記
書
入
(
朱

)
l般
名
本
文
に
対
す
る
当
該
漢
字
を
中
心
と
す
る
|
、
は
た
ま
た
、
附
訓
、
返
点
、
声
点
(
朱
)
等
に
い

た
っ
て
も
そ
の
過
半
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
と
に
声
点
は
殆
ん
ど
共
通
し
、
翻
印
補
註
に
誌
し
た
ご
と
く
二
・
三
の
本
書
に

欠
脱
|
本
書
の
露
害
に
よ
る
破
損
又
は
相
互
間
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
ー
す
る
に
す
ぎ
ず
、
両
書
の
依
拠
両
系
祖
本
の
完
稿
時
近
き
を
ふ
さ
わ
し

く
物
語
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
、
さ
き
の
翻
印
補
註
に
喚
起
さ
れ
る
ご
と
き
存
疑
、
又
相
違
異
問
、
上
掲
一
覧
の
表
に
お
い
て
も
単
な
る
誤
字
・
誤
脱
と

は
看
倣
し
が
た
い
明
白
な
錯
乱
諸
点
も
散
見
さ
れ
、
両
書
は
相
互
に
補
足
す
る
こ
と
に
よ
り
原
撰
本
文
の
具
現
に
と
ち
か
ず
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

惜
し
む
ら
く
は
本
書
が
「
紫
明
抄
」
十
巻
中
、
そ
の
初
巻
を
伝
存
す
る
に
と
X

ま
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
余
巻
は
京
大
研
究
室
本
を
の
ぞ
き
他
の

伝
存
諸
本
が
後
述
す
る
ご
と
く
多
分
に
後
人
の
加
筆
、
側
節
の
あ
と
が
著
し
き
こ
と
に
よ
り
、
岡
本
の
暇
瑳
を
訂
し
え
ぬ
こ
と
が
惜
ま
れ
る
の
で

あ
る
。右

の
両
本
の
異
同
掲
示
に
あ
た
り
当
該
箇
所
に
つ
い
て
他
七
本
と
の
対
比
を
併
出
し
附
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
り
l
掲
示
範
囲
内
l

に

お
い
て
は
、
本
論
に
て
仮
想
し
た
系
統
分
類
を
否
定
す
る
要
因
は
す
く
な
く
し
て
、
し
か
る
べ
き
蓋
然
性
は
認
め
ら
れ
る
か
と
推
定
さ
れ
る
。
就

中
、
本
書
と
内
閣
文
庫
A
本
と
の
、
末
端
的
語
句
上
で
あ
れ
、
そ
の
特
徴
的
な
類
同
に
は
此
処
に
も
又
い
な
み
が
た
い
も
の
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
付
ー

ω松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
は
前
者
両
本
の
系
流
を
呈
示
し
な
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が
ら
に
、
恐
ら
く
伝
流
の
聞
に
混
靖
的
本
文
を
構
成
し
、
更
に
は
又
現
状
に
見
出
す
ご
と
き
り
ー

ω・
ω系
の
本
文
校
合
を
も
加
え
て
前
者
付
|

ω・
ωと
も
震
と
お
も
む
き
を
異
に
し
て
一
見
別
系
の
ご
と
き
印
象
を
と
H
A

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
推
測
は
、
し
か
し
上
述
の
校
合
当
該
部
の
結
果
に
す
ぎ
ず
、
再
三
繰
返
し
、
又
後
述
す
る
ご
と
く
に
付

1ω
内
閣
文
庫
A
本
、
付

!ω
松
平

文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
に
は
本
書
に
み
ぬ
あ
ら
た
な
増
訂
の
著
し
さ
に
は
既
に
元
来
の
面
影

を
変
容
し
つ
L

あ
っ
た
経
緯
を
想
定
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
後
者
付

iω
系
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
る
。

こ
の
両
系
の
補
・
耐
に
比
す
れ
ば
、
同

iω
京
大
図
書
館
本
は
同
ー

ω京
大
研
究
室
本
の
系
流
を
比
較
的
で
は
あ
る
が
継
承
し
、
そ
の
原
態
を

保
留
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点
に
た
て
ば
、
付

ωと
り

iω
・

ωの
両
三
本
が
近
似
す
る
理
由
が
了
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写

存
巻

袋
綴
、

一
冊
。
茶
褐
色
表
紙
、
堅
二
十
五
・
五
糎
、
横
十
九
・
九
糎
。
料
紙
、
椿
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
二
・
四
糎
。
毎
半
葉
十
一

1

十
三
行
。
本
文
墨
付
、
全
七
十
了
。

外
題
、
表
紙
左
肩
に

「
紫
明
抄
」
(
本
文
別
筆
)
、

又
、
上
記
題
左
に
更
に

「
紫
明
抄
」
、
本
文
同
筆
の
打
付
朱
書
が
存
す
る
、
元
来
の
外

題
で
あ
ろ
う
。
一
扉
題
、
同
左
一
周
に

「
柄
壷
」
/
「
簿
木
」
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
/

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰
」
。
内
題
、
「
紫
明
抄
巻
第
一
到
繍
一
器
」
。

一
名
壷
前
栽
」
と
下
方
に
記
す
る
を
省
略
し
、
次
行
に
注
す
る
内
裏
六
殿
舎
の

「
紫
明
抄
」
、
右
側
に
所
収
巻
名
目
録
を
誌
す
。
即
ち
、

「
若
紫
」
「
末
摘
花
」
、

の
同
筆
三
行
で
あ
る
。
序
題
、

「
紫
明
抄
序

巻
第
編
次
、

「
光
源
氏
物
語
巻
第
二
諸
本
に

「
桐
壷
恥
腕
時
一
前
栽
」
と
記
述
し
省
略
し
て
い
る
i

、

帯
木
並
二
」
、
「
(
向
上
〉
巻
第
三

「
桐
壷

は
じ
め
に

「
(
同
上
〉
巻
第

帯
木
」
、

「
(
向
上
)
空
蝉

第
木
並
二
、

「
〈
同

上
)
夕
顔

若
紫
並
」
、

と
慶
膝
図
書
館
本
と
同
じ
く
し
て
い
る
。

若
紫
」
、

「
(
向
上
)
末
摘
花
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本
書
に
も
又
、
朱
筆
の
合
点
・
注
簸
符
・
書
入
れ
等
が
散
見
す
る
が
、
慶
脹
図
書
館
本
・
京
大
研
究
室
本
等
に
比
し
て
す
く
な
く
、
朱

墨
訓
点
は
両
書
と
略
共
通
す
る
が
、
独
自
異
同
が
聞
と
見
出
さ
れ
る
。

印
記
、
「
浅
草
文
庫
」
(
重
郭
方
形
朱
印
)
、
「
昌
平
坂
/
学
問
所
」
(
単
郭
方
形
墨
印
)
が
巻
首
・
尾
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
慶
臆
図
書
館
本
に
て
既
述
し
た
ご
と
く
に

「
紫
明
抄
」
巻
第
一
の
巻
第
編
成
上
よ
り
類
別
す
れ
ば
同
系
一
本
と
し
て
位
置
す
る

又
向
解
題
註
記
に
検
証
さ
れ
る
ご
と
き
の
、
慶
臆
図
書
館
本
本
文
の
も
つ
特
色
と
も
云
う
べ
き
一
面
を
残
津

の
ご
と
く
に
伝
存
し
て
い
て
、
そ
の
点
、
確
か
に
該
本
の
系
流
本
で
あ
る
こ
と
は
現
存
伝
本
か
ら
撒
て
否
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
の
で
あ
り
、
翻
印
補
注
、

し
か
し
一
方
、
本
書
に
は
該
本
に
載
録
せ
ぬ
、
ハ
円
本
文
・
釈
文
|
纏
か
な
が
ら
の
書
入
れ
ー
が
処
と
に
経
目
さ
れ
る
。
他
方
又
、
付
該

本
所
見
の
釈
文
、
本
文
の
倹
脱
あ
る
い
は
任
意
な
本
文
醐
節
、
更
に
は
、

上
記
の
補
・
刷
本
文
の
別
異
と
は
こ
と
な
る
、
日
開
本
文
・
注
自

体
の
異
同
!
そ
れ
ら
の
多
く
は
誤
読
・
誤
写
を
ま
じ
え
た
伝
写
の
間
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ら
付
i
M
W
は
該
本
に

比
較
す
れ
ば
や
は
り
顕
著
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
如
上
の
結
果
か
ら
勘
合
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
書
は
原
撰
本
以
降
に
お
け
る
増
注

書
入
れ
の
本
行
化
、
更
に
任
意
な
|
或
は
意
図
的
な
l

本
文
耐
補
に
く
わ
え
て
、
永
い
伝
流
の
間
に
あ
っ
て
の
錯
過
、
誤
写
な
ど
の
相

混
っ
た
伝
存
一
本
と
仮
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

以
下
に
、
慶
庭
図
書
館
本
と
を
対
照
し
、
本
書
に
看
取
さ
れ
る
変
容
の
あ
ら
ま
し
を
付

1
同
と
跡
を
追
い
言
及
し
て
ゆ
く
が
、
本
書
の

場
合
は
前
掲
書
の
ご
と
く
に
比
較
的
細
部
に
わ
た
る
掲
示
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
極
め
て
顕
著
な
例
を
拾
い
、
参
考
ま
で
に
他

註

は
別
註
掲
出
す
る
こ
と
に
と
立
め
る
。
且
つ
、
前
掲
書
に
か
斗
げ
た
補
註
・
比
較
註
記
の
当
該
例
は
此
処
で
は
排
除
す
る
の
で
併
せ
参
照

さ
れ
た
い
。
上
段
慶
応
図
書
館
本
、
下
段
内
閣
文
庫
A
本
で
あ
る
。
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帯
木
巻

ー
ニ
ニ
オ
叩
女
の
こ
れ
は
し
も
と
な
む
つ
く
ま
し
き
l

女
の
こ
れ
は
し
も
と
な
ん
つ
く
ま
し
き
は
か
た
く
も
あ
る
か
な
(
松
・
竜
・
内
B

-
神
・
東
本
同
〉

2
一一一一ウ

8

な
ほ
人
の
か
む
た
ち
め
ま
て
な
り
の
ほ
り
@
直
人
也

之
輩

「
地
下
也
」

宅i
之
輩
也

(
本
文
問
、
省
略
〉

直
人
也

地
下
之
輩
也

上
達
日

ト
異
同
ス
ル
モ
略
同
〉

公
卿
也

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本

3

一一四オ

4

う
へ
〔
は
〕
つ
れ
な
く
み
〔
さ
〕
ほ
つ
く
り
て
/
@
操
世
!
(
本
文
問
、
省
略
)
操
也

つ
(
松
本
以
下
)

は
ち
す
葉
の
う
へ
は
な
れ
な

き
う
ら
み
こ
そ
物
あ
ら
か
ひ

ロ
ハ
セ
」
欠
、
又
松
本
以
下
五
本
ハ
同
歌
ヲ
双
行
細
注
ト
セ
ズ
、

コ
、
ロ
ハ
セ

一
一
れ
い

U
M
後
撰

(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
略
同
、

但
、/

「
コ
、

本
行
ト
ス
。
)

4
ニ六オ

6

つ
ら
つ
ゑ
っ
き
て
@
支
頗

※
 

l

つ
ら
つ
ゑ
っ
き
て
支
額
ツ
ラ
ツ
ヘ
ツ
ク

る
(
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

な
け
き
こ
そ
山
と
し
た
か
く
な
り
ぬ
れ
は
つ
ら
つ
ゑ
の
み
そ
ま
つ
斗
か
れ
け
る

(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
略
向
、
※
符
、
松
・
竜

-内
B

神
・
東
本
「
支
額
支
願
イ
」
ト
校
合
、
附
訓
「
ツ
ラ
ツ
ヘ
ツ
ク
」
欠
〉

i
l

え
ハ
内
A
本

〉

〔

片

〕

(

ナ

シ

岡

本

〉

5

ニ八ウ

7

あ
は
れ
た
へ
さ
り
し
も
や
く
な
き
か
た
思
な
り
け
り

e

い
せ
の
あ
ま
の
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
か
つ
く
て
ふ
あ
は
ひ
の
か
ひ
の
か
た
思
に
て

ー
(
本
文
又
「
い
せ
の
あ
ま
の
云
b
」
引
歌
略
同
、
次
ニ
吏
}
二
首
ア
リ
〉

わ
れ
は
お
も
ひ
君
は
の
け
ひ
く
こ
れ
や
こ
の
涙
の
い
ろ
の
あ
わ
ひ
の
か
た
お
も
ひ

。。
円
/
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6

一一二オ

6

き
ぬ
の
お
と
な
ひ
|
き
ぬ
の
を
と
な
ひ
さ
与
や
か
に
は
ら
/
¥
と
き
こ
え
て
/
少
と
狭
と
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本

略
問
、

「
少
と
狭
と
也
」
欠
)

但
シ

へ
(
松
・
竜
・
内
B

・神・

7
一
三
ウ
叩
あ
り
つ
る
こ
の
こ
ゑ
に
で
も
の
け
給
は
る
/
・
も
の
斗
け
し
き
う
け
給
は
る
也
ー
あ
り
つ
る
こ
の
う
ゑ
に
で
も
の
け
給

東
本
)
そ
(
松
・
竜
・
内
B

・

神

・

東

本

)

也

(

松

・

竜

・

内

B

・神・東本〉

は
る
ひ
さ
し
に
も
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
る
/
も
の
斗
け
し
き
う
け
給
は
る
な
り
庇
ヒ
サ
シ
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
、
但
シ

「
ヒ
サ
シ
」
訓
欠
)

8
一二一ニオ

5
川
/
¥
さ
け
す
/
・
不
遠
也
l

人
/
¥
さ
け
す

不
遠
也
/
心
な
か
ら
も
う
れ
た
く

憂
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本

略
向
、
但
シ
上
記
五
本
本
文
一
一
ハ
更
一
一

「
或
本
心
な
か
ら
け
う
た
く
」
ト
下
記
ス
)

夕
顔
巻

た
(
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
付
校
「
或
本
」
)
ナ
シ
(
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

-
人
こ
と
に
か
う
色
な
る
扇
と
思
へ
り
香
薫
物
也
に
た
き
し
め
/
た
る
か
こ
か
れ
た
る
心
ち
の
す
る
と
い
へ
る
な
る
へ
し

-
薫
也

|
人
こ
と
に
か
う
色
な
る
扇
と
思
へ
り
し
か
に
は
あ
ら
す
香
ニ
た
き
し
め
た
る
こ
か
れ
た
る
心
ち
の
す
る
と
い
へ
る
な
る
へ
し

9
四
O

ウ

7
参
考
マ
デ
ニ
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
ノ
当
該
部
ハ
「
或
本
云
」
ト
シ
テ
慶
本
ヲ
細
記
シ
、
次
ニ
、
本
行
一
一
ハ
、

ハ
傍
点
稿
者
)

人
こ
と
に
か
う
色
な
る
あ
ふ
き
と
お
も
へ
り
し
か
に
は
あ
ら
す
た
き
物
を
こ
か
る
ふ
程
に
た
き
し
め
た
る
と
い
ふ
な
る
へ
し

ト
見
ユ7

・
吾
中
に
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
な
く
も
か
な
ち
〔
よ
〕
も
と
い
の
る
人
の
こ
の
た
め
伊
〔
せ
〕
語
|
お
い
ぬ
れ
は
さ
ら
ぬ
わ
か
れ

よ
(
松
・
竜
・
内
B

・神・東本〉

の
あ
り
と
い
へ
は
い
ま
/
¥
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な
古
今
/
世
の
中
ニ
さ
ら
ぬ
別
の
な
く
も
か
な
ち
よ
も
と
い
の
る
人
の
こ
の
た

め
鞘
返
寄
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
略
問
、
但
シ

調
也
」
)

m
四一オ

「
古
今
」
欠
、

又
、
松
・
東
本
「
慨
鯛
誠
司
也
」
、
竜
・
内
B
・
神
本
本
「
錨
慨
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中
な
れ
と
い
ま
た
そ
の
か
た
ち
を
み
る
事
な
し
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)

ナ
シ
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
策
本
〉

ロ
四
一
一
一
オ
1
法
皇
お
と
ろ
き
て
い
た
き
と
斗
め
給
て
!
法
皇
驚
て
い
た
き
と
斗
め
た
て
ま
つ
り
給
て

そ
ら
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
)
に
(
向
上
)
あ
(
同
上
)
ハ
フ
ル

@
読
経
也
i

と
き
ゃ
う
か
斗
る
道
の
僧
に
て
は
ふ
れ
な
ん
す
る
・
や
・
ら
ん
議
(
松
・
竜
・
内

日
一
千
ハ
ウ

8

日
四
五
ウ

2

ひ
る
は
見
る
事
な
か
り
け
れ
は
女
い
ま
た
そ
の
か
た
ち
を
み
る
事
な
し
|
ひ
る
は
見
る
事
な
か
り
け
れ
は
女
と
し
こ
ろ
の

B
・
神
・
東
本
略
同
)

と
き
ゃ
う

読
経
也

若
紫
巻

は
さ
オ
1
@
は
る
な
れ
は
す
か
る
な
る
の
斗
郭
公
ほ
と
/
¥
い
も
に
あ
は
す
き
に
け
り

す
か
る
は
わ
か
き

鹿
を
い
ふ

小
人

目
五
一
ウ
叩
て
〔
な
〕
ら
ひ
の
は
し
め
に
も
し
け
る
と
l

て
な
ら
ひ
の
は
し
め
に
も
此
耳
を
な
ん
し
け
る
と

万

l
(引
歌
同
、

ソ
ノ
許
一
一
)

同
五
二
オ
ロ
@
い
と
ひ
て
は
た
れ
か
わ
か
れ
の
か
た
か
ら
ん
あ
り
し
に
ま
さ
る
け
ふ
は
か
な
し
も
伊
勢
語
お
も
ひ
出
は
た
れ
か
わ
か

本
ノ
マ
、

l
l

れ

の

こ

た

か

ら

ん

あ

り

し

こ

ま

さ

る

今

日

は

か

な

し

も

不

意

ゆ

く

り

な

く

末
摘
花

げ
五
六
オ

5

伊
勢
物
語
/
ゆ
く
り
な
く

腫

下

長

(

朱

)

(

7

7

)

下

長

は
れ
た
り
し
口
な
か
な
る
お
も
や
う
ー
は
れ
し
も
な
か
な
る
な
を
し
も
か
ち
な
る
お
も
や
う

(

7

7
〉

わ
り
な
く
う
は
〔
し
〕
ら
口
た
る
一
か
さ
ね
に
な
こ
り
な
く
斗
ろ
み
た
る
う
ち
き
か
さ
ね
て
i

わ
り
な
く
う
は
ら
み
た
る
一

う
は
し
ら
み
定
家
本

か
さ
ね
一
一
な
こ
り
な
く
し
ろ
み
た
る
う
ち
き
く
ろ
み
た
る
う
ち
か
さ
ね
て

四
五
六
オ
日

四
五
八
オ
4

く
る
と
て

@
後
撰
一
五
一
克
長
の
み
こ
に
な
っ
の
さ
う
そ
く
し
て

親
王
娘
被
送
装
束
於
夫
許
之
例

く
る
と
て
i

後
撰
一
五
元
長
の
み
こ
と
ニ
夏
の
さ
う
そ
く
し
て
お

お

万
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桐
壷
巻

〈とj

1
六ウ

7
安
禄
山
と
い
ふ
人
い
く
さ
を
お
こ
し
て
陳
玄
礼
と
い
ふ
も
の
楊
園
忠
な
ら
ひ
に
楊
貴
妃
|
安
禄
山
と
い
ふ
も
の
楊
園
忠
な

ら
ひ
一
一
楊
貴
妃

2
八
オ

6

わ
れ
か
の
け
し
き
に
て
ふ
し
た
れ
は

l
欠

3 

ハ
朱
)

一
一
ウ
日
た
い
え
き
の
ふ
ょ
う
ひ
ゃ
う
の
ゃ
な
き
も
け
に
か
よ
ひ
|
大
液
の
芙
蓉
ひ
ゃ
う
の
柳
も
け
に
か
よ
ひ
(
松
・
竜
・
内
B
・神

-
東
本
「
た
い
え
き
の
ふ
ょ
う
け
に
か
よ
ひ
」
)

三
ウ

8

た
い
〔
え
〕
き
の
ふ
ょ
う
ひ
ゃ
う
の
ゃ
な
き
も
と
か
き
て
ひ
ゃ
う
の
柳
と
い
〔
ふ
〕
一
句
口
見
せ
け
ち
に
せ
り
|
大
液
の
芙
蓉

ち
に
せ
欺

未
央
の
柳
も
と
い
ふ
一
句
を
見
せ
け
る
残
り

4 

第
木
巻

5

三
オ
ロ

6
一一六オ

9

7
ニ
八
オ

1

8

三ニウ

l

空
蝉
巻

9
ゴ一四ウ

5

いハ諸本〉

・
〔
す
〕
口
ふ
に
よ
ろ
し
〔
き
〕
も
お
ほ
か
り

も
ん
或
本
(
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

l

l

自
ハ
諸
本
〉

も

の

ゑ

ん

し

・

怨

也

口

ね

ん

に

i
i
ナ
シ
〈
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

事
の
こ
と
を
は
む
し
き
て
う
に
し
ら
へ
て
/
・
盤
渉
調
也
|
欠

わ
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

な
よ
竹
は
に
か
た
け
也
引
へ
て
お
れ
か
た
き
性
あ
る
竹
也
|
欠

に
也
(
松
・
竜
・
内
B

・
神
・
東
本
)

.
随
分
也
l

欠

-
自
然
也
1

欠

-
ゆ
け
た
の
事
|
欠

山
三
五
ウ

3

む
ね
う
ち
た
か
れ
と
御
せ
う
そ
こ
も
な
し
|
む
ね
う
ち
ふ
た
か
れ
と

円
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夕
顔
巻

口
四
O

ウ

9

い
む
事
の
し
る
し
に
か
う
よ
み
か
へ
り
て
/
@
戒
也
い
む
こ
と
の
し
る
し

戒
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)

ロ
四
五
ウ

9

申
清
水
観
音
御
奇
l

欠

若
紫
巻

目
五
0
4
う
と
む
花
の
は
な
待
え
た
る
心
ち
し
て
み
山
さ
く
ら
に
め
こ
そ
う
つ
ら
ね
み
や
ま
さ
く
ら
に
め
こ
そ
う
つ
ら
ね

末
摘
花
巻

日
比
五
四
オ

吟
(
朱
)

轍
事
酒
と
罷
轍
皐
詩
!
轍
翠
吟
詩

も

か

L
〈
宮
市
研
本
)

い
口
口
口
と
せ
な
か
t
A

と
ゆ
〔
き
〕
す
き
か
ね
て
や
わ
か
ゆ
か
は
ひ
ち
か
さ
の
ひ
ち
か
さ
の
あ
め
も
ふ
ら
な
ん
一
五
戸
|
い
も

日
五
四
一
ウ

7

か
t
A

と
せ
な
か
t
A

と
ゆ
き
す
き
か
ね
て
や
わ
か
ゆ
か
は
ひ
ち
か
さ
の
あ
め
も
ふ
ら
な
ん
一
五
と

等
が
付
・
り
の
特
徴
的
な
増
補
・
剛
節
の
大
略
で
あ
る
。
次
い
で
同
は
上
記
二
項
と
は
こ
と
な
り
、

い
わ
ば
本
書
の
独
自
異
文
と
も
称

す
べ
き
異
同
l

本
文
・
注
共
に
ー
で
あ
る
が
、
前
両
市
恨
の
ご
と
く
に
は
異
例
な
変
容
は
み
ら
れ
ず
、
比
較
的
細
小
な
る
も
の
で
あ
る
。
し

註

そ
の
顕
出
箇
処
は
甚
だ
移
多
に
散
見
さ
れ
寧
ろ
両
書
の
異
同
は
此
の
項
に
策
合
し
て
い
る
の
で
別
証
一
括
し
、
煩
雑
な
が
ら
寓
目

か
し
、

す
る
に
任
せ
細
徴
に
わ
た
り
掲
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

如
上
、
両
本
に
敵
る
顕
著
な
相
違
i

本
文
・
注
i

の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

先
、
ず
、
本
書
に
お
け
る
増
補
箇
処
付

i
l
i
m
m
に
つ
い
て
概
要
す
る
に
、
本
文
の
み
の
追
補
は
す
く
な
く
し
て
増
注
に
と
も
な
う
の
で

あ
ろ
う
本
文
引
用
の
逓
増
と
共
に
重
記
桁
文
の
ご
と
き
誤
述
l

げ

-
M
ー
な
ど
も
交
え
て
次
第
に
古
紗
本
系
を
離
れ
変
容
し
て
い
る
。
こ

と
に
類
歌
・
引
歌
の
補
綴

1
3
・
4
・
5
・
m
lの
ご
と
き
は
其
の
き
わ
だ
斗
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
移
ろ
い
は
漸
増
的
な
も
の
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で
は
あ
ろ
う
が
、
別
註
し
た
補
記
等
を
併
せ
照
合
す
れ
ば
既
に
同
一
系
統
上
に
伝
流
し
た
伝
本
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
も
賭
わ
れ
る
ほ
ど

し
か
も
縫
か
本
抄
一
巻
の
増
補
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
猶
更
で
あ
る
。

で
あ
る
。

そ
の
変
容
は
、
向
上
記
に
附
記
し
た
松
平
文
庫
本
・
竜
門
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
B
本
・
神
宮
文
庫
本
・
東
大
図
書
館
本
に
も
共
有
す
る

傾
向
で
あ
る
。
上
記
五
本
は
若
紫
・
末
摘
花
の
両
巻
を
欠
く
が
、
以
下
の
ご
と
く
に
類
同
す
る
の
で
あ
る
。

本
書
が
、
右
上
記
五
本
と
同
じ
く
す
る
の
は
記
す
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、

官

-
-
n
L
-
q
u

・凋佳
-
n
0

・ヴ
t
-
n
H
U

・
n
u

・
n
u

・噌
i

・
qtu
、

噌Ei
唱

Ei
唱

Ei

の
十
一
ケ
処
と
過
半
に
も
及
び
、

そ
の
類
同
性
は
否
み
が
た
い
も
の
が
存
す
る
。
註
附
し
た
本
文
細
部
に
も
一
部
に
同
じ
傾
向
が
辿
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
と
に

3
・
4
-
m
の
引
歌
に
見
る
一
致
、

6
・
8
-
m
に
代
表
さ
れ
る
が
ご
と
き
、
本
文
・
注
の
増
幅
な
ど
、

い
ず
れ

の
時
期
か
に
お
け
る
交
流
の
跡
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
、
注
意
さ
れ
る
の
は
上
記
五
本
に
細
補
又
は
傍
記
さ
れ
て
い
る
「
或
本
」
の

校
合
本
文
で
あ
る
。
そ
の

「
或
本
」
は
時
に
本
書
系
と
も
異
る
本
文
|
8
ー
で
あ
り
、
時
に
は
慶
臆
本
・
京
大
研
究
室
本
系
本
文
|
9
|

で
あ
っ
て
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
対
校
本
は
従
っ
て
自
ら
慶
藤
本
系
、

又
は
本
書
本
系
と
も
相
違
す
る
伝
存
本
系
で

あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
同
時
に
、
そ
れ
は
又
一
方
本
書
本
文
の
系
流
を
も
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
五
本
に
つ

い
て
は
同
解
題
に
て
後
述
す
る
が
、
此
の
類
同
す
る
一
面
と
共
に
更
に
増
・
剛
の
両
訂
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

上
例
付
に
か
え
っ
て
、
他
方
、
本
書
に
の
み
散
見
す
る
異
同
、

5
-
u
-
U
・
日
-
m
・
げ
-
m
・
問
、
の
八
例
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
ら
は

5
に
み
る
引
歌
の
充
補
を
の
ぞ
き
、

a生

'
n
u
l
-
-
、

1

i

1

i

 

ロ
-
m
-
m
に
お
け
る
纏
か
な
注
文
の
変
化
に
と
H
A

ま
り
、
他
は
本
書
の
み
の
書
入
れ
|

又
は
重
記
街
文
ー
ロ
-
m
ー
で
あ
っ
て
、
本
書
独
自
の
増
補
は
す
く
な
く
註
附
記
し
た
細
部
に
お
い
て
も
同
様
の
動
向
に
あ

る
次
に
、

ω剛
節
の
部
分
、

一
一
E
l
l
-
m
に
つ
い
て
は
略
述
す
る
と
、

そ
の
殆
ん
ど
が
欠
脱
・
誤
脱
|
1
・

2
・
4
・

5
・
6
・
7
・
8

- 33-



-
9
・

u
-
U
・
日
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
三
例

l
m
-
H
・
m
lは
源
氏
本
文
の
省
略
で
あ
る
。
!
こ
t
A

に、

ひ
と
こ
と
、
松
平
文
庫
本

以
下
数
本
に
於
け
る
此
の
側
省
は
更
に
顕
著
な
方
向
を
辿
っ
て
、
本
書
と
は
相
違
し
て
い
る
!
。
残
る
一
例
|

3

i
は
慶
鹿
本
等
古
鈴
本

系
に
附
記
す
る
見
消
ち
の
省
略
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
聯
付
け
て
H
A

も
あ
ろ
う
か

4
の
耐
節
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
松
平
文
庫
以
下
五
本

は
前
者
3
は
本
書
と
は
別
に
同
本
文
共
に
削
除
し
且
つ
後
者
4
は
そ
の
ま
ふ
に
遺
す
が
ご
と
く
に
交
錯
し
て
い
て
、
共
に
文
脈
の
統
一
を

か
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
末
流
本
た
る
の
要
因
は
本
書
と
共
に
処
と
に
露
呈
す
る
の
一
面
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
附
の
註
記

細
部
も
又
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
日
開
、

両
書
の
各
本
文
独
自
の
異
同
は
別
註
に
提
示
し
附
言
し
た
ご
と
く
に
集
中
し
小
異
を
全
て
あ
げ
れ
ば
甚
だ
し
く
移
多
に
お
よ

ぶ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
大
部
分
は
本
書
又
は
依
拠
本
に
お
け
る
錯
誤
・
誤
読
、
書
写
上
の
錯
脱
・
誤
写
に
帰
国
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
属

す
る
。
上
記
同
様
の
一
面
を
如
実
に
顕
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
か
く
多
く
は
そ
の
錯
謬
に
帰
せ
ら
れ
る
に
せ
よ
、
此
処

ωー
に
お
い
て
も
十
余
例
に
す
ぎ
ぬ
と
は
い
え
、
慶
懸
本
・
京
大
研
究
室

本
等
と
の
類
似
に
比
し
て
、
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
は
共
同
し
、
交
錯
し
な
が
ら
に
類
縁
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
本
注
の
叙
述
様
式
と
次
第
で
あ
る
が
、

さ
き
に
慶
臆
義
塾
図
書
館
本
の
処
に
て
、
京
都
大
学
研
究
室
本
と
比
較
に
お
い
て
数

例
で
は
あ
る
が
掲
示
し
、
本
書
を
含
む
他
本
に
も
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
な
る
賛
一
一
一
一
口
は
さ
け
概
要
す
れ
ば
、
本
書
は
細
部
に
わ
た

れ
ば
処
と
に
変
位
を
散
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
近
世
期
写
本
と
し
て
は
慶
一
臆
本
が
と
ど
め
る
古
態
、
形
式
を
比
較
的
佳
く
継
承
し
、
類
向

し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
件

iω
松
平
文
庫
本
以
下
の
五
本
に
所
見
さ
れ
る
本
文
(
源
氏
〉
の
き
わ
だ
L

し
い
棚
節
の
ご
と
き
は
極
め
て

砂
く
、
古
鈴
本
の
形
相
を
伝
え
て
い
る
一
本
と
し
て
、

上
述
の
異
同
と
共
に
参
酌
す
べ
き
伝
存
本
で
あ
る
。
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註
上
記
し
た
本
書
の
較
著
な
異
同
は
「
紫
明
抄
」
を
代
表
す
る
慶
慮
義
塾
図
書
館
本
と
を
相
分
つ
特
色
を
最
も
亮
然
と
呈
示
す
る
処
で
あ
る
が
、
一

方
又
既
述
し
た
ご
と
く
に
本
書
の
形
迩
を
も
残
す
も
の
と
し
て
、
以
下
に
煩
累
な
が
ら
梢
と
細
部
に
わ
た
り
、
そ
の
け
・
同
に
つ
き
任
意
、
偶
目
す

る
と
こ
ろ
に
従
い
例
示
し
て
本
書
に
看
る
変
移
の
様
相
を
と
ら
え
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
す
る
。
掲
示
方
法
は
前
例
に
倣
い
、
上
段
は
慶
応
本
!

但
し
、
推
定
本
文
た
る
〔
〕
符
は
参
看
爽
雑
な
る
に
よ
り
省
略
し
た
l
下
段
は
本
書
本
文
と
す
る
。
但
し
、
慶
鹿
本
補
註
並
び
に
前
記
解
題
中
に

挙
げ
た
京
大
研
究
室
本
と
の
比
較
註
記
箇
処
は
重
記
を
避
け
省
略
す
る
。
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
又
、
仮
名
遣
い
・
附
訓
点
等
の
細
部
に
つ
い
て
は

前
例
同
様
に
除
外
し
て
い
る
。

桐
査
巻

四
ウ
日
う
た
か
ひ
な
き
に
や
(
京
研
・
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
|
以
下
、
「
京
研
本
以
下
諸
本
」
ト
略
記
)
|
う
た
か
い
は
無
に
や
、
五
オ

2

延
長
の
聖
代
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
延
長
の
御
聖
代
、
六
ウ
ロ
・
ょ
せ
縁
也
(
京
研
・
京
図
本
同
)
|
ょ
せ
縁
也
見
日
本
記
(
松
・
竜
・

内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
二
ウ

7
指
碧
衣
女
〈
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
指
碧
女
、
二
ウ

8
為
我
謝
太
上
皇
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
為
我
太
上

創

成

卿

俊

成

卿

皇
、
コ
一
ウ

2

五
僚
の
三
品
の
亭
に
(
京
研
本
問
、

d
京
国
本
「
五
僚
三
品
俊
成
卿
の
亭
に
」
、
松
・
竜
・
内
B
-
神
・
東
本
「
五
条
の
三
馳
の
亭
に
」
)

|
五
条
三
品
の
亭
に
、
一
五
オ

7

・
拾
遺
云
(
京
研
・
京
国
本
向
)
|
拾
遺
第
九
云
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
一
六
ウ

6

さ
え
・
才
・
伎

内
匠
寮

(
京
研
・
京
国
本
同

)
lさ
へ
/
才
也
伎
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
ニ
O

ウ
7
た
く
み
つ
か
さ
な
と
に
せ
ん
し
く
た
り
て
(
京
研
本
同
)

内

匠

寮

宣

旨

ー
た
く
み
つ
か
さ
な
と
に
せ
ん
し
く
た
り
て
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
以
下
当
該
漢
字
ノ
傍
記
省
略
ス
)

害
情
木
巻

二
九
ウ
ロ
金
光
明
最
勝
王
経
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
金
光
明
経
最
勝
王
経
、
一
一
一
七
オ

3
才
智
の
勝
た
る
を
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
才
智
の
勝

た
る
事
を
、
一
三
オ
日
・
あ
は
ら
な
る
也
(
京
研
・
京
国
本
同
)
!
あ
は
ら
な
る
也
く
つ
ろ
き
か
ま
し
き
也
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
当
一
ウ

4
止
波
利
帳
於
毛
多
礼
留
乎
於
k
支
美
支
万
世
(
京
研
・
京
図
本
間
)
|
止
波
利
帳
於
毛
多
礼
太
留
乎
於
ヒ
支
美
支
万
世

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・

東
本
「
止
波
利
帳
於
毛
多
礼
太
留
早
於
支
美
支
万
世
」
)
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空
蝉
巻

一
一
一
五
ウ
叩
・
う
ち
は
へ
て
:
:
・
:
:
(
京
研
・
京
国
本
同

)
lう
ち
は
へ
て
・
:
:
:
:
後
撰
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)

夕
顔
巻

一一一九ウ

2
日
長
月
長
溺
人
心
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
l日
長
月
長
k
溺
人
心
、
一
元
ウ
3
@
稔
ナ
リ
ハ
ヒ
@
農
ナ
リ
ハ
ヒ
(
京
研
・
京
図
本
同

)
l

稔
ナ
リ
ハ
ヒ
農
ナ
リ
ヒ
ハ
順
和
名

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
略
同
、
但
シ
「
農
同
」
「
和
名
出
」
ト
ア
リ
〉
、
四
回
オ

4
い
ま
こ
そ
は
と
お
ほ

す
は
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
日
・
神
・
東
本
略
同
「
;
:
:
・
:
す
」
「
は
」
ナ
シ
)
|
い
ま
の
こ
そ
は
と
お
ほ
す
は
、
四
七
ウ

7
と
り
な
を
し

つ
斗
み
ん
も
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
と
り
な
を
し
つ
斗
見
え
ん
も

若
紫
巻

五
一
オ
叩
琵
巴
鼓
琴
鳥
舞
魚
躍
i
琵
琶
鼓
琴
之
時
鳥
舞
魚
躍
(
参
照
本
文
篇
補
註
)
、
五
一
ウ
叩
お
さ
な
き
人
の
て
な
ら
ひ
の
は
し
め
に
も
し
け
る
と

り

(

京

研

本

)

小

人

あ
口
(
京
研
本
同

)
iお
さ
な
き
人
の
て
な
ら
ひ
の
は
し
め
に
も
此
寄
を
な
ん
し
け
る
と
あ
り

末
摘
花
巻

五
回
ウ
叩

御
(
京
研
本
)

と
な
き
に
、
五
一
ハ
オ

2
口
の
り
物
と
み
ゆ
(
京
研
本
間
〉

l
御

神
(
京
研
本
)

委
細
有
初
音
高
巻
、
五
九
ウ

2
口
聾
宛
輔
夢
非
夢
(
京
研

ま
た
る
斗
月
い
と
心
も
と
な
き
に
(
京
研
本
同
)
ー
ま
た
る
L

月
は
い
と
心
も

音

@
男
踏
耳
事
委
細
有
初
春
局
(
京
研
本
補
訂
同

)
i男
踏
奇
事

ヒ

の
り
物
と
そ
見
ゆ
、

五九オ

5

本
間

)
l新
声
宛
轄
夢
非
夢

と
、
細
徴
な
部
分
を
除
け
ば
砂
く
、

同序

長
恨
可
可

寧
ろ
本
文
異
同
に
集
中
す
る
。

オ

4 

(
京
研
・
京
国
本
問
、

d
松
・
竜
・
内
日
・
神
・
東
本
「
す
け
に
ま
し
は
り
て
」
)
|
司
の
す
け
ま
し
は
り
て
、

(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
な
さ
し
む
る
物
也
故
に

っ
か
さ
の
す
け
に
ま
し
は
り
て

一ウ

8
な
さ
し
む
る
も
の
な
り
か
る
か
ゆ
へ
に

桐
壷
巻

円。
円ペ
U



一一オ
2
閑
院
左
大
臣
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
院
左
大
臣
、
ニ
ウ
ロ
御
す
ゑ
の
み
こ
そ
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉

l
御
末
の
み
そ
、
三
オ
3

に
よ
り

て
位
を
朱
雀
院
の
御
子
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
に
依
て
朱
雀
院
の
御
子
、
一
ニ
ウ

8

又
仁
明
天
皇
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
仁
明
天
皇
、
四
オ

ロ
又
桐
査
の
巻
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
桐
壷
の
巻
-
一
、
五
ウ

2
陵
上
正
殿
便
殿
寝
側
之
別
殿
〈
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
陵
上
正
殿
様
側
之

別
般
、
五
ウ

J
t油
生
衣
喋
エ
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
権
主
衣
裳
、
八
オ

1

・
郁
也
吉
ス
ミ
ノ
ェ
間
吉
ヒ
エ
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
-

神
・
東
本
「
吉
住
吉
日
士
口
」

)
l吉
住
吉
田
吉
、
八
ウ

7
其
於
五
月
以
上
服
親
(
京
研
本
・
京
図
本
問
、

d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本

「
払
町
一
一
五
月
以
上
服
親
」
)
|
其
於
以
上
服
親
、
二
ウ

9

劃
恨
寄
惇
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
l欠
、
一
六
ウ

7
創
ぽ
れ
な
る
く
を
つ
く
り
給
/
・

也

(

松

本

以

下

五

本

)

ナ

シ

(

松

本

以

下

五

本

)

句
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
あ
は
れ
な
る
く
を
/
句
也
、
一
八
オ
1
候
四
位
親
王
之
次
/
依
仰
也
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
候
四
位
親
王
之
/
依

仰
也
、
ニ
ロ
ウ

5
人
/
¥
ま
か
て
ち
ら
す
(
京
研
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
|
人
と
ま
で
ち
ら
す
(
京
国
・
松
本
向
)

箸
木
巻

三
ウ

1
秋
と
い
へ
は
・
:
:
:
:
古
今
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
秋
と
い
へ
は
:
:
:
:
・
、
ニ
ニ
ウ
ー
た
ち
そ
ひ
も
て
あ
か
め
て
(
京
研
本
以
下
諸
本

同
)
|
立
そ
ひ
て
あ
か
め
て
、

r

ニニウ

5

い
う
な
り
・
優
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
優
也
、
ニ
ニ
ウ
日
・
不
下
習
ケ
シ
ウ
ハ
ア
ラ
ス
(
京
研
・
京
図
本

ケ

シ

ウ

フ

ケ

シ

ウ

同

)
i不
下
習

(
d
神
本
「
不
下
習
也
」
、
松
・
竜
・
内
臼
・
東
本
「
不
下
習
也
」
)
、
一
一
五
ウ

4
は
け
し
き
け
た
も
の
L

か
た
ち
(
京
研
・
京
国
本
同
)

ケ

シ

ウ

ハ

ア

ラ

ス

か

た

ち

或

本

殊

(

朱

〉

虚

俗

キ

ヨ

シ

ヨ

ク

ワ

ー
は
け
し
き
け
た
物
か
た
ち

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
は
け
し
き
け
た
も
の
t
A

す
か
た
」
)
、
二
五
ウ
日
こ
と
に
わ
る
物
は
を
よ

ル
ハ
ロ
〉
モ
ノ
蝋
仙
窟
文
ハ
朱
〉

は
ぬ
所
お
ほ
か
る
(
京
研
本
以
下
諸
本
問
、
但
シ
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
幽
仙
窟
文
」
欠

)
iこ
と
に
わ
る
物
は
を
よ
は
ぬ
所
お
ほ
か
る

(
本
書
ニ
ハ
当
該
漢
字
等
傍
記
ス
ク
ナ
シ
、
以
下
省
略
ス
〉
、
二
六
オ

6

・
支
顔
|
支
報
ツ
ラ
ツ
ヘ
ツ
ク
(
京
研
・
京
国
本
附
訓
欠
、
松
・
竜
・
内
B
・

神
・
東
本
「
支
報
支
願
イ
」
)
、
二
八
オ

7

た
ま
さ
与
の
う
へ
の
あ
ら
れ
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
た
ま
さ
与
の
あ
ら
れ
、
ニ
八
ウ

5

・
さ
す
ら
ふ

サ
ス

判
じ
よ
ふ
也
・
伶
膨
也
(
京
研
・
京
図
本
同
)
|
た
斗
よ
ふ
也
伶
緋
也

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
さ
す
ら
ふ
た
斗
よ
ふ
也
伶
佼
也
傍

イ
又
流
離
」
)

夕
顔
巻

目。オ

5
女
御
の
母
儀
也
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
女
御
の
御
母
儀
也
」
〉
|
女
御
の
母
儀
、
四
一
ウ

5
そ
れ
こ
そ
よ
け
れ
花
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を
お
る
に
も
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
iそ
れ
こ
そ
よ
け
れ
お
る
に
も
、
四
一
ウ

7
と
い
ふ
は
き
L

よ
か
る
へ
く
や
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
ー
と
い

こ
(
諸
本
)

ふ
は
よ
か
る
へ
く
や
、
一
一
一
八
オ

3
花
の
景
に
や
す
め
る
か
口
と
し
(
京
研
・
京
図
・
篭
・
内
8
・
神
本
同

)
i花
の
か
け
に
や
す
め
る
こ
と
し
(
松
・
東

本
同
)
、
一
元
オ

6

心
さ
か
し
う
し
を
き
た
れ
と
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
心
さ
か
し
う
き
た
れ
と
、
ゴ
一
八
オ
ロ
あ
け
方
に
な
り
に
け
れ
は
(
京
研
本

以
下
諸
本
間
〉
あ
け
か
た
に
な
り
け
れ
は
、
一
元
オ

3
驚
思
へ
る
事
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
lお
と
ろ
き
思
事
、
一
元
オ
日
は
か
ら
れ
給
へ
か
し

と
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
lは
か
ら
れ
給
へ
し
と
、
四
一
一
オ

5

蘇
氏
日
人
生
一
世
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
蘇
氏
人
生
一
世
、
四
五
ウ

8

不
被
如

破

(

松

本

)

ご

ウ

(

朱

〉

是
十
五
種
悪
死
(
京
研
本
向
〉

l
不
被
如
是
十
五
種
悪
死
也
(
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
-
神
・
東
本
同
〉
、
四
六
ウ

5
聾
口
さ
ふ
れ
候
ぬ
れ
は
(
京
研
本

を
ハ
諸
本
〉

以
下
諸
本
同
)
|
声
を
さ
t

ふ
れ
ぬ
れ
は
、
四
六
ウ
叩
こ
の
は
ふ
る
い
た
る
人
(
京
研
本
以
下
諸
本
間

)
lこ
の
ふ
る
い
た
る
人
、
四
七
オ

4
か
き
を
き

た
る
か
と
も
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
lか
き
を
き
た
る
か
と
、
四
七
オ

9

心
え
ら
れ
め
と
は
か
り
に
て
申
さ
る
L
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
〉

i
心
得

ら
れ
め
と
は
か
り
申
さ
る
斗

若
紫
巻

五O
ウ
8

ひ
し
り
の
御
ま
も
り
に
と
て
(
京
研
本
同
〉
|
ひ
し
り
の
ま
も
り
と
て
、

E
O
ウ
ロ
つ
ほ
に
御
く
す
り
と
も
い
れ
て

に
歎

お
く
す
り
と
を
入
て
、
五
一
オ

8

・
琴
五
絃
也
加
文
武
之
緒
者
(
京
研
本
同
)
|
琴
五
絃
也
加
文
武
之
緒
、
五
一
オ
日
し
り
め
に
(
京
研
本
間
)

i
し
つ
め
に
(
「
:
:
:
欺
」
ノ
訂
マ
マ
見
ュ
、
他
ハ
省
略
ス
)
、
五
ニ
オ
叩
か
へ
る
へ
ら
な
る
(
京
研
本
同

)
lか
へ
る
へ
ら
な
り
(
「
る
」
「
り
」
ノ
書

り
歎

(
京
研
本
同

)
i
つ
ほ

体
混
ズ
モ
他
ハ
省
略
ス
〉
、
五
一
一
子

4

i
l
鈍

色

鈍

色

風
俗
常
陸
寄
也
(
京
研
本
間
)
|
風
俗
常
陸
也
、
五
一
一
一
オ

5

ゃ
う
/
¥
お
き
ゐ
て
(
京
研
本
同
〉

l
ゃ

う

〈

火
色

お
き
ゐ
て
、
五
一
ニ
オ

6

火
色
紅
也
(
京
研
本
同

)
i火
色
也
、
五
一
一
一
ウ

3

古
今

@
見
わ
た
せ
ば
:
・
:
:
:
錦
な
り
け
る

i

(
京
研
本
向
〉
|
み
わ
た
せ

素
性

は
:
・
:
:
:
に
し
き
な
り
け
る
、
宜
一
一
一
ウ

9
文
選

(
京
研
本
同
〉

l
文
選

末
摘
花
巻

五回オ

7
額
出
付
酒
友
:
:
:
:
・
剛
氏
(
京
研
本
間

)
l琴
詩
酒
友
:
・
:
:
:
、
五
回
オ
日
人
こ
そ
は
あ
な
れ
(
京
研
本
同
)
人
こ
そ
あ
な
れ
、
五
五
ウ
8
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イ
ノ
チ
ナ
カ
キ
モ
ノ
ハ
ハ
チ
ヲ
ホ
シ

庄
子
云
轟
則
多
辱
ハ
京
研
本
同
)
|
庄
子
云
蕎
則
多
辱
、
五
九
オ

9
さ
え
つ
る
は
る
は
と
か
ろ
う
し
て
(
京
研
本
同

)
iさ
え
す
る
春
は
と

か
ら
し
て
、

如
上
い
さ
斗
か
零
細
に
掲
示
し
た
が
、
更
に
助
辞
|
一
部
例
示
ス
|
訓
読
、
返
点
、
声
点
、
傍
記
、
仮
名
遣
等
を
拾
接
す
れ
ば
移
多
に
お
よ
ぶ
の
で

あ
る
が
、
上
記
例
の
み
に
で
も
明
ら
か
な
ご
と
く
に
他
本
と
共
通
す
る
処
は
わ
ず
か
数
例
に
か
ぎ
ら
れ
て
本
書
独
自
の
本
文
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
も
そ
れ
ら
は
転
写
に
お
け
る
誤
読
、
誤
写
、
錯
脱
が
過
半
を
占
め
て
い
て
写
本
に
麗
ヒ
紛
起
し
が
ち
な
現
象
と
は
い
え
必
ず
し
も
篤
実
な
書

写
本
と
は
い
い
が
た
い
。

骨

骨
は
上
記
の
ご
と
く
に
経
目
す
る
処
を
成
可
く
網
羅
す
る
こ
と
に
し
た
が
訓
点
・
仮
名
遣
い
・
傍
記
等
は
其
の
一
部
を
以
て
例
示
す
る
に
と
X

め

た
。
又
、
ハ
円
・
帥
と
同
様
|
補
註
・
前
掲
書
註
記
に
掲
出
す
る
と
こ
ろ
を
除
く
!
の
拾
援
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

序も
て
ハ
諸
本
〉

一
オ
ロ
口
口
あ
そ
ふ
く
せ
つ
け
り
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
も
て
あ
そ
ふ
よ
を
つ
け
り
、

才
す
く
な
け
れ
と
も
、
一
ウ

9

む
ら
さ
き
の
色
を
ま
し
(
京
研
本
以
下
諸
本
間

)
l紫
の
色
を
き
与
し

一ウ

2
才
す
く
な
け
れ
ば
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|

桐
壷
巻

一
一
ウ
日
醍
醐
の
帝
を
例
と
せ
は
(
京
研
・
京
国
本
同

)
l酉
酉
の
帝
を
例
と
申
さ
は
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
、
但
シ

ロ
お
は
し
ま
さ
斗
り
き
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
iお
は
し
ま
さ
す
、
四
オ

5
割
以
人
将
の
自
談
に
は
(
京
研
・
京
国
本
同

)
l左
大
将
の
自
嘆
ニ
ハ

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
左
大
将
自
歎
に
は
」
)
、
四
ウ

5
た
て
ま
つ
ら
る
斗
所
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
間

)
lた
て
ま
つ
る
所
一
一
、
五
オ

1

御
代
(
松
本
以
下
)

と
い
ふ
に
よ
ら
は
桓
武
の
時
代
(
京
研
・
京
国
本
同
)
ー
と
い
ふ
に
を
そ
ら
く
は
桓
武
の
時
代
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
略
同
〉
、
五
オ

8
後
漢
書

云
以
備
内
臓
罵
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
i後
漢
書
云
次
備
内
臓
薦
、
五
ウ

4
生
徴
失
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
生
徴
失
、
一
〈
オ

8
掌
弔
臨
卿
大

夫
之
喪
也
(
京
研
・
京
図
本
同
)
|
掌
云
臨
卿
大
夫
之
喪
也

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
掌
一
戸
臨
卿
大
夫
之
喪
也
」
)
、
六
オ
叩
さ
と
か
ち
な
る

を
(
京
研
・
京
国
本
向
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
ハ
本
文
欠
〉

i
さ
と
か
う
な
る
を
、
七
ウ

9

こ
う
ろ
う
て
ん
に
(
京
研
・
京
国
本
問
、
松
・
竜
・

「さ」

ナ
シ
)
、
ニ
ウ
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内
B
・
神
・
東
本
略
同
「
後
涼
般
」
ト
当
該
字
傍
記
ス
)
!
こ
り
ゃ
う
て
ん
に
、
八
オ

4
な
よ
/
¥
と
(
京
研
・
京
図
本
同
〉
な
へ

f
t
I
と

(
d
松

・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
い
と
与
な
よ
/
J
¥

と
」
)
、
八
オ
ロ
三
歳
に
し
て
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
一
二
歳
ニ
テ
、
八
ウ

4
三
月
給
暇
三
日
(
京
研

本
以
下
諸
本
同

)
i
一
ニ
日
給
暇
三
日
、
八
ウ

9

三
歳
而
喪
母
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
三
歳
而
長
母
、
一
口
ウ
ロ
は
つ
か
し
う
(
京
研
本
以
下
諸
本

同
、
以
下
音
便
省
略

)
iは
つ
か
し
く
、
一
一
ウ
叩
ゃ
う
き
ひ
の
か
た
ち
(
京
研
本
以
下
諸
本
向
〉

i
楊
貴
妃
の
良
(
以
下
二
ウ
ロ
・
二
一
オ

4
同)、

女
一
一
一
宮
也
(
「
也
ナ
シ
」
松
本
以
下
)

一一一一ウ

4
宮
の
御
方
を
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
i女
一
一
一
宮
の
御
方
を
、
一
四
ウ
3

あ
し
た
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
あ
ら
た
に
、
一
回
ウ
6
春
宵

苦
短
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
春
宵
若
短
、
一
五
オ
6
@
見
具
子
令
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
i具
見
子
令
、
一
五
オ
8
え
こ
の
た
ひ
あ
は
て
の
ほ

り
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
ゑ
こ
の
た
ひ
は
あ
は
て
の
ほ
り
、
一
六
オ

2
至
v
秦
日
二
典
客
一
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
至
奏
日
典
客
、
一
六
オ

4
王

客
或
本

奔
改
日
二
曲
楽
一
(
京
研
・
京
図
本
同

)
i王
奔
改
日
曲
薬

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
王
葬
改
臼
典
楽
」
)
、
一
六
オ

5
胡
麗
漢
官
解
詰
云
(
京

詰
或
本

研
・
京
図
本
間

)
l胡
麗
漢
官
解
語
云

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
、
但
シ
出
典
叙
次
ニ
異
同
ア
リ
「
胡
蹟
漢
官
解
譜
」
)
、
一
六
オ
6
ゐ
て
た
て

句
也
(
松
本
以
下
)

ま
つ
り
た
る
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
〉
|
ゐ
っ
き
た
て
ま
つ
り
た
る
に
、
一
六
ウ

7
あ
は
れ
な
る
く
を
つ
く
り
給
/
@
句
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)

|
あ
は
れ
な
る
く
を
句
也
、
一
六
ウ
8
@
和
相
ゆ
れ
一
は
れ
て
見
な
れ
た
る
相
と
(
京
研
・
京
図
本
向
、

d
松
・
竜
・
内
B
-
神
・
東
本
「
大
和
相
也

我
国
に
て
み
な
れ
た
る
相
と
一
百
」
〉
|
@
和
相
校
法
見
な
れ
た
る
、
一
七
オ
6
幹
事
望
也
(
京
研
・
京
国
本
向
、

d
松

竜

内

B

-

神

・
東
本
「
凱
誠
之
心
者
希
望
也
」

)
i観
観
者
希
望
也
、
一
七
オ
8
后
之
一
一
一
一
口
後
/
言
在
夫
之
後
也
〈
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
l后
之
言
後
在
/
吏
之
後

也
、
一
七
ウ
ー
か
与
や
く
日
の
宮
と
き
こ
ゆ
(
京
研
・
京
国
・
松
・
内
B
・
東
本
同
、
げ
竜
・
神
本
「
か
斗
や
く
の
の
宮
と
き
こ
ゆ
」
〉

i
か
斗
や
く
日
の

宮
と
か
や
、
一
七
ウ

7
第
一
間
並
円
座
:
:
雄
一
間
一
説
明
臨
ん
賄
置
円
座
1
1
第
一
間
置
円
座
・
:
:
:
雄
知
一
一
部
町
一
難
賄
置
円
座
(
「
置
」
「
並
」
ノ
草
体
類
似

シ
、
因
ミ
ニ
各
本
ヲ
例
一
不
ス
ル
ト
、
京
研
・
京
国
本
「
第
一
間
並
円
座
:
・
雄
一
畑
一
技
能
一
一
矧
置
円
座
」
ト
慶
本
一
一
向
ジ
ク
シ
、
松
・
竜
・
内
B
-
神
・

並
イ
ハ
或
本
，

東
本
「
第
一
間
並
円
座
・
:
置
西
南
」
一
心
配
炉
支
其
一
ト
蹴
肝
髪
具
」

タ
タ
モ
ノ
也

@
龍
物

賜
(
京
図
本
)

ト
混
ジ
テ
イ
ル
)
、
一
八
オ

7
弁
官
分
給
所
主
史
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|

但
シ
京
図
本
「
@
寵
物
ク
タ
モ
ア
リ
」
ト
誤
脱
)
|
龍
物

無
口
気
ハ
似
ト
傍
記
)
お

に
け
な
う
は
つ
か
し
と
を
ほ
し
た
り
/
:
・

ヒ

弁
官
分
給
所
之
史
、
ニ
O

オ
9

菓
子
也

木
物
と
も

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
寵
物
也
ク
タ
モ
ノ
ナ
リ
本

@
木
物
と
も
(
京
研
・
京
図
本
同
、

木
物
菓
子
也
」
)
、
こ
O

オ
叩
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:
:
:
御
と
し
四
す
き
給
へ
る
事
/
を
い
う
な
り
(
京
研
本
問
、
京
図
本
ハ
吏
ニ
次
行
一
一
「
に
け
な
う
は
つ
か
し
お
ほ
し
た
り
/
・
無
似
集
也
」
ト
重

記
ス
)
|
に
け
な
う
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
り
/
:
・
:
:
:
御
と
し
四
す
き
給
へ
る
事
を
い
ふ
也
に
け
な
う
無
似
気
也

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神

・
東
本
「
:
:
:
:
・
御
蔵
四
す
き
給
へ
る
こ
と
を
云
也
/
に
け
な
う
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
り
/
無
似
気
也
」
)

害
木
巻

三
オ

4

・
隠
事
也
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
〉

l
陰
事
、
三
オ

5

・
又
繊
眉
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
)
|
又
〔
轡
〕
、
三
オ

8
交
野
に
一
宿
す
(
京
研

・
京
国
本
同
〉

l
交
野
に
一
宿
事
あ
り
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
但
シ
「
に
」
字
ナ
シ
)
、
ニ
ニ
オ

5

を
の
か

L
L
こ
そ
(
京
研
以
下
諸
本

し

欺

劃

ヲ

ヒ

サ

キ

劃

同
)
ー
を
の
か
し
た
こ
そ
(
「

S
欺
」
傍
記
、
以
下
省
略
ス
)
、
三
ウ

1
お
ひ
さ
き
こ
も
れ
る
ま
と
の
う
ち
な
る
程
(
京
研
・
京
国
本
問
、
但
シ
京
図

オ
イ
サ
キ

i
i

ヲ
ヒ
ザ
キ

本
「
尖
苗
」
ト
傍
記
ス

)
iお
ひ
さ
き
こ
も
れ
る
窓
の
う
ち
な
る
ほ
と
/
尖
苗
同
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
王
子

1
ま
与
み
可
通
音

故
也
(
京
研
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、
京
図
本
欠

)
iま
と
み
と
音
可
通
故
也
、
ニ
一
ニ
オ

6
き
す
な
き
か
た
の
え
ら
ひ
に
(
京
研
本
以
下
諸
本

同
)
|
き
す
な
き
か
た
の
は
ら
ひ
に
、
三
子
ロ
ヒ
以
風
刺
上
(
京
研
・
京
国
本
同
)
ー
と
以
風
利
上
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
ニ
一
千
ワ

3
上

為
敬
則
下
不
慢
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
上
尊
孝
則
下
不
慢
、
ニ
四
オ
日
・
ひ
た
す
ら
と
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
ー
ひ
た
す
ら
に
、
ニ
四
ウ
叩
な

ま
う
か
ひ
に
て
は
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
省
略
〉
!
な
ま
こ
か
ひ
に
て
は
、
ニ
五
オ

4

・
ひ
斗
ち
ゐ
た
り
(
京
研
本

ひ
L

く
ゐ
或
本

同

)
lひ
斗
ら
ゐ
た
り
(
京
国
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
ひ
ら
ら
ゐ
た
り
」
)
、
二
五
オ

6
う
そ
を
か
ま
ふ
る
時
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|

う
そ
か
ま
ふ
る
時
、
二
五
ウ

4
け
た
も
の
斗
か
た
ち
(
京
研
・
京
図
本
同
)
|
け
た
物
か
た
ち

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
け
た
も
の
斗

か

た

ち

或

本

畳

風

文

呂

美

)

す
か
た
」
)
、
二
五
ウ

9

た・

2
4
な
し
け
ち
か
き
〈
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
た
斗
み
な
し
け
ち
か
き
(
本
書
朱
傍
記
少
シ
、
以
下
省
略
ス
)
、
一
一
六
オ

i
l勢
(
京
研
・
京
図
本
)

4

は
し
り
ひ
き
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
lは
し
ら
ひ
き
、
美
ウ

2
伊
世
語
(
京
研
・
京
国
本
同
)
|
伊
勢
物
語
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
)
、
ニ

ザ
ウ
シ
ミ
ハ
ン
〉

六ウ

9

正
身
也
(
京
研
本
同
〉

1
正
見
也

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
正
身
」
、
京
図
本
欠
)
、
ニ
七
オ

4

た
は
ふ
れ
に
く
斗
な
ん
(
京
研
本
以

下
諸
本
同
)
|
た
は
ふ
れ
な
く
t
A

な
ん
、
二
八
オ

5

お
ら
は
お
ち
ぬ
へ
き
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
た
斗
は
お
も
ぬ
へ
き
、
一
二
六
ウ

2

・
草
薬
蒜

也
(
下
辺
双
注
モ
「
草
薬
之
中
/
蒜
」
京
研
・
京
図
本
同

)
i草
薬
森
也
、
双
注
、
「
草
薬
之
中
森
」

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
草
薬
也
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百官r、



也

蒜
也
或
本
」
、

双
注
「
草
薬
中
之
蒜
」
)
、
一
一
一
六
ウ
叩
@
知
者
言
未
必
尽
也
(
京
研
・
京
図
本
同
〉
|
智
者
之
言
未
必
愚
也
(
松
・
竜
・
内
B
-
神
・

誼
イ

東
本
「
智
者
一
一
コ
口
未
必
愚
也
」
)
、
一
一
一
六
ウ
印
@
老
子
経
云
(
京
研
本
同
〉
|
孝
経
一
五

(
d
京
図
本
「
孝
子
経
云
」
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
孝
少
経

云」)、一一一七オ

8
皆
酔
ら
は
〈
京
研
本
以
下
諸
本
間
)
|
皆
酔
と
一
五
は
、
一
言
ウ

1
令
注
進
一
五
天
一
方
(
京
研
・
京
図
本
同
〉

l
令
注
進
去
天
一
方
(
松

一
五
或
本

・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
令
注
進
去
天
一
方
」
)
、
一
ニ
O

ウ
2

庚
寅
日
(
京
研
本
同
)
庚
申
日
(
京
国
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
〉
、
一
一
二
オ

2

蕊
也
或
本

i

お
ま
し

f

お

ま

し

む

し

ろ

也

、

オ

マ

シ

@
落
也
御
ま
し
む
し
ろ
也
i
茨
む
し
ろ
也

(

C
京

研

・

京

国

本

「

@

滋

也

以

ま

し

」

松

・

竜

・

内

8
・
神
・
東
本
「
笈
み
ま
し
、
ロ
」
)
、

i
i
勢

(

京

研

本

)

け

(

竜

本

以

下

〉

一ニ一一オ

1

猶
き
か
れ
け
る
在
伊
世
集
(
京
研
本
向
)
!
な
を
き
か
れ
ぬ
る
在
伊
勢
集
(
京
国
・
竜
・
内
B
・
神
本
問
、

d
松
・
東
本
「
な
を
き
か
れ
け

或
本
伊
勢
物
語

る
在
伊
勢
集
」
)
、
一
一
一
ニ
ウ

3

あ
り
し
な
か
ら
の
(
京
研
本
以
下
諸
本
間

)
iあ
つ
し
な
か
ら
の
、
ず
一
一
一
ウ

5

の
ち
に
又
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|

の
ち
も
ま
た
、
ゴ
一
一
一
一
オ

4
う
し
ろ
み
ま
う
け
て
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
欠
)
|
う
し
ろ
さ
ま
L
A

けて、一一一一一一オ

9
有
と

は
見
れ
と
(
京
研
・
京
国
本
間

)
iあ
り
と
は
み
え
て

(
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
、
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空
蝉
巻

一
一
一
回
オ
日
い
そ
か
は
し
き
也
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
い
そ
か
し
き
也
、
一
言
ウ

7

七
十
七
た
ん
な
り
(
京
研
本
以
下
諸
本
向
)
|
七
十
七
た
ん
な

二
或
本

り
て
一
一
一
四
ウ

8

五
百
三
十
九
欺
(
京
研
・
京
図
本
同
〉

i

五
百
二
十
九
鰍

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
五
百
一
一
一
十
九
欺
」
)
、
一
量
ウ

2
な
き
恋

を
(
京
研
本
以
下
諸
本
向

)
iな
き
物
を
、
一
一
一
五
ウ

5

こ
と
っ
て
も
な
し
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
i
っ
て
こ
と
も
な
し
、
一
一
一
五
ウ

6

あ
り
し
な
か
ら

の
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
ー
あ
り
し
あ
か
ら
の
、
一
一
一
五
ウ

6

と
り
か
へ
す
物
な
ら
ね
と
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
欠
〉

ー
と
り
か
へ
す
物
な
ら
は
と

夕
顔
巻

四O
オ
5

母
儀
也
(
京
研
・
京
国
本
問
、
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
「
御
母
儀
也
」
〉
!
母
儀
、
四
O

オ
8
申
さ
れ
け
る
と
そ
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)

申
さ
れ
け
る
と
な
ん
、
四
O

ウ
4
さ
れ
た
は
ふ
れ
た
る
か
こ
と
し
(
京
研
本
以
下
諸
本
向

)
iさ
れ
た
は
ふ
れ
た
る
如
し
、
回
。
ウ

7

た
き
し
め
た

(
京
研
・
京
図
本
同

)
lた
き
し
め
た
る
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
傍
記
「
或
本
一
五
」
同
、
上
掲
本
注
本
文
異
同
多
し
、
後
述
)
、
四
一
オ

2

る
か



州
ピ
ほ
な
る
を
た
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
問
、
京
研
本
声
点
存
補
注
参
照
〉
|
か
た
ほ
そ
な
る
を
た
に
、
一
一
一
九
オ

7
そ
の
を
斗
し
る
へ
に
て
(
京
研
・

京
図
本
同
)
ー
そ
の
を
与
し
る
し
に
て
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
)
、
一
元
ウ
日
季
夏
幡
陣
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
季
夏
幡
陣
、
四
ニ
オ

5
朝

秋

露
之
託
於
桐
葉
耳
(
京
研
・
京
図
本
同
〉
|
朝
露
之
詫
於
桐
葉
耳

(
d
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
朝
露
之
詫
於
桐
葉
不
」
)
、
回
ニ
オ

5
輿
幾
何
|
其

輿
幾
何
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
、
四
一
一
オ
ロ
は
ね
を
か
は
さ
ん
な
と
は
(
京
研
以
下
諸
本
同
)
|
は
ね
を
か
は
さ
ん
か
と
は
、
堅
一
ウ

1
い
と
こ
ち
た

し
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
い
と
こ
そ
た
し
、
四
一
一
一
オ
日
け
ち
か
き
前
栽
な
と
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
け
る
か
き
前
栽
な
と
、
四
回
ウ

7
す
く

す
心
ち
し
給

(
d
京
研
本
「
す
こ
す
心
ち
し
給
」
、
京
図
本
「
す
こ
す
心
ち
し
て
」
)
|
す
く
る
心
ち
し
給
(
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
向
)
、
四
四
ウ
8

・
く
る
斗
ま
は
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
か
へ
る
さ
は
、
四
五
オ

6

児
近
来
患
廟
(
京
研
本
同

)
i見
近
来
患
倣

(
d
京
国
本
「
見
近
来
患
頼
、
松

コ

来

或

本

轍

・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
見
近
衛
患
v
顕
」
)
、
四
六
オ

1
つ
ほ
ね
な
と
け
ち
か
く
た
ま
は
せ
て
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
つ
ほ
ね
な
と
け
な
く
た
ま

よ
か
ハ
諸
本
)

わ
ら
せ
、
四
六
オ

2

か
た
ち
な
と
口
口
ら
ね
と
ハ
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
か
を
な
と
も
よ
か
ら
ね
と
、
四
六
オ

6

ま
う
て
斗
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)

ー
ま
う
て
、
四
六
う
l
あ
る
へ
く
候
覧
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
あ
る
へ
か
ら
ん
、
四
六
ウ

4
人
と
思
て
(
京
研
・
京
図
本
同

)
i人
と
定
て

(
d
松

思

或

本

ナ

シ

(

京

図

本

)

・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
「
人
と
定
て
」
)
、
四
六
ウ
ロ
か
た
ち
と
は
見
え
す
(
京
研
以
下
諸
本
同
〉
|
か
た
ち
と
は
見
え
す
候
、
四
七
オ

3
人
の
さ
と

り
を
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
〉

l
人
の
ま
と
ひ
を
、
四
七
ウ
1
和
名
以
問
波
土
(
京
研
・
京
図
本
問
、
但
シ
京
国
本
声
点
欠
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東

本
「
土
」
ヲ
「
上
」
ニ
作
ル

)
l和
名
以
閑
婆
、
四
七
ウ
叩
か
ひ
な
し
ゃ
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
本
文
欠

)
lか
ひ
な
き

ゃ
、
四
八
オ

2
鰍
い
か
み
の
師
に
て
(
京
研
・
京
図
本
問
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
欠
)
|
御
ふ
み
の
し
た
て
、
四
八
オ

3
御
文
師
也
(
京
研
本

以
下
諸
本
同
〉

l
御
文
所
也
、
四
八
オ

7
か
の
こ
う
ち
き
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
か
の
こ
も
ふ
ち
き

若
紫
巻

i侍
を

す

(

京

研

本

)

四九ウ

1
す
て
わ
す
れ
き
て
給
ー
す
て
わ
さ
れ
き
て
侍
を
(
京
研
本
略
同
)
、
四
九
ウ

6

文
集
/
悟
真
寺
詩
(
京
研
本
向
)
|
文
集
語
真
寺
詩
、
四
九
ウ

山

叩
鞍
馬
寺
な
と
に
や
と
見
る
程
に
(
京
研
本
間
)
|
鞍
馬
寺
な
と
や
の
ほ
る
か
、
き
ウ

5
よ
め
る
也
(
京
研
本
同
〉

i
よ
め
り
、
五
一
オ

2

・
魔
忍

え
の
は
ゐ

(
京
研
本
間
)
!
山
費
忍
、
五
一
オ

2

不
見
太
子
侍
如
何
(
京
研
本
同

)
l太
子
停
-
一
/
不
見
如
何
、
五
一
オ

5
え
の
は
ゐ
に
(
京
研
本
同
)
|
ひ
の
ふ
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に

歎

ま

歎

ね
も
、
五
一
オ
日
し
り
め
に
見
を
こ
せ
給
(
京
研
本
同
)
し
つ
め
に
見
を
こ
せ
給
、

E

一ウ

4

よ
の
ま
の
か
せ
も
(
京
研
本
同
)
lよ
の
き
の
風
も
、

ま

歎

り

歎

i
i

せ
(
京

五一ウ

8

こ
れ
は
ま
た
(
京
研
本
同
〉
こ
れ
は
こ
た
、
五
ニ
オ

4
か
け
は
な
る
ら
ん
(
京
研
本
同
〉
|
か
け
は
な
か
ら
ん
、
五
一
一
一
ウ

7

心
に
ま
か
口
て

研

本

〉

ま

歎

は

歎

ゐ
て
は
ふ
ら
か
し
(
京
研
本
同
〉

i
心
に
さ
か
せ
て
ゐ
て
い
ふ
ら
か
し

末
摘
花
巻

五回オ

9

一
弾
懐
中
心
(
京
研
本
同
)
弾
極
中
心
、
五
四
オ
叩
猶
恐
中
有
間
(
京
研
本
同

)
i猶
恐
中
有
問
、
五
回
ウ
日
態
れ
は
く
る
し

同
)
|
は
ふ
れ
は
く
る
し
、
五
四
ウ
ロ
お
ほ
と
か
な
る
(
京
研
本
同

)
lお
ほ
よ
か
な
る
、
五
五
オ

9
・
叩
律
書
闇
(
京
研
本
同
)
|
律
音
圏
、
五
五
ウ

2

不
得
臣
免
用
之
故
云
(
京
研
本
向
〉

i
不
得
臣
膏
用
之
故
者
、
五
五
ウ

4
遺
杯
乃
知
唐
巳
有
秘
色
(
京
研
本
同
)
|
遺
蔚
乃
知
庚
己
有
秘
色
、
五
五

御
(
京
研
本
)

ウ
6
大
宿
の
傍
也
(
京
研
本
同
)
|
大
宮
の
傍
也
一
品
口
、
五
六
オ

2
口
の
り
物
と
み
ゆ
(
京
研
本
同

)
i御
の
り
物
と
そ
見
ゆ
、
五
六
オ

2
た
か
く

の
ひ
ら
か
に
(
京
研
本
同
)
|
た
か
く
の
ひ
よ
る
に
、
五
十
ハ
ウ

4

王
日
襲
服
:
:
:
:
・
憂
尚
不
正
j
i
-
-
-
襲
/
息
刑
反
下
向
〈
京
研
本
「
王
臼
襲

反

服
j
i
-
-
-
襲
尚
不
正
:
:
:
:
・
襲
息
利
反
下
同
」
)
|
注
目
喪
服
:
:
:
:
・
襲
尚
正
:
・
:
:
:
息
列
反
、
五
六
ウ
叩
き
ぬ
に
は
二
寸
は
か
り
(
京
研
本
同

)
i

き
ぬ
う
ら
は
こ
寸
は
か
り
、
五
七
ウ

3

な
に
た
っ
す
え
の
(
京
研
本
間
)
!
な
み
た
っ
す
ゑ
の
、
五
七
ウ

3

こ
え
ぬ
日
そ
な
き
(
京
研
本
間

)
iこ
え

(

7

7
〉

(

7

7

)

ぬ
ま
そ
な
き
、
五
七
ウ

9

霜
雪
白
紛
と
(
京
研
本
同

)
i寵
雪
白
紛
と
、
五
七
ウ

9

悲
端
与
寒
気
(
京
研
本
同
)
|
悲
端
而
寒
気
、
五
九
オ

8

さ
し
お
か

(
京
研
本
同
)
!
さ
し
を
か
れ
給
、
五
九
オ
閃
か
ろ
う
し
て
わ
な
t

ふ
か
し
(
京
研
本
同
)
ー
か
ら
し
て
わ
な
t

ふ
か
し
、
五
九
ウ

7

(
京
研
本
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れ
て

み
え
給
へ
り

(
京
研
本
間

)
iみ
え
た
り
、
五
九
ウ
叩
み
ち
の
く
の
ま
ゆ
み
(
京
研
本
同

)
iみ
ち
の
園
の
ま
ゆ
み

と
、
本
書
は
慶
庭
義
塾
図
書
館
本
と
の
異
同
は
前
掲
付
・
り
に
較
べ
て
集
中
し
て
い
る
。
し
か
も
比
校
本
た
る
京
大
研
究
室
本
・
同
図
書
館
本
|

慶
庫
本
解
題
の
註
記
は
除
く
!
と
は
類
同
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
砂
く
、
巻
第
編
成
を
同
じ
く
す
る
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
と
も
共
通
す
る
処
は
鵠

か
に
十
余
例
を
散
見
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
本
書
独
自
本
文
と
一
五
う
べ
く
は
間
と
散
点
す
る
に
と
X

ま
り
、
そ
の
過
半
は
け
・

ω

同
様
に
本
文
・
注
と
も
に
錯
謬
・
誤
読
に
起
因
す
る
誤
写
・
誤
脱
で
あ
る
の
が
一
日
判
然
と
す
る
。
内
・
外
典
等
の
漢
文
体
は
も
と
よ
り
和
文
の

草
体
の
錯
誤
も
甚
だ
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
掲
示
は
一
部
に
と
父
め
た
が
、
「

1
欺
」
「
本
ノ
マ
二
の
ご
と
き
の
附
記
を
屡
と
所
見
す
る
の
を
み

る
と
既
に
依
拠
本
に
よ
っ
て
の
就
錯
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
立
此
処
で
も
目
に
と
ま
る
の
は
、
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
に
見
出
さ
れ
る
「
或



本
」
と
校
記
す
る
対
校
本
文
で
あ
る
。
本
書
は
本
論
に
で
も
述
べ
た
ご
と
く
に
上
記
五
本
と
は
類
同
す
る
一
面
を
留
保
し
な
が
ら
に
且
つ
一
方
に

お
い
て
異
同
対
峠
し
て
別
系
を
な
し
て
い
る
の
が
、
上
掲
例
に
で
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
又
、
上
記
の
例
示
、
一
・
ニ
例
に
す
ぎ
ぬ
が
傍
記
注
文
の

本
行
化
も
見
逃
し
が
た
く
明
証
し
得
る
も
の
と
は
別
し
て
古
鈴
本
系
の
増
幅
し
て
ゆ
く
経
過
の
一
端
を
予
測
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
南
北
朝
末
〕
写

存
十
巻

綴
葉
装
、
十
帖
。
燈
色
地
花
紋
金
繍
裂
表
紙
(
改
装
)
、
堅
二
五
・

O
糎
、
横
十
七
・
七
糎
。
見
返
し
、
布
目
金
紙
。
料
紙
、
厚
手
斐
・

緒
交
漉
紙
。
字
面
高
さ
約
二
十
三
・
七
糎
、
釈
文
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
十
行
。
墨
付
丁
数
、
第
一
冊

五
折
(
五
十
六
丁
)
、
第
二
冊

二
折
(
十
八
丁
)
、
第

四
折

(
四
十
三
丁
)
、
第
三
冊

二
折
(
二
十
五
丁
)
、
第
五
冊

二
折
(
十
九
丁
)
、
第
六
冊

二
折
(
二
十
五
丁
)
、
第
四
冊

七
冊

四
折
(
三
十
八
丁
)
、
第
八
冊

三
折
(
二
十
七
丁
〉
。

こ
折
(
二
十
五
丁
)
、
第
九
冊

三
折
(
二
十
七
丁
)
、
第
十
冊

本
書
に
は
右
記
表
紙
の
改
装
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
料
紙
の
天
地
左
右
が
裁
断
さ
れ
、
殊
に
地
部
に
は
、
そ
の
切
除
が
本
文
に
及
ぶ
と

註
一

こ
ろ
が
問
主
散
点
さ
れ
、
薄
墨
補
筆
と
し
て
い
る
。
同
影
印
本
に
で
も
判
別
さ
れ
る
。
こ
の
補
筆
は
切
除
箇
所
の
み
な
ら
ず
他
の
本
文
中

に
も
縫
か
で
は
あ
る
が
見
出
さ
れ
る
。

本
書
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
X
あ
る
が
、
夙
に
吉
津
義
則
氏
が

註
二

「
紫
明
抄
開
題
」
に
於
て
、

本
書
の
伝
本
の
う
ち
で
云
?
:
:
:
:
紙
質
・
書
体
明
ら
か
に
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、
諸
伝
本
中
最
古
に
し
て
、

且
つ
詳
正
な
る
善
本

で
あ
っ
て
、
原
本
で
な
い
ま
で
も
そ
れ
に
近
い
も
の
斗
如
く
で
あ
る
。

と
、
そ
の
時
代
を
推
断
さ
れ
て
い
る
。
「
詳
正
な
る
善
本
」
、
「
原
本
:
・
:
:
:
そ
れ
に
近
い
」
伝
存
本
で
あ
る
の
は
掲
出
伝
本
解
題
中
に
も

述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、

そ
の
書
写
年
代
に
関
し
て
は
疑
義
が
存
し
、
そ
の
路
い
を
拭
い
が
た
い
。
あ
え
て
異
を
と
な
え
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
が
、
翻
っ
て
同
書
の
一
枚
一
枚
を
繕
閲
す
る
に
、
そ
の
紙
質
・
墨
痕
は
却
っ
て
時
代
を
南
北
朝
も
末
頃
、
あ
る
い
は
室
町
期
に
も
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さ
し
か
t
A

る
が
ご
と
き
感
触
、

心
象
が
残
る
の
で
あ
る
。
そ
の
書
跡
・
体
の
古
雅
な
る
は
否
定
し
が
た
く
も
、
こ
の
期
を
遠
く
遡
る
と
は

想
定
し
が
た
く
、
親
本
か
ら
の
書
承
が
、
そ
の
筆
跡
・
書
体
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
私
案
を
提
起
し
て
吏
に
精
査
を
期
す
こ

と
に
す
る
。

又
、
本
書
の
筆
跡
に
関
し
て
ど
あ
る
が
、
数
年
前
、
披
閲
の
折
に
各
冊
の
書
体
を
対
照
す
る
に
、

そ
の
筆
写
者
は
複
数
の
手
跡
が
所
見

さ
れ
、
今
あ
ら
た
め
影
印
本
を
検
す
る
も
、
「
紫
明
抄
巻
第
八
」
の
一
巻
は
他
巻
と
は
明
ら
か
に
別
筆
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
往
時
の

メ
モ
よ
り
附
言
す
る
と
、

ω同
巻
第
一
・
二
の
両
巻
及
び
同
巻
第
六
・
七
の
両
巻
と
、
更
に
或
は
尾
部
同
巻
第
九
・
十
の
両
巻
を
加
え
て

同
筆
、

ω同
巻
第
三
・
四
・
五
の
三
巻
、

ω上
記
巻
第
八
の
一
巻
、
の
ご
と
き
印
象
を
誌
し
て
い
る
。
大
ま
か
な
推
測
に
す
ぎ
ず
、
書
写

時
の
筆
墨
の
差
異
に
よ
る
結
果
と
も
一
方
に
考
慮
す
べ
き
は
当
然
な
が
ら
も
猶
本
書
の
書
写
者
は
二
・
三
人
の
手
に
な
る
寄
合
書
き
で
あ

る
か
と
想
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
旧
蔵
者
の
印
記
等
は
な
く
、

そ
の
伝
来
は
未
詳
で
あ
る
。

本
書
は
、

上
掲
の
慶
腹
義
塾
図
書
館
本
と
共
に
、
伝
存
本
中
の
最
古
鈴
本
の
ひ
と
つ
に
し
て
且
つ
完
本
で
あ
り
、
而
も
既
述
し
た
ご
と

く
に
紫
明
抄
の
原
態
に
近
き
を
保
全
し
て
い
る
最
善
本
た
る
こ
と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
猶
慶
雁
義
塾
図
書
館
本
と
の
比
校
に
於

て
看
る
ご
と
く
に
間
と
書
写
上
の
暇
理
が
散
見
さ
れ
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
。
慶
鹿
本
は
本
書
と
は
巻
第
編
成
を
異
に
す
る
が
内
容
・

形
態
共
に
極
め
て
近
似
す
る
の
は
さ
き
に
綾
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
該
本
は
巻
第
一
ale-

白
桐
壷
巻
至
末
摘
花
l

の
零
巻
に
す
ぎ
ず
、

以
下
の
実
体
を
辿
る
べ
く
も
な
い
の
で
、
此
処
に
紫
明
抄
を
代
表
す
る
一
本
と
し
て
、
巻
第
編
成
を
主
に
そ
の
形
態
を
一
括
し
掲
示
す
る

こ
と
に
す
る
。

第
一
冊

白
桐
壷
巻

至
夕
顔
巻

@
光
源
氏
物
語
巻
第
一
桐
査
一
名
査
前
栽

申
紫
明
抄
序

。
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

。
紫
明
抄
巻
第
一
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。



光
源
氏
物
語
巻
第
二
一
帯
木

「
・
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
在
判
/
一
校
早
」
ト
奥
書
ア
リ
l

0

紫
明
抄
巻
第
二
説
町
議
一
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

.
光
源
氏
物
語
巻
第
四
紅
葉
賀

賢
木

-
光
源
氏
物
語
巻
第
三
若
紫

・
光
源
氏
物
語
巻
第
五
花
宴
・
光
源
氏
物
語
巻
第
六
あ
ふ
ひ
葵

・
光
源
氏
物
語
巻
第
八
は
な
ち
る
さ
と
剤
散
里
l

京
図
本
、
巻
第
二
欠
巻

自
廠
磨
巻

o
紫
明
抄
巻
第
三

1

・
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰
・
光
源
氏
物
語
巻
第
九
阪
磨

至
関
屋
巻

十
一
の

・

光

源

氏

物

語

巻

第

十

一

湾

標

シ

判

-

-

の

並

の

一

ー

ー

京

図

本

「

湾

標

並

の

ご

若;

紫i第
並両

巻
第
七
さ
か
き

第
三
冊

の
並
の
二

光
源
氏
物
三五

グ匂引
二工二、ノ

蝉?

-
光
源
氏
物
語
夕
顔

帯
木
並

帯
木
並

一
交
点
了
(
朱
、
巻
尾
)
|
京
図
本

-
光
源
氏
物
語
末
摘
花

-
光
源
氏
物
語

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
明
石

-
光
源
氏
物
語
蓬
生

十
一
の

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
|
京
図
本
「
湾
標

-
光
源
氏
物
語
関
屋

十一

並
の
二
」
「
・
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判
/
明
徳
第
四
仲
呂
初
二

書
写
早
/
侍
中
蘭
蓋

藤
/
臆
永
十
七
年
十
月
日

は
せ
」
ノ
四
字
欠
|

第
十
五
朝
顔

は
つ
ね
劃
臼
到
雪
並

第
四
冊

奥
書
ア
リ

l

第
五
冊

紫
明
抄
巻
第

四書

至l自i写
き槍 校
:IlH甘会

女巻羊

ノ
奥
書
ア
リ
|

-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
二
ゑ
あ
は
せ
事
|
京
図
本
「
ゑ
あ

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
三
ま
つ
か
せ
松
風

重i

-
光
源
氏
物
語
巻

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
四
う
す
く
も

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
六
を
と
め
剥
迫
女
|
京
図
本
「
・
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判
/
慮
、
水
十
七
十
八

書
写
校
合
早
」
ト

。
紫
明
抄
巻

.第
光江

源至1自i
氏聾玉
粉火童
韮巻巻

て
ふ

-
光
源
氏
物
語
巻
第
十
七
た
ま
か
つ
ら
到
営

.
光
源
氏
物
語
質
到
霊
並
三

-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

-
光
源
氏
物
語

胡
蝶
玉
霊
並
ニ

-
光
源
氏
物
語
と
こ
な
つ
瓶
夏
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ゆ
き第
公判ノ¥

事1冊

喜i
並
，七

玉
霊
並
四

観
ν八
卦
営
並
五
!
京
図
本
欠
巻
i

申
光
源
氏
物
語
か
t
A

り
ひ

¥
自
野
分
巻

。
紫
明
抄
巻
第

L

1

0

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

ノ

至

藤

裏

葉

へ

申
光
源
氏
物
語
ふ
ち
は
か
ま
賦
到
霊
並
ん

@
光
源
氏
物
語
の
わ
き
野
分
玉
章
並
六

@
光
源
氏
物
語
ま
き
は
し
ら
披
柱
到
電
並
九

@
光
源
氏
物
語
巻
第
十
九
ふ
ち
の
う
ら
は
劃
一
畏
葉
|
京
図
本
欠
巻
!

自
若
菜
巻

。
紫
明
抄
巻
第
七

i至
鈴
虫
巻

@
光
源
氏
物
語
み

由
光
源
氏
物
語
巻

第
十
八
む
め
か
え
梅
枝

巻
第
二
十
わ
か
な
下
組
菜
下

氏
物
語
す
t
A

む
し
鋭
配
出
掛
官
並
!
京
図
本
欠
巻
|

自
タ
霧
巻

。
紫
明
抄
巻
第

1

1

ノ
至
竹
河
巻

第
七
冊

第
八
冊

申
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

@
光
源
氏
物
語
巻
第
二
十
若
菜
上
若
菜
下

@
光
源
氏
物
語

事
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
一
か
し
は
き
楓
ポ

@
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
二
に
よ
こ
ふ
え
横
笛

@
光
源

@
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

@
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
三
ゆ
ふ
き
り
列
霧
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@
光
源
氏
物
語
巻

e
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
五
ま
ほ
ろ
し
刻

源
氏
物
語
巻
第
廿
七
匂
兵
部
卿
宮
ベ
ザ
薫
中
将

@
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
六
く
も
か
く
れ
雲
隠
も
と
よ
り
な
し

申
光
源
氏
物
語
こ
う
は
い
紅
梅
制
円
一
百
並
一
@
光
源
氏
物
語
竹
河
制
官
並
二
l

京
図

第
廿
四
み
の
り
御
法

本
欠
巻
|

第
九
冊

@
光

自
橋
姫
巻

。
紫
明
抄
巻
第
九

i

l

京
図
本
「
寄
木
」

至
寄
生
巻

e
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
八
橋
姫

ニ
作
ル

l

e

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

叫
脚
角

i

l

l

-

e
光
源
氏
物
語
巻
第
三
十
あ
け
ま
き
宇
治
一
一
一
|
京
図
本
「
総
角
」
ニ

l
i
l
t
氏
烏

i
i

@
光
源
氏
物
語
巻
第
舟
二
や
と
り
き
寄
生
一
名
か
ほ
と
り
宇
治
五
|
京

一
名
優
婆
塞
宇
治

@
光
源
氏
物
語
巻
第
廿
九
椎
本
宇
治
二

作
ル

l
e
光
源
氏
物
語
巻
第
舟
一
さ
わ
ら
ひ
明
藤
明
紅
四

寄
木

図
本
「
l一

名
か
ほ
と
り

ニ
作
ル
、

又
尾
一
一

「
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
/
一
校
了
」

ノ
奥
書
ア
リ
|



白
東
屋
巻

o
紫
明
抄
巻
第
十

i至
夢
浮
橋

氏
物
語
巻
第
品
川
四
う
き
ふ
ね
嗣
舟
引
紅
七

ひ
割
習
相
府
九

-
光
源
氏
物
語
巻
第
品
川
三
あ
つ
ま
や
鳳
底
引
紅
六

-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

第
十
冊

-
光
源

-
光
源
氏
物
語
巻
第
舟
五
か
け
ろ
ふ
蝋
W

抑
制
府
八

・
光
源
氏
物
語
巻
第
品
川
七
ゆ
め
の
う
き
は
し
夢
浮
橋
一
名
法
の
師
宇
治
十
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
(
巻
尾
)
!
京
図

本
「
・
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判
/
室
長
一
部
計
百
素
寂
自
筆
本
書
写
早
而
此
巻
/
た
ど
間
後
白
書
加
之
奥
一
段
作
者
素
寂

自
筆
也
/
不
慮
自
文
書
中
撰
出
故
続
加
巻
中
者
也
/
子
時
貞
治
四
年
季
春
十
七
日
特
進
判
/
応
永
十
七
年
十
一
月
日

-
光
源
氏
物
語
巻
第
品
川
六
て
な
ら

書
写
校
合

早
」
ノ
奥
書
ア
リ
i

又
、
本
書
は
巻
尾
署
名
の
上
欄
余
白
に
、

ひ
か
り
あ
る
こ
と
の
は
を
の
み
/
か
き
と
め
は
わ
か
の
ち
の
よ
の
/
や
み
は
ま
よ
は
し

君
を
の
み
た
の
み
そ
め
た
る
み
つ
く
き
の
/
あ
と
斗
む
へ
き
し
る
へ
あ
ら
せ
よ
|
京
図
本
、
上
掲
二
首
欠
l

と
、
両
詠
を
附
載
し
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
編
成
に
つ
き
詳
記
し
た
が
、
「
紫
明
抄
」
十
巻
の
結
構
は
本
書
並
び
に
京
大
図
書
館
本
に
み
る
ご
と
く
、
書
名
・
撰
者
名

|
各
巻
首
・
尾
(
但
し
巻
尾
署
名
は
京
大
図
書
館
本
に
は
各
巻
に
予
想
さ
れ
る
に
比
し
、
本
書
は
巻
第
三
・
十
の
両
巻
尾
二
巻
に
と
H
A

ま

り
、
不
審

)
l、
源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
並
巻
を
排
し
て
の
全
三
十
七
巻
に
構
成
し
て
完
備
す
る
最
終
形
態
を
と
ふ
の
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
附
註
し
た
京
大
図
書
館
本
の
奥
書
に
云
う
「
悉
以
素
寂
自
筆
本
書
写
早
而
此
巻
/
粉
失
ど
間
後
白
書
加
之
奥
一
段
作
者
素
寂
自
筆

也
」
の
記
は
同
書
が
本
書
と
略
同
様
の
内
容
又
古
態
を
と
H
A

め
る
叙
述
形
式
よ
り
み
て
信
懇
性
あ
る
記
述
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
慶
応

義
塾
図
書
館
本
以
下
、
他
本
に
看
取
さ
れ
る
編
成
と
は
一
部
を
相
違
す
る
に
せ
よ
、
本
書
は
定
稿
と
し
て
の
巻
第
編
成
の
完
結
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
全
十
巻
と
尾
に
附
載
歌
二
首
を
添
え
て
い
る
の
も
又
そ
の
意
を
含
め
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
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既
に
再
一
一
一
に
わ
た
り
纏
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
慶
庭
義
塾
図
書
館
本
は
内
容
・
叙
述
形
態
、

又
そ
の
他
細
部
に
わ
た
り
、
本
書
と

は
極
め
て
近
似
、
隣
接
す
る
最
古
鈴
本
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

そ
の
巻
第
編
成
は
、
巻
第
一
を
「
自
桐
壷
巻
至
末
摘
花
」
を
以
て
構
成
し

て
い
る
の
は
如
何
に
措
定
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
該
書
は
存
一
巻
の
零
本
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
系
統
上
の
伝
本
、
内
閣
文
庫
A
本
も
同

様
に
し
て
他
巻
の
編
成
は
推
断
す
べ
く
も
な
い
が
、
島
原
松
平
文
庫
本
以
下
東
大
図
書
館
本
等
五
・
六
(
岸
本
巻
第
九
存
)
本
の
系
統
は
後

述
す
る
ご
と
く
に
明
ら
か
に
内
容
上
系
類
を
異
に
す
る
が
、
巻
第
一
の
編
成
は
慶
嬢
義
塾
図
書
館
本
系
と
同
じ
く
し
、

且
つ
他
巻
l

但
し

巻
第
二
欠
巻
!
の
編
成
は
京
大
研
究
室
本
系
と
全
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
句
巻
第
一
の
編
成
に
か
ぎ
り
、

そ
の
結
構
を
あ
ら
た
め
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
巻
第
編
成
は
編
者
素
寂
を
措
い
て
余
人
の
改
む
べ
き
事
柄
と
は
想

定
し
が
た
い
。
と
す
れ
ば
、
本
抄
完
稿
時
に
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
京
大
研
究
室
本
系
か
、
慶
態
義
塾
図
書
館
本
系
の
編
成
の
い
ず

れ
か
に
、

い
ず
れ
が
原
態
か
の
先
後
は

そ
の
内
部
に
加
減
を
は
か
ら
う
こ
と
な
く
し
て
改
編
し
た
経
過
が
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

猶
判
断
を
賭
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
両
書
共
に
内
容
上
の
決
定
稿
に
拠
り
転
写
又
は
再
転
写
さ
れ
た
古
紗
最
善
本
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

且
つ
古
態
を
佳
く
保
つ
も
の
と
、
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
三

そ
の
改
編
の
理
由
は
記
し
た
ご
と
く
に
推
測
す
べ
く
も
な
い
が
、
書
冊
仕
立
上
の
こ
と
に
も
あ
ろ
う
が
、

か
と
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
両
書
は
緊
密
に
相
接
し
、

や
は
り
、
桐
査
・
帯
木
・
等

木
並
一
・
一
一
(
空
蝉
・
夕
顔
)
を
以
っ
て
紫
明
抄
巻
第
一
を
構
成
し
、
次
巻
は
若
紫
・
若
紫
並
(
末
摘
花
)
以
下
賢
木
迄
を
次
巻
と
し
て
結
構

す
る
の
が
、
最
も
然
る
べ
き
妥
当
な
編
成
で
あ
る
と
再
案
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
想
像
さ
れ
、
こ
の
仮
定
に
た
て
ば
京
大
研
究

室
本
が
改
訂
編
成
本
と
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
が
猶
決
論
し
が
た
い
。

本
書
の
伝
存
本
中
に
於
け
る
処
次
は
右
記
の
ご
と
く
に
措
定
し
て
大
略
は
誤
り
な
き
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
最
も
近
似
す
る
慶
態
義

塾
図
書
館
本
と
の
本
文
比
校
対
照
の
一
覧
は
同
解
題
に
附
註
し
た
の
で
明
ら
か
な
と
お
り
、

そ
の
異
同
は
極
め
て
砂
い
。
績
か
同
抄
一
巻

Fhυ 



お
お
よ
そ
他
巻
も
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶
、
本
書
に
施
さ
れ
て
い
る
朱
筆
は
、
附
訓
・
返
り
点
、
当
該
漢
字
の
傍
記
、
四
戸
・
清
濁
点
、
文
頭
符
、
釈
文
部
の
符
、
竪
点
、
見

の
部
分
に
は
す
ぎ
な
い
が
、

一
部
で
は
あ
る
が
、
朱
筆
オ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
て
い
る
処
が
見
出
さ
れ
る
|
例
え
ば
、

消
ち
、
朱
引
等
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
い
る
。
又
、

同
抄
巻
第
六
、
御
幸
巻
「
・
鷹
事
聞
が
記
」
の
当
該
所
引
本
文
の
す
べ
て
に
わ
た
り
所
見
さ
れ
る
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
|
。
そ
れ
ら
朱
筆

の
符
、

-
符
、
返
点
、
と
共
に
聞
と
墨
筆
も
混
り
あ
い
、
時
に
朱
墨
附
訓
の
重
層
も
散
見
さ
れ
、
そ
の
附
点
の
経
緯
は
、
巻
第
一
巻
尾
に

ご
交
点
了
(
朱
)
」
と
あ
る
時
か
否
か
は
既
に
判
別
し
が
い
。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
補
註
例
記
し
た
、
改
装
時
、
裁
断
後
の
補
筆
と

同
じ
く
す
る
か
、
薄
墨
に
て
補
訂
す
る
処
も
看
取
さ
れ
、

わ
ず
か
な
が
ら
も
書
写
後
の
加
筆
は
別
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
「
紫
明
抄
」
十
巻
の
巻
第
二
以
下
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
図
書
館
本
以
下
、
松
平
文
庫
本
系
諸
本
の
当
該
巻
箇
処
に
て
一
一
一
一
口
及
、

後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、

ひ
と
ま
ず
本
書
解
題
は
、
そ
の
概
要
を
以
て
と
H
A

め
る
こ
と
斗
す
る
。

此
処
に
一
例
を
掲
示
す
る
。
同
抄
巻
第
二
、
賢
木
巻
三
六
丁
裏
3
行
は

-
ょ
に
ふ
れ
は
云
k
:
:
:
:
・
み
ち
ふ
み
な
ら
し
て
ん
出
口
、
と
あ
り
、
「
今
」
字
裁
断
、
「
町
口
」
別
筆
見
消
ち
、
別
筆
「
古
今
」
と
補
写
す
る
。

同
裏
の
9
行
は

川
i
の
き
す
に
お
ほ
き
る
与
も
云
k
:
:
:
:
・
お
そ
ろ
し
う
お
ほ
え
給
な
り
け
〔
り
〕
、
「
け
り
」
別
筆
見
消
ち
、
別
筆
「
け
ん
」
補
写
す
る
。

又
、
同
裏
叩
行
、
細
注
に
は

・
詰
此
字
を
た
ま
の
き
す
と
よ
む
口
/
門
U
、
「
よ
む
口
/
門
U
」
を
別
筆
見
消
ち
、
別
筆
「
よ
む
也
」
と
補
写
す
る
。

か
t
A

る
処
が
処
k
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
例
中
、
後
二
例
な
ど
の
如
き
再
吟
味
を
必
要
と
す
る
も
あ
り
留
意
さ
れ
る
。

註
二
吉
津
義
則
氏
「
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
」
第
十
冊
所
収
昭
和
十
二
年

註

F
H
U
 



ナ
シ
(
奥
書
末
〉

註
一
二
島
原
松
平
文
庫
本
以
下
、
同
系
五
本
に
は
、
桐
壷
巻
と
尾
に
、
素
寂
署
名
の
次
と
奥
書
末
に
重
ね
て
「
帯
木
同
並
巻
依
枚
数
多
別
書
之
」
と
記

し
て
い
る
。
こ
の
記
の
位
置
か
ら
し
て
、
素
寂
の
冊
子
書
写
上
の
数
量
的
制
約
を
附
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
現
存
諸
本
も
十
冊
仕
立
、
五
冊
仕

立
、
と
す
る
伝
本
が
主
で
あ
る
が
、
そ
の
冊
数
は
と
も
か
く
上
記
五
本
は
帯
木
・
帯
木
並
一
・
二
(
空
蝉
・
夕
顔
)
を
一
冊
に
予
定
し
、
若
紫
。
若
紫

並
(
末
摘
花
)
を
次
冊
に
排
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
在
本
系
統
紫
明
抄
巻
二
の
若
紫
以
下
花
散
里
を
、
共
に
欠
巻
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
方
や
は
り
数
量
的
に
み
て
の
別
冊
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
上
述
の
並
巻
統
一
に
よ
る
主
た
る
改
編
理
由
と
共
に
、
他
方
、
こ
の
量
的
制
約
も

併
ぜ
配
慮
す
べ
き
こ
と
も
存
し
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
感
永
十
七
年
奥
書
〔
室
町
後
期
〕
写

-
二
一
・
四
・
九
・
十

存
巻
第

袋
綴
、
一
二
冊
。
薄
鼠
色
地
墨
胡
蝶
紋
絹
表
紙
(
後
補
)
、
但
し
後
表
紙
、
朱
色
絹
表
紙
、
堅
二
十
六
・
九
糎
、
横
二
十
二
・
四
糎
。
見
返

し
、
茶
褐
色
地
金
砂
子
散
し
。
料
紙
、
薄
様
斐
楢
交
漉
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
四
・

O
糎
、
釈
文
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
十
二
行
。
墨
付
丁

数
、
第
一
冊

五
十
九
丁
、
第
二
冊

五
十
二
丁
、
第
三
冊

五
十
一
了
。

外
題
、
欠
。
内
題
・
巻
第
構
成
の
詳
細
は
京
都
大
学
研
究
室
本
に
併
せ
一
覧
し
た
。
各
冊
の
編
成
を
略
記
す
る
と
、

自

桐

壷

巻

自

販

磨

巻

i

、
第
二
冊
@
紫
明
抄
巻
第
三

i

至
夕
顔
巻

l

至
関
屋
巻

自
東
屋
巻

@
紫
明
抄
巻
第
十

i至
夢
浮
橋

第
一
冊

出
絵
合
巻
、

@
紫
明
抄
巻
第
四

i

、

至
未
通
女

自
紫
明
抄
序

@
紫
明
抄
巻
第
一

第
三
冊

@
紫
明
抄
巻
第
九
自
橋
姫
巻
至
寄
木
巻

と
あ
り
、
巻
第
二
・
五
・
六
・
七
・
八
、

の
五
巻
を
欠
落
し
て
い
る
。

奥
書
は
第
一
冊
、
巻
第
一
の
巻
尾
に
、

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
在
判

/ 

一
校
早
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第
二
冊
、
巻
第
二
一
の
巻
尾
に
、

-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判
」

明
徳
第
四
仲
目
初
二

書
写
平

/ 

侍
中
蘭
蓋
藤

庭
永
十
七
年
十
月
日

書
写
校
合
平

同
冊
、
巻
第
四
の
巻
尾
に
、

-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判

庭
永
十
七
十
八

書
写
校
合
早

第
三
冊
、
巻
第
九
の
巻
尾
に
、/

 

同
冊
、
巻
第
十
の
巻
尾
に
、

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂

一
校
了
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-
紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
判

本
云
此
抄
一
部
射
悉
以
素
寂
自
筆
本
書
写
早
而
此
巻
/
恥
示
ι
間
後
日
書
加
之
奥
一
段
作
者
素
寂
自
筆
也
/

不
慮
白
文
書
中
撰
出
故
績
加
巻
中
者
也
」

子
時
貞
治
四
年
季
春
十
七
日

特

進

判

態
永
十
七
年
十
一
月
日

と
誌
し
て
い
る
。
欠
巻
部
に
も
又
然
る
べ
き
奥
書
は
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
系
本
の
な
き
に
よ
り
推
す
べ
く
も
な
い
。

書
写
校
合
早

又
、
第
一
冊
見
返
し
に
、
大
振
り
な
押
紙
を
貼
付
し
、



可
耕
輔
窓
口
市
/
素
寂
ハ
源
親
行
ノ
子

o

態
永
拾
六
年
よ
り
寛
政
九
年
ま
て
一
二
百
八
十
/
九
年
一
一
な
る
古
代
之
本
製
見
る
へ
し

又
同
押
紙
の
左
傍
に
、

紫
明
抄
十
巻

と
四
行
に
添
書
(
寛
政
九
年
)
し
て
い
る
。

原
本
無
表
紙
な
り
し
か
は
原
形
を
失
な
は
さ
る
様
表
紙
を
附
秩
を
添
ゆ

「
其
中
/
書
展
」
(
朱
印
)

と
、
本
書
の
改
装
に
つ
き
其
中
堂
書
屋
の
寸
記
が
附
さ
れ
て
い
る
。

右
奥
書
は
、
本
書
の
書
写
伝
来
の
経
由
を
一
応
、
そ
の
大
よ
そ
は
伝
え
て
い
る
。
巻
第
十
の
尾
に
誌
す
奥
書
は
、
貞
治
四
年

2
8
e
、

「
悉
素
寂
自
筆
本
」
で
あ
り
、
「
此
巻
(
巻
第
十
)
」
を
紛
失
す
る
に
よ
り
、
後
日
追
補
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

特
進
某
の
書
写
本
十
巻
は

「
不
慮
白
文
書
中
撰
出
故
続
加
巻
中
者
也
」
と
説
明
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
精
注

文
脈
不
明
に
て
具
体
的
に
い
ず
れ
を
指
示
す
る
か
は
や
は
り
確
認
し
が
た
い
。
が
後
半
一
部
の
一
段
は
文
章
一
回
の
中
よ
り
撰
び
出
し
て
補
写

部
分
に
継
ぎ
足
し
た
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
此
巻
を
除
き
素
寂
自
筆
本
に
依
拠
し
た
こ
と
を
明
記
せ
ん
と
し
た

続
く
「
奥
一
段
作
者
素
寂
自
筆
也
」

の
記
は
次
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
紫
明
抄
成
立
i

永
仁
二
年
(
}
N
S
)

と
す
る
ー
か
ら
既
に
七
十
余
年
を
経
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。
次
に
看
る
、
明
徳

四
年
(
】
ω
∞ω
〉
仲
呂
、
侍
中
蘭
台
藤
某
の
書
写
に
つ
H
A

き
腹
永
十
七
年
十
・
十
一
月
(
ニ
-
O
)

某
書
写
と
、
再
度
の
転
写
は
隣
接
し
て
い
て

転
写
関
係
は
奥
書
の
経
過
ど
お
り
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
斗
で
貞
治
四
年
書
写
奥
書
に
誌
す
「
本
云
」

の
記
は
後
者
の
明
徳
四
年
・
臨
臆

永
十
七
年
の
両
書
写
の
親
本
か
否
か
は
結
論
し
が
た
い
。
唐
突
に
巻
第
十
の
素
寂
署
名
と
臆
永
十
七
年
書
写
校
合
の
間
l

余
白
ー
に
記
載

さ
れ
て
い
る
の
も
疑
え
ば
校
合
本
の
奥
書
転
載
と
も
臆
測
さ
れ
な
く
も
な
い
。
結
句
本
文
照
合
の
上
に
て
、

そ
の
系
統
を
み
る
の
ほ
か
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
お
お
ま
か
に
し
め
く
斗
れ
ば
京
大
研
究
室
本
に
近
く
、
同
系
統
上
の
や
ふ
崩
れ
た
一
本
で
あ
り
、

一
方
の
慶
慮

義
塾
図
書
館
本
と
共
に
、
次
い
で
原
紫
明
抄
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
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本
書
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
X
あ
る
が
、
多
く
は
巻
第
三
・
四
・
十
の
巻
尾
「
脹
永
十
七
年
十
(
十
一
)
月
」
の
書
写
校
合
の
記
を
も
っ

て
当
て
斗
い
る
|
押
紙
〈
寛
政
九
年
)
以
下
ー
が
、
紙
質
・
墨
痕
・
書
風
等
、

一
般
の
通
念
よ
り
検
す
る
も
疑
わ
し
く
更
に
此
の
期
を
降
る
、

室
町
後
期
の
同
奥
書
転
写
一
本
で
あ
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
。

掠
、
そ
の
本
書
の
内
容
、
本
文
に
つ
い
て
三
あ
る
が
、

ま
ず
巻
第
一
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
さ
き
に
慶
庭
義
塾
図
書
館
本
解
題

に
お
い
て
京
大
研
究
室
本
と
の
顕
著
な
る
異
同
を
拾
い
掲
示
し
、
併
せ
て
本
書
以
下
披
閲
諸
本
と
を
対
照
し
追
記
し
た
の
で
あ
る
が
、

の
か
ぎ
り
に
あ
っ
て
は
、
慶
臆
義
塾
図
書
館
本
に
対
し
両
本
|
本
書
・
京
大
研
究
室
本
ー
は
相
反
す
る
と
こ
ろ
は
砂
く
し
て
、
本
文
異
同

ー
川
w
i付
(
自
桐
壷
至
夕
顔
、
参
照
9
3
日
頁
)
の
六
項
中
、

ωw
・
付
の
京
大
研
究
室
本
の
誤
写
を
の
ぞ
け
ば
共
通
し
、
又
、
叙
述
次
第
の
一

例
!
参
照
ロ
頁
ー
も
同
一
で
あ
る
。

た
H
A

京
大
研
究
室
本
に
看
取
さ
れ
る
重
複
本
文
|
こ
れ
も
書
写
の
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う

l
M
w
i例、

参
照
時
・
口
頁
|
の
三
例
は
本
書
に
お
い
て
は
訂
さ
れ
て
い
る
の
が
着
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
巻
第
編
成
も
上
記
の
ご
と
く
に
問
じ

く
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
翻
印
補
註
、

又
、
同
解
題
に
註
記
し
た
細
部
の
本
文
比
較
に
も
見
る
ご
と
く
に
両
書
本
文
は
き
わ
め
て
よ
く

類
同
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
も
仔
細
に
看
る
と
、
本
書
独
自
の
、
付
誤
脱
・
省
略
、
同
増
補
、
同
重
複
、
等
の
本
文
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
記

す
ま
で
も
な
い
が
、
次
に
上
述
以
外
の
、
本
書
に
見
出
す
慶
臆
義
塾
図
書
館
本
と
の
比
較
的
顕
著
な
異
同
を
以
下
に
掲
示
し
前
者
と
共
に

本
書
巻
第
一
の
概
要
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、

そ
の
付
誤
脱
・
省
略
本
文
又
釈
文

-
う
き
ょ
を
い
と
ふ
は
か
り
事
あ
さ
く
う
ら
め
し
き
か
な
|
欠

2 

序
一
オ

7
行
(
慶
本
了
・
行
数
、
以
下
同
)

拾
遺

・
や
へ
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
み
え
ね
秋
ま
き
に
け
り
i
|
欠

t

恵
慶

諸
本
存

諸
本
存

桐
壷
巻
一
O

ウ

6
行

そ
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同
二
オ
ロ
行
(
行
字
以
下
省
略
)

諸
本
存

3

を
も
t
A

ろ
こ
し
の
豆
町
を
も
た
斗
そ
の
す
し
を
そ
ま
く
ら
こ
と
に
せ
さ
せ
給
!
欠

4
@
位
は
か
り
に
て
無
官
を
非
参
議
と
い
ふ
|
@
無
官
な
る
を
非
参
議
と
い
ふ
箸
木
巻
ニ
一
一
正

3

な
る
を
非
参
議
と
い
ふ
」
、
京
研
本
「
@
位
は
か
り
に
て
無
官
な
る
を
非
参
議
と
い
ふ
」
、
但
シ
「
位
は
か
り
に
て
」
の
左
傍
墨
見

消
チ
ヲ
朱
筆
ニ
テ
重
ネ
テ
見
消
チ
ト
ス
、
松
本
以
下
五
本
「
無
官
を
非
参
議
と
一
五
也
」

そ
の
り
増
補

1
あ
さ
か
れ
ゐ
/
@
朝
鮪
間
在
清
涼
殿
/
た
い
し
ゃ
う
し
/
@
大
床
子
の
お
も
の
は
j
i
-
-
-
|
あ
さ
か
れ
ゐ

@
朝
鮪
間
在
清
涼
殿
/
た
い
し
ゃ
う
し
大
床
子
タ
供
御
也
/
@
大
床
子
の
お
も
の
は
:
:
:
・
・

内
A
本
「
位
は
か
り
に
て
無
官

朝
齢
者
朝
供
御
也
/

柄
壷
巻
一
四
ウ

7
1
m

京
研

内
A
本
ハ
慶
本
問
、
松
本
以
下
五
本
ハ
京
図
本
略
同
、
例
一
不
ス
ル
ト
、
「
あ
さ
か
れ
ゐ
/
朝
鮪
朝
供
御
也

朝
鶴
間
在
清
諒
般
/
た

2 

い
し
ゃ
う
し
/
大
床
子
者
タ
供
御
也
大
床
子
の
を
も
の
は
:
:
:
・
:
」
ト
表
記
ス

身
ヲ
イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
ウ
シ
心
ヲ
イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
ウ
ス

ユ

労

也

i

@

勢

也

煩

悩

同

一

八

オ

ロ

諸

本

、

慶

本

向

i
i

代

(

7

7

)

@
脇
足
也
i
@
脇
足
な
り
け
う
そ
く
を
お
さ
へ
よ
ろ
っ
。
の
花
の
さ
か
り
は
御
ら
ん
し
つ
斗
ら

益i

3 

帯木一一一
O

オ
5

京
研

此
句
如
本

「
脇
足
也
/
け
う
そ
く
を
お
さ
へ
て
ま
さ
へ
よ
ろ
っ
代
の
花
の
さ
か
り
は
御
覧
し
つ
ふ

を
こ

L
ろ
し
つ
カ
に

-
内
A
本
ハ
慶
本
同
、

松
本
以
下
五
本
ハ

4 

ら
後
撰
」
(
東
本
開
〉
ト
一
首
ア
リ
、
本
書
ハ
精
と
小
字
に
し
て
余
白
ニ
増
補
セ
ル
モ
ノ
欺

(
電
・
内
包
・
神
本
)

母
上
童
包
旦
也
|
@
上
章
耕
一
問
時
う
へ
わ
ら
ば
と
い
ふ

松
本
以
下
五
本
、
本
書

夕
顔
巻
四
四
オ

2

京
研
・
内
A
本
ハ
麗
本
岡
、

同

5 

@
万
歳
身
後
抄
云
喪
家
僻
事
次
第
i
葬
送
以
前
無
音
念
併
事
/
@
万
歳
身
後
抄
一
五
喪
家
傍
事
次
第

又
尾
部
「
:
・
次
第
事
」
ト
ス

同
四
五
オ
日

京
研
・
内
A
本
ハ

慶
本
向
、
松
本
以
下
五
本
、
本
書
略
同
、
但
シ
全
本
行
ナ
リ
、
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次
に
同
重
複
箇
処

嵐

也

に

(

京

研

・

内

A
本

)

鰍

似

気

お

5

女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給
へ
る
程
口
い
と
わ
か
う
お
は
す
れ
〔
は
〕
に
け
な
う
は
つ
か
し
〔
と
〕
を
ほ
し
た
り
/
・
源
氏
君
十
二
歳

ヒ

l
i

過

無

似

気

:
・
:
:
御
と
し
四
す
き
給
へ
る
事
/
を
い
ふ
な
り
|
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給
へ
る
ほ
と
に
い
と
わ
か
う
お
は
す
れ
は
に
け
な

う
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
り
/
源
氏
君
十
二
歳
:
・
:
:
:
御
と
し
四
す
き
給
へ
る
こ
と
を
い
ふ
な
り
/
削
げ
な
う
は
つ
か
し
と
お

相
似
気

ほ
し
た
り
/
・
無
似
気
也
桐
壷
巻
ニ
O

オ
叩
京
研
本
ハ
慶
本
問
、
内
A
本
「
に
け
な
う
」
ノ
傍
記
ヲ
欠
キ
、
慶
本
尾
一
一
「
に
け
な

過

無
似
気
也
」
ト
一
注
項
目
ヲ
附
ス
、
松
本
以
下
五
本
「
女
君
は
す
こ
し
す
く
し
給
へ
る
/
源
氏
君
十
二
歳
j
i
-
-
御
歳
四
す

うき
給
へ
る
こ
と
を
云
也
/
に
け
な
う
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
り
/
無
似
気
也
」

ト
京
図
本
ト
略
同

の
ご
と
き
が
看
取
さ
れ
る
。

又
、
次
の
ご
と
く
に
、
増
補
を
も
混
じ
叙
述
次
第
を
異
に
す
る
処
も
瞥
見
さ
れ
る
。

ー
・
敦
慶
親
王
詰
灯
時
間
四
日
目
同
延
喜
一
一
品
式
日
卿
延
長
八
年
一
一
月
廿
八
日
嘉
|
・
敦
慶
親
王
時
計
議
塑
延
長
同
服
也
二
品
式

日
朝
号
玉
光
宮
好
色
無
双
美
人
也

立
口
興
延
長
八
年
二
月
廿
八
日
嘉
年
と

「
光
玉
」

第
木
巻
三
オ

3

京
研
本
ハ
慶
本
略
同
、
但
シ
、
「
嘉
」
下

又
「
玉
光
」

「
年
」
字
ア
リ
、

ヲ

一一誤ル、

又
、
内
A
本
ハ
叙
述
次
第
ヲ
精
〉
〉
異
ル
モ
慶
本
ト
同
ジ
ク
ス
ル
ガ
「
嘉
」
下
一
一

又
「
母
皇
太
后
宮
温
子
」
ト

「
年
」
字
ア
リ
、
松
本
以
下
五

本

延本
長墨書
入室略
年同

但
、ノ

「
号
玉
光
」
以
下
双
行
ヲ
本
行
ト
シ
、

「
宮
」
字
ア
リ
、

且
ツ

「
延
長
八
年
」

「
廿
八
日
嘉
年
と
」

ヲ

「
廿
八
日
嘉
卒
」

ト
小
異
ヲ
看
ル

ヲ

ト
傍
校
ス
ル
ノ
ホ
カ
、

と
、
大
略
如
上
が
主
な
る
処
で
あ
る
。
右
の
掲
示
の
か
ぎ
り
を
看
て
も
其
の
異
同
は
縫
か
な
変
化
に
す
ぎ
な
い
。

l
i
3
は
諸
本
に
存
し
、
明
ら
か
に
本
書
!
又
は
依
拠
本
ー
の
書
写
上
の
誤
脱
で
あ
る
。

4
は
慶
底
義
塾
図
書
館

そ
の
け
の
欠
脱
は
、
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本
又
は
京
大
研
究
室
本
に
み
る
見
消
ち
の
採
否
の
こ
と
が
ら
と
し
て
対
処
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

又
、
京
大
研
究
室
本
「
な
る
」
の
選
択

が
微
妙
な
が
ら
も
以
後
伝
本
に
投
影
す
る
か
の
点
が
い
さ
斗
か
な
が
ら
も
留
意
さ
れ
る
に
と
デ
ま
る
。

そ
の
り
の
増
補
は
、

2
の
本
書
の
み
の
樺
文
追
補
|
伝
本
中
内
閣
文
庫
C
本
に
「
煩
悩
也
」
と
瞥
見
さ
れ
る
の
み
ー
は
別
し
て
、
他
の

1
・
3
・
4
・
5
は
い
ず
れ
も
、
慶
臨
忠
義
塾
図
書
館
本
・
京
大
研
究
室
本
・
内
閣
文
庫
A
本
に
は
記
載
さ
れ
ず
し
て
、
本
書
並
び
に
松
平

文
庫
本
以
下
五
本
に
徴
少
な
一
・
二
語
の
相
違
!
但
し
3
は
精
と
相
違
し
、
本
書
の
不
備
な
る
追
加
補
入
か
!
を
見
出
す
が
共
通
し
て
存

又
そ
れ
は
共
に
|
2
を
も
含
め
て
!
語
義
の
敷
街
、
追
記
の
感
が
予
測
さ
れ
、
こ
と
に

5
の
項
目
立
て
l

本
書
は
細
記

補
入
す
る
l

の
ご
と
き
を
併
せ
思
う
と
、
後
の
追
補
・
補
註
の
本
行
化
と
も
臆
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
次
の

5
も
、
そ
の
面
よ
り
み
れ
ば
、

本
文
の
傍
記
宛
字
の
本
行
註
文
化
の
途
次
を
重
複
記
載
の
か
た
ち
で
残
し
、

す
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
の
ご
と
き
に
整
理
さ
れ
て
ゆ

く
、
至
極
わ
ず
か
な
が
ら
の
行
衛
を
示
唆
す
る
一
点
と
も
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
は
後
述
す
る
ご
と
く
本
書
を
含
む
上
掲
両
三
本
と
は
内
容
上
明
白
に
こ
と
な
り
同
一
の
対
象
と
は
な
り

え
な
い
が
、

岡
本
系
を
繋
ぐ
僅
少
な
一
端
が
か
t
A

る
点
に
も
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
巻
第
一
に
関
し
て
は
、
慶
慮
義
塾
図
書
館
本
に
腫
を
接
す
る
京
大
研
究
本
の
系
統
と
し
て
近
似
し
な
が
ら
に
、
本
書
は

又
そ
の
独
自
な
欠
・
補
本
文
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註一

吏
に
慶
雁
義
塾
図
書
館
本
と
の
軽
細
な
異
同
に
つ
い
て
は
煩
辱
を
さ
け
別
註
一
括
し
た
が
、

上
述
と
略
同
様
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
る
。

次
に
、
本
書
の
存
巻
、
巻
第
三
・
四
、
巻
第
九
・
十
、

を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
慶
臆
義
塾
図
書
館
本
は
巻
第
一
の
零
巻
で
あ
る
の

で
、
以
下
は
該
書
に
最
も
近
い
、
十
巻
完
備
の
京
大
研
究
室
本
を
校
勘
の
基
盤
に
お
き
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
来
、
緒
一
一
一
一
日
に
も
誌
し

た
ご
と
く
に
本
解
題
は
該
書
の
伝
存
諸
本
に
お
け
る
位
地
の
措
定
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
然
巻
第
一
の
孤
巻
に
限
定
す
べ
き
も
の
と
考
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え
た
が
、
他
巻
の
存
す
る
伝
本
の
大
枠
も
一
通
り
は
把
握
す
ベ
く
あ
ら
/
¥
以
下
に
粗
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
既
述
の
ご
と
く
に
、
京
大
研
究
室
本
と
は
同
系
且
つ
近
似
す
る
の
は
残
存
諸
巻
も
略
同
様
で
あ
り
、
以
下
に
掲
示
す
る
諸
例
な

ど
が
其
の
主
た
る
処
で
あ
り
、
細
部
本
文
は
大
約
巻
第
一
の
対
照
註
記
の
結
果
と
同
じ
く
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
重
ね
て
賛
言
す

る
を
避
け
て
、
本
書
の
異
同
概
要
を
誌
す
に
と
父
め
る
。

巻
第
三
・
四

l

い
ち
は
や
き
世
の
い
と
お
そ
ろ
し
う

・
い
ち
は
や
き
す
く
れ
た
る
と
い
ふ
詞
也

l
京
研
本
阪
磨
巻

1
ウ

い
ち
は
や
き
世
の
い
と
お
そ
ろ
し
う

-
伊
勢
物
語
云
い
ち
は
や
き
み
や
ひ
を
な
ん
し
け
る

川
U

り
は
や
き
は
/
す
く
れ
た
る
と
/
い
ふ
調
也
|
京
図
本
同
巻
1
オ

松
本

以
下
五
本
「
:
・
前
向
:
:
:
伊
勢
物
語
云
い
ち
は
や
き
み
や
ひ
を
な
ん
し
け
る
い
ち
は
や
き
は
/
す
く
れ
た
る
を
云
調
也
/
す
み
や
か
な

る
事
か
」

2 

巻
第
九
・
十あ

け
ま
き
の
ま
き
に
て
か
く
れ
給
ぬ
こ
れ
に
よ
り
で
あ
け
ま
き
の
お
ほ
い
君

・

総

角

大

君

i

|

京

研

本

橋

姫

巻

1
ウ

と
申
薫
左
大
将
の
念
者
な
り
き

(
岸
本
当
該
巻
存
)
略
同

3 

-
総
角
大
君
晴
樹
比
一
旬
の
離
脱
れ
齢
別
鴇
ゆ
え
〕
一
読
尚
一
は
人
|
京
図
本
同
巻
1
オ

匂
兵
部
卿
宮
に
む
か
へ
ら
れ
て
若
君
な
と
ま
う
け
給
へ
り
し
ほ
と
に
タ
霧
の
六
君

・
通
昔
中
君

l
京
研
本

に
か
よ
ひ
給
し
こ
ろ
ふ
る
さ
と
を
心
に
か
け
給
へ
り
し
よ
り
通
昔
中
君
と
な
っ
く

同
巻
1
ウ

松
本
以
下
六
本

松
本
以
下
六
本

n
u
U
 

F
O
 



双
行
ヲ
本
行
ト
シ
、

ナ
シ
(
竜
本
以
下
六
本
)

「
給
ひ
し
よ
り
」
ニ
作
リ
、
更
一
一

申
通
昔
中
君
附
比
一
端
一
前
一
九
一
前
一
…
ド
片
山
賜
し
こ
ろ
ふ
る
さ
と
を
/
心
に
か
け
給
へ
り
し
よ
り
通
昔
中
君
と
な
っ
く
!
京
函
本

4

な
い
け
う
の
御
さ
え
さ
と
り
ふ
か
く
物
し
給
け
る
か
な
/
@
内
教
@
才
@
嬉
申
費
i

京
研
本
同
巻
2
ウ

略
同
、

但
シ

お
り
」

ヲ

「
匂
兵
部
卿
の
宮
」
ト
「
の
」
字
、
「
若
君
な
ん
と
」
ト

む
か
し
に
か
よ
ふ
な
か
の
き
み
と
な
っ
く

「
通
昔
中
君
と
な
っ
く
」
と
傍
記
ア
リ

「
ん
」
字
入
ル
、

又
、
「
給
へ
り
し

同
巻
l
オ

松
本
以
下
六

本

略

向

、

但

シ

「

御

さ

え

さ

と

り

」

の

「

@

嬉

」

ナ

シ

i
i内
教

才

覚

な
い
け
う
の
御
さ
え
さ
と
り
ふ
か
く
物
し
賜
け
る
か
な
l

京
図
本
同
巻
2
オ

l
I
3

そ
(
松
本
以
下
六
本
)

5

ろ
な
う
も
の
斗
よ
う
に
す
は
か
り
の
は
う
し
な
と
も
:
:
:
下
略
:
:
:
/
@
無
論

「
さ
」
字
欠
、

@
拍
子
|
京
研
本
同
巻
6
オ

松
本
以
下
六

本
略
同

l
i
無

論

拍

子

ろ
な
う
も
の
斗
よ
う
に
す
は
か
り
の
は
う
し
な
と
も
:
:
:
下
略
:
:
:
!
京
図
本
同
巻
5
ウ

6

人
を
は
か
り
こ
ち
て
/
@
詐
i

京
研
本
同
巻
6
オ
松
本
以
下
六
本
向
、
但
シ
「
詐
ハ
カ
リ
コ
ツ
」

i
i

詐

人
を
は
か
り
こ
ち
で
l

京
図
本
同
巻
5
ウ
以
下
ニ
当
該
字
傍
記
ト
本
行
ノ
例
散
見
ス
ル
モ
省
略
ス

7
物
と
は
な
し
に
と
か
つ
ら
ゆ
き
か
こ
の
世
な
か
ら
の
:
:
:
下
略
:
:
:
l
京
研
本
総
角
巻
口
ウ

物
と
は
な
し
に
と

l

余
白
l

こ
の
世
な
か
ら
の
:
:
:
下
略
:
:
:
i
京
図
本
間
巻
ロ
オ

8

ろ
う
に
御
車
よ
せ
て
お
り
給
さ
う
し
み
/
@
廊
@
正
身
l

京
研
本
同
巻
は
オ

正
身

ろ
う
に
御
車
よ
せ
て
お
り
給
さ
う
し
み
l

京
図
本
同
巻
目
オ

9

い
と
く
う
っ
き
て
/
母
功
っ
き
た
る
也
i

京
研
本
向
巻
目
オ

い
と
く
う
っ
き
て
/
@
設
時
一
昨
針
案
也

ト
附
訓

nu 向。

松
本
以
下
六
本
同

松
本
以
下
六
本
同

松
本
以
下
六
本
向
、
但
シ
別
行
一
一
叙
述
ス

京
図
本
同
巻
げ
オ



京
研
本
寄
木
巻
却
ウ

右
(
松
本
)

d
松
本
以
下
六
本
「
松
羅
契
夫
妻
事
古
詩
」

l

l

t

(

マ
マ

)

i

i

m
松
羅
契
夫
事
也
古
詩

契
夫
妻
事
也
剖
ぽ
l

京
図
本
同
巻
お
オ

l
i
二
(
朱

)
1
1
一一一(朱

)

1

1

一
(
朱
)

日
ひ
ら
う
け
廿
や
ふ
見
て
わ
か
な
へ
い
ろ
の
こ
う
ち
き
か
や
/
¥
と
い
ふ
を
せ
い
し
給
/
・
横
榔
毛
車

也
・
若
苗
色
・
か
ひ
〈
し
き
也
同
誌
ま
|
京
研
本
同
巻
お
ウ

l
l
t〈
マ
マ

)

l

i

1

ひ
ら
け
廿
か
や
/
¥
と
い
ふ
を
せ
い
し
賜
/
・
横
榔
毛
車
/
・
か
ひ
/
¥
し
き
也
か
し
か
ま
し
き
也

引
い
見
て
村
パ
か
な
へ
い
ろ
の
こ
う
ち
き
/
・
良
見
よ
く
/
¥
み
る
也
・
若
苗
|
京
図
本
同
巻
初
ウ

ナ
シ
(
竜
・
内
B
・
神
・
東
・
岸
本
)

か
ゃ
う
/
¥
と
い
ふ
を
せ
い
し
給
/
か
ひ
/
¥
し
き
也
か
し
か
ま
か
し
き
也

ナ
シ
(
竜
・
内
B
・
神
・
東
・
岸
本
)

ひ
ら
う
け
や
ふ
み
て
ふ
/
横
榔
毛
車
良
見
ヨ
リ
/
¥
ミ
ル
也

ナ
シ
(
内
B
本
)

わ
か
な
へ
い
ろ
の
こ
う
ち
き
斗
た
り
/
若
苗
也
l

松
本
以
下
六
本
同

謹
献
是
物
尋
奮
好
也

l
l

ロ
為
我
謝
太
上
皇
o
好
蔵
是
物
長
恨
奇
伝
l

京
研
本
同
巻
幻
オ

為
我
謝
太
上
皇
謹
献
是
物
尋
奮
好
也
長
恨
寄
伝
|
京
図
本
同
巻
剖
オ

為
我
謝
太
上
皇
謹
献
是
物
尋
奮
好
也
好
蔵
是
物
長
恨
耳
l

松
本
以
下
六
本

U
5
2と
う
叫
が
給
.
主
党
つ
訂
以
誌
こ
ち
給
と
い
ふ
な
り
|
京
研
本
東
屋
2
ウ

日
~2と
う

こ

て

給

.5党
切
/
な
と
い
ふ
詞
也
l

京
図
本
同
巻
辺
ウ

日
つ
ゐ
に
よ
る
せ
は
さ
ら
な
り
や

松
本
以
下
五
本
同

-
良
見
よ
く
/
〈
¥
見
る

po 

以
下
岸
本
欠
巻

-
お
ほ
ぬ
き
と
な
に
こ
そ
た
て
れ
な
か
れ
で
も
つ
ゐ
に
よ
る
せ
は
あ
り
と
い
ふ
も
の
を
|
京
研
本
同
巻
3
ウ
4
オ

京
図
本
・



松
本
以
下
五
本
欠

き
(
松
・
竜
・
神
本
)

に
(
松
本
以
下
五
本
)

日
申
い
つ
し
か
と
ま
っ
ち
の
山
の
さ
く
ら
花
ま
ち
い
て
斗
よ
そ
に
き
く
か
斗
な
し
さ
後
撰

た
れ
を
か
も
ま
っ
ち
の
山
の
を
み
な
へ
し
秋
を
ち
き
れ
る
人
そ
あ
る
ら
し
州
野
小
町
!
京
研
本
手
習
巻
初
ウ

@
い
つ
し
か
と
ま
っ
ち
の
山
の
さ
く
ら
花
ま
ち
い
て
L

よ
そ
に
き
く
か
ふ
な
し
さ
後
撰
小
野
小
町

松
本
以
下
五
本
同

京
図
本
同
巻
特
オ

16 

タ
レ
ヲ
カ
モ
マ
ッ
チ
ノ
山
ノ
ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
秋
ト
チ
キ
レ
ル
人
ソ
ア
ル
ラ
シ

(
l〉

ひ
か
り
あ
る
こ
と
の
は
を
の
み
/
か
き
と
め
は
わ
か
の
ち
の
よ
の
/
や
み
は
ま
よ
は
し

(

7

7

)

 

君
を
の
み
た
の
み
そ
め
た
る
み
つ
く
き
の
/
あ
と
斗
む
へ
き
し
る
へ
あ
ら
せ
よ
|
京
研
本
夢
浮
橋
巻
と
尾
幻
オ

松
本
以
下
五

本

(
1
〉
詠
存
、
京
図
本
欠

以
上
が
、
本
書
存
巻
に
見
出
さ
れ
る
京
大
研
究
室
本
と
の
主
な
る
本
文
異
同
で
あ
る
。
第
二
冊
l

巻
第
三
・
四
!
と
第
三
冊
i

巻
第
九

・
十
ー
と
の
間
に
は
区
と
た
る
ば
ら
つ
き
を
み
る
が
、
全
体
的
に
み
れ
ば
本
書
の
欠
落
本
文
が
そ
の
半
ば
を
占
め
て
い
る
。
別
ち
、

2
・

n
u
q
u
n
q
、

qο・ヴ
1

・
nδ

噌

E
止

唱

t
i

噌

E
i

の
七
ケ
処
に
も
及
ぶ
。

そ
し
て
、

そ
の
過
半

l
m
-
U
の
二
例
を
除
く

l
は
京
大
研
究
室
本
、
松
平
文
庫

本
以
下
五
、

六
本
(
岸
本
巻
第
九
存
)
に
共
通
し
て
存
す
る
本
文
で
あ
り
、

や
は
り
本
書
の
誤
脱
本
文
と
み
る
の
ほ
か
は
な
い
。

3 

7
な
ど
は
行
文
中
に
意
図
的
に
余
白
を
設
け
て
い
る
。

又
叩
も
明
ら
か
な
目
移
り
に
よ
る
錯
誤
で
あ
っ
て
、
本
書
の
依
拠
本
の
欠
脱
と
共

に
転
写
上
に
お
け
る
誤
謬
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
例
は
と
も
か
く
は
例
も
恐
ら
く
本
書
及
び
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
の
同
様

な
脱
文
で
あ
ろ
う
。

更
に
凶
例
の
巻
尾
両
一
誌
の
存
否
は
上
記
諸
例
と
は
こ
と
を
異
に
す
る
が
、

第
一
詠
の
載
録
は
、

あ
る
い
は
も
と
/
¥
の
も
と
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

松
平
文
庫
本
以
下
五
本
に
附
載
す
る
に
対
し
本
書
は
書
写
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

q，山
氏
U

又



加
え
て
、

日
例
は
行
聞
に
同
筆
で
は
あ
る
が
、
追
補
細
記
し
た
片
俵
名
交
り
の
例
証
歌
で
あ
る
が
他
本
は
こ
れ
を
本
行
と
す
る
の
は
附

そ
れ
は
本
書
の
書
落
し
の
追
補
か
、
他
本
と
の
対
校
結
果
で
あ
る
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
後
者
な
ら
ば
本
書

註
二

系
統
の
欠
脱
本
文
と
し
て
措
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
く
締
記
追
補
の
例
は
此
の
ほ
か
二
・
一
ニ
を
所
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず

記
し
た
ご
と
く
で
あ
っ
て
、

れ
も
本
行
同
様
に
平
般
名
交
り
文
で
あ
り
、
精
と
違
和
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

イ
本
校
記
も
わ
ず
か
な
が
ら
散
点
す
る
が
、
本
例
に
は

イ
本
註
記
も
み
ぬ
の
で
俄
か
に
は
決
し
が
た
い
が
、
こ
れ
も
他
本

l
或
は
既
に
依
拠
本
に
ー
に
よ
る
校
訂
の
結
果
で
あ
り
、
本
書
系
の
欠

脱
本
文
と
し
て
数
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

か
く
み
る
と
、
本
書
独
自
の
異
文
は
す
く
な
く
、
京
大
研
究
室
本
の
本
文
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
増
補
本
文
と
叙
述
形
態
の
略

二
点
に
絞
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
増
補
箇
処
と
い
っ
て
も
細
と
た
る
も
の
で
あ
り
、

9
は
提
示
す
る
ま
で
も
な

1
・
9
の
二
例
で
あ
る
。

ー
は
と
も
か
く
と
し
て
、

く
後
人
追
記
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

ー
に
お
い
て
本
書
と
共
通
す
る
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
の
尾
部
も
又
9
同
様
の
追
記
附
註
の
印
象

が
残
る
。

たけ
A

此
の
点
な
ど
本
書
と
の
交
渉
を
示
す
微
細
な
接
点
と
し
て
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

次
の
叙
述
形
態
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
が
、

日
の
例
で
あ
る
が
、
掲
示
本
文
に
み
る
ご
と
く
に
、
京
大
研
究
室
本
の
註
記
本
文
の
掲
出

次
第
は
前
後
を
誤
り
右
傍
に
改
訂
順
序
を
一
・
二
・
三
と
朱
訂
し
て
い
る
。
左
傍
に
私
に
附
し
た
算
用
数
字
は
源
氏
物
語
に
み
る
本
文
次

第
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
斗
に
各
本
の
註
出
本
文
序
次
を
整
理
す
る
と
、

京
大
研
究
室
本

-
(
官
頭
部
)
・

3

合
己
・

4
会
ロ
・

2
(
一〉

本
書

-
(
向
上
)
・

2
(
一)・

3
(
二)・

4
(三
)

松
平
文
庫
本
以
下
五
本

2
(
一〉・

1
(向
上
)
・

3
合
己
・

4
(三
)

- 63-



と
あ
り
、
本
書
の
叙
述
次
第
が
源
氏
物
語
本
文
の
そ
れ
と
同
じ
く
整
序
さ
れ
て
お
り
、
京
大
研
究
室
本
の
傍
記
朱
訂
に
序
列
し
て
い
る
。

本
書
が
同
本
の
朱
訂
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
か
杏
か
は
、
京
大
研
究
室
本
が
原
紫
明
抄
を
そ
の
億
に
書
承
し
て
い
る
か
、
ど
う
か
の
問

題
に
も
係
り
、

に
わ
か
に
決
し
が
た
い
が
同
書
を
そ
の
朱
訂
の
ご
と
く
に
整
序
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
し
、
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
は

2
(
一)・

l
(冒
頭
部
)
と
明
ら
か
に
顛
倒
し
且
つ
其
の
経
由
を
辿
り
え
な
い
。
本
書
、
京
大

研
究
室
本
系
と
は
掲
示
一
例
な
が
ら
も
対
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

44
・
F
h
u
-
p
o
、

の
ご
と
き
、
註
文
本
行
を
傍
記
す
る
例
は
そ
の
逆
即
ち
傍
記
宛
字
を
本
行
化
す
る
例
と
共
に
両
書
相
互
に
問
主

散
見
さ
れ
、

そ
の
多
く
は
後
者
の
傾
向
を
、
恐
ら
く
は
伝
写
の
過
程
に
辿
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
掲
出
例
は
前
者
の
例
で
あ
っ
て
、

そ
の
占
…

京
大
研
究
室
本
と
は
一
線
を
劃
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

残
す
ロ
の
例
は
上
記
日
例
の
叙
述
次
第
の
訂
正
例
と
同
じ
く
京
大
研
究
室
本
の
ミ
セ
ケ
チ
補
訂
本
文
と
本
書
は
同
一
で
あ
る
。

し
台、

し

両
書
の
伝
写
上
に
於
け
る
依
拠
関
係
は
上
例
と
同
じ
く
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
松
平
文
庫
本
以
下
六
本
は
こ
れ
に
対
し
、
岡
本
の
補

訂
本
文
を
も
併
せ
本
行
化
し
誤
写
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
出
典
を

「
長
恨
耳
」
と
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
経
由
も
又
明
ら
か
に
し

が
た
い
。
後
述
す
る
ご
と
く
に
そ
の
伝
流
系
類
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

両
書
に
於
け
る
大
略
の
異
同
に
つ
き
蛇
足
言
及
し
た
が
、
結
旬
、

そ
の
予
測
さ
れ
る
本
来
の
相
違
は
二
・
三
例
に
す
ぎ
ず
、
本
章
一
聞
の
誤

脱
本
文
か
、
京
大
研
究
室
本
に
み
ら
れ
る
補
訂
i

叙
述
次
第
・
見
消
ち
等
を
含
め
1

等
に
と
い

A

ま
り
、
両
書
は
巻
第
一
と
同
様
に
緊
密
な

近
似
関
係
に
あ
り
、

同
一
系
統
本
の
上
で
の
、

そ
の
伝
流
の
間
に
生
じ
た
異
同
と
し
て
本
書
を
位
地
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
想
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶
細
部
に
わ
た
る
異
同
は
巻
第
一
に
て
掲
示
し
た
と
同
じ
く
小
異
は
彩
多
に
お
よ
ぶ
が
、
そ
れ
も
又
上
述
の
想
定
を
拒
む
も
の
で
は
な
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く
、
そ
の
傾
向
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、

そ
の
中
で
は
、
所
引
典
籍
の
訓
点
に
は
相
互
に
粗
密
の
ば
ら
つ
き
が
見
出
さ
れ
、

こ
と
に

四
声
点
、

オ
コ
ト
点
等
は
本
書
に
お
い
て
は
棚
除
す
る
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
書
写
年
代
の
相
違
で
も
あ
ろ
う
か
。

次
い
で
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
乃
至
六
本
に
つ
い
て
三
一
一
目
す
る
に
、

上
掲
の
諸
例
に
て
は
両
書
と
の
相
違
は
系
類
の
上
に
ま
で
及
ぶ
も

の
と
は
判
断
し
が
た
く
も
あ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
同
書
系
類
解
題
に
て
言
及
す
る
ご
と
く
に
本
書
等
系
類
と
は
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
同

一
基
盤
上
の
比
校
か
ら
は
、
両
系
の
接
点
を
探
る
の
ほ
か
に
そ
の
意
義
は
砂
い
と
い
え
よ
う
か
。

註
一
以
下
に
、
前
掲
書
両
三
本
の
別
註
に
倣
い
、
紫
明
抄
巻
第
一
に
つ
き
、
慶
慮
義
塾
図
書
館
本
本
文
と
の
細
部
に
わ
た
る
異
同
の
大
概
を
あ
げ
、

併
せ
て
他
諸
本
に
於
け
る
当
該
箇
処
の
類
同
に
つ
き
添
記
す
る
。
但
し
、
上
記
両
三
本
の
解
題
中
に
対
照
註
記
し
た
簡
処
、
又
翻
印
補
記
等
は
重
複

す
る
処
砂
な
か
ら
ず
、
再
記
を
省
略
し
た
。
又
、
本
抄
所
引
の
内
・
外
典
の
附
訓
・
返
点
等
は
諸
本
各
k
の
施
点
時
を
明
示
し
が
た
く
煩
雑
が
予
想

さ
れ
る
の
で
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
比
校
本
文
の
仮
名
遣
い
等
の
異
同
は
前
掲
註
同
様
に
対
処
し
略
叙
し
た
。

諸
本
中
、
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
一
系
統
本
で
あ
り
、
そ
の
本
文
上
に
異
同
の
存
す
る
を
の
ぞ
き
「
松
本
以
下
五
本
」
、
吏
に
京
研
・
内
A
本
も

同
一
本
文
の
場
合
は
「
京
研
本
以
下
諸
本
同
」
と
略
記
す
る
。
猶
上
段
は
慶
鹿
本
、
下
段
は
本
書
本
文
で
あ
る
。

桐
壷
巻

下
(
諸
本
)

ニオ

3

正
五
位
口
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
正
五
下
、
三
ウ

8
源
光
卿
(
内
A
本
)
!
源
光
公
(
京
研
本
・
松
本
以
下
五
本
伺
)
、
四
オ

9

い
つ
か

れ
給
ひ
し
(
京
研
・
内
A
本
同
)
ー
い
っ
か
れ
賜
し
(
以
下
上
記
ノ
如
キ
漢
字
表
記
、
又
、
仮
名
遣
、
助
詞
等
ノ
小
異
ハ
任
意
ニ
省
略
ス
、

d
松
本
以

婦
言

下
五
本
脱
文
箇
所
「
給
し
」
〉
、
六
オ

4
四
徳
謂
婦
徳
婦
容
婦
功
也
(
京
研
・
内
A
本
問
、
但
シ
「
婦
一
一
一
口
」
傍
記
ナ
シ
、
松
本
以
下
五
本
「
四
徳
調
婦
徳

績
客
婦
功
也
」
)
|
四
徳
謂
婦
容
婦
功
也
、
六
オ

8
掌
弔
臨
卿
大
夫
之
喪
也
(
京
研
本
同
〉
1

掌
子
臨
卿
大
夫
之
喪
也
(
他
本
内
A
本
註
ニ
記
ス
、
以

下
同
ジ
ク
重
複
再
記
セ
ズ
〉
、
六
オ
日
・
あ
つ
し
う
(
京
研
本
同
)
|
あ
つ
し
う
(
内
A
本
同
、
松
本
以
下
五
本
注
本
文
欠
)
、
六
オ
ロ
あ
い
な
う
(
京

研
本
同
)
|
あ
い
な
う
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
同
)
、
七
オ

2

日
本
一
記
(
京
研
・
内
A
・
竜
・
神
・
東
本
同
)
!
日
本
紀
(
松
・
内
B
本
向
、
以
下

諸
本
不
定
ニ
テ
省
略
ス
)
、
八
ウ

3
法
曹
至
要
抄
(
京
研
・
内
A
本
問
、

d
松
本
以
下
五
本
「
法
曹
至
要
抄
云
」

)
1法
曹
、
八
ウ

9
七
歳
無
服
之
湯
也

F
h
u
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(
京
研
・
内
A
本
同

)
i七
歳
以
前
無
服
之
蕩
也
(
松
本
以
下
五
本
向
)
、
九
オ

1

と
い
(
諸
本
)

女
御
口
口
は
る
へ
き
例
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
)
l
女
御
と
い
は
す
へ
き
例
、
一
O

ウ
8
え
た
ふ
ま
し
う
な
い
給
ふ
(
京
研
・
内
A
本
問
、

d
松
本
以

(

7

7

〉

い

(

京

研

〉

下
五
本
「
え
」
欠
)
え
た
ふ
ま
し
う
な
賜
、
二
ウ

2
亭
子
院
に
口
ら
せ
給
て
(
京
研
本
問
、

d
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
「
亭
子
院
一
一
ま
い
ら
せ

給
て

)
i亭
子
院
か
L

せ
給
て
、
二
一
オ

1

け
ふ
ら
に
こ
そ
は
あ
り
け
め
(
京
研
本
以
下
諸
本
間

)
iけ
ふ
ら
に
こ
そ
あ
り
け
め
(
助
詞
「
は
」
の
欠

脱
ハ
問
主
散
見
サ
レ
ル
、
上
記
一
例
ヲ
挙
ゲ
以
下
省
略
ス
)
、
一
一
一
一
オ

2
自
由
の
わ
き
は
し
侍
へ
き
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
自
由
の
わ
き
を
は
し

侍
へ
き
、
=
一
一
オ
5
あ
ま
た
k
A

ひ
見
し
程
に
(
京
研
本
以
下
諸
本
同

)
iあ
ま
た
斗
ひ
み
hw
し
程
に
、
一
一
一
一
ウ

1
其
心
を
え
た
り
(
京
研
本
以
下
諸
本

同
)
|
心
を
え
た
り
、
一
五
オ
5
か
の
お
は
l
か
の
お
は

(
d
参
同
補
註
)
、
一
五
ウ

4
和
名
/
与
古
不
江
(
京
研
本
同
、
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
声

樹

宮

殿

点
ナ
シ

)
i和
名
/
与
古
不
江
、
一
六
オ
辺
助
海
園
入
i
観
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
海
園
入
ー
観
、
一
七
ウ

7
皆
盛
折
蔚
|
皆
盛
柳
営
(
参
内
A
本

註
)
、
一
七
ウ

8
被
召
着
各
着
円
座
(
京
研
・
内
A
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
問
、

d
松
本
「
被
召
着
各
円
座
」
)
|
被
召
各
着
座
円
庫
、
一
八
ウ

3

お
も

た

て

ま

つ

り

給

(

諸

本

)

て
は
い
し
o

給
(
京
研
・
松
本
問
、
但
し
傍
記
本
行
〉
l
お
り
て
は
い
し
た
て
ま
つ
り
賜
(
内
A

・
竜
・
内
8
・
神
・
東
本
同
)
、
一
九
ウ

l
う
へ
は
を

り
物
な
か
へ
う
ら
は
ひ
と
へ
も
ん
〈
京
研
・
内
A
本
同
)
|
う
へ
は
お
り
物
な
か
く
う
ら
は
ひ
と
へ
も
ん
〈
d
松
本
以
下
五
本
「
う
へ
は
を
り
も
の

な
る
へ
し
う
ち
は
ひ
と
へ
も
ん
」
)
、
二
O

ウ
5
人
/
¥
、
ま
か
て
ち
ら
す
(
京
研
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
同
〉

i
人
と
ま
で
ち
ら
す
(
内
A

・
松
本
同
)

@
贈
正
一
位
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
@
僧
正
一
位
、
九
ウ
2
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箸
木

二
一
ウ
5
匡
一
局
卿
説
(
京
研
本
以
下
諸
本
向
)
l
匡
一
周
説
、
一
一
ニ
オ

7

す
へ
て
同
事
也
〈
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
す
へ
て
也
同
事
、
二
一
一
一
オ

l

也
(
諸
本
)

@
な
ま
め
き
た
る
口
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
!
な
ま
め
き
る
也
、
同
オ

1

ま
与
み
可
通
音
故
也
(
京
研
本
・
松
本
以
下
五
本
問
、
げ
内
A
本
「
ま

と
み
と
音
可
通
故
也
」
〉
l
欠
、
二
一
一
一
オ
5
@
な
ま
め
か
す
(
京
研
本
間
)
|
な
ま
め
か
す
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
同
、
但
シ
声
点
ナ
シ
)
、
ニ
一
一
一
オ

利
(
内
A
本

)

主

ハ

ス

ロ
と
以
風
刺
上
主
而
(
京
研
・
内
A
本
同
)
|
下
以
風
刺
上
至
文
而

(
d
松
本
以
下
五
本
略
同
「
々
以
風
二
利
上
主
文
而
」
、
以
下
、
傍
記
訂
正
ヲ
ア

ゲ
ズ
)
、
ニ
一
一
一
ウ

3

下
猶
風
鱒
草
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
l
下
猶
風
之
擁
草
、
一
二
一
一
ウ

8
す
へ
な
く
ま
た
せ
(
京
研
・
内
A
・
松
本
同
、
げ
竜
・
内
8
・

ス
へ
ナ
シ
同
(
松
本
以
下
五
本
)

神
・
東
本
「
す
ん
な
く
ま
た
せ
」

)
iす
へ
な
く
ま
た
也
、
二
一
一
一
ウ
9
@
無
使
万
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
l
@
無
使
、
一
一
一
ニ
ウ
印
。
紳
也
(
京
研
・
内
A

加
駒
或
本

i
h

に
(
内
A
本
)

1

1

本
同
)
l
縞
也

(
d
松
本
以
下
五
本
「
梓
也
」
〉
、
一
一
回
オ
日
ひ
た
す
ら
と
:
・
:
・
:
・
な
き
わ
た
る
覧
後
撰
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
ー
ひ
た
す
ら



と
・
:
:
:
:
な
き
わ
た
る
ら
ん
、
ニ
四
ウ

3
こ
た
ち
は
(
京
研
本
問
、
内
A
・
松
本
以
下
五
本
声
点
ナ
シ
)
|
木
た
ち
は
、
孟
オ

3

・
観
身
・
:
:
:
:
不
繋

舟
(
京
研
本
以
下
諸
本
間
〉
|
・
観
身
:
:
:
:
・
不
繋
舟
朗
詠
、
ニ
五
オ

4

・
6

ひ
斗
ち
ゐ
た
り
(
京
研
本
同
)
|
ひ
L

ら
ゐ
た
り
(
内
A
本
向
、

d

ひ
L

く

ゐ

或

本

※

※

松
本
以
下
五
本
4

「
ひ
ら
ら
ゐ
た
り
」

6

「
ひ
ら
く
ゐ
た
り
:
・
:
:
:
或
本
云
又
ひ
ら
ら
い
た
り
と
も
い
へ
り
」
、
但
シ
竜
・
内
B
・
東
本
ニ
ハ
「
ひ

ら
斗
ゐ
た
り
」
ニ
「
ひ
t
A

ら
ゐ
た
り
或
本
」
ト
更
ニ
傍
記
ス
〉
、
ニ
五
ウ

1
な
L
く
し
い
つ
る
事
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
な
く
し
い
つ
る
事
、
一
一

六ウ

9

・
正
身
也
(
京
研
本
向
、
松
本
以
下
五
本
「
正
身
」
、
内
A
本
「
正
見
也
」

)
1欠
、
毛
オ
叩
見
る
こ
と
に
・
:
:
:
:
山
の
て
る
覧
俄
撰
(
京
研

本
以
下
諸
本
向

)
lみ
る
こ
と
に
:
:
・
:
:
山
の
て
る
ら
ん
、
ニ
七
ウ
叩
ふ
み
わ
け
た
る
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
吹
わ
け
た
る
、
二
七
ウ
叩
ね
た

i
寸
(
京
研
本
同
)
|
ね
た
ま
す
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
声
点
ナ
シ
)
、
一
二
六
オ

2
現
其
室
中
仕
(
京
研
・
内
A
本
同
)
!
丸
中
其
主
点
一
一
転
お
(
松
本

以
下
五
本
同
)
、
一
一
一
六
ウ
叩
老
子
経
云
大
弁
如
都
コ
ト
、
モ
リ
(
京
研
本
同
〉
|
孝
子
経
云
大
弁
如
紘
一
和
船
、
モ
リ

(
d
内
A
本
「
孝
経
云
大
弁
如
前
コ

納
或
本

ト
、
モ
リ
」
、
松
本
以
下
五
本
「
大
弁
如
調
コ
ト
、
モ
リ
孝
少
経
云
」
)
、
コ
一
七
オ

7
我
濁
醒
り
此
故
に
王
に
は
な
た
れ
た
り
(
京
研
・
内
A
本
同

)
l我

ナ
シ
(
松
・
東
本
)

濁
醒
た
り
此
故
に
は
な
た
れ
た
り
(
松
本
以
下
五
本
略
同
)
、
き
オ

1
菊
花
を
の
み
(
京
研
・
内
A
本
問
、
松
本
以
下
五
本
「
菊
の
花
を
の
み
」
|
菊

花
の
み
、
一
一
一
O

オ
3
注
蒙
求
云
(
京
研
・
内
A
本
同
)
|
欠
(
松
本
以
下
五
本
同
欠
)
、
一
言
ウ
6

・
又
九
条
殿
御
記
(
京
研
・
内
A
本
同
)
|
・
九
僚
殿

御
記
(
松
本
以
下
五
本
同
)
、
一
言
ウ
6

至
昨
日
(
京
研
・
内
A
本
同
)
|
至
子
昨
日
ハ
松
本
以
下
五
本
同
)
、
一
三
オ
1
刻
一
め
け
な
る
/
・
滑
也
無
礼
儀

曲
(
京
研
本
以
下
諸
本
問
、
但
シ
内
A
本
「
無
礼
儀
也
」
ノ
「
也
」
脱
ス
)
|
な
ま
め
け
な
る
/
・
滑
也
無
礼
義
也
、
一
三
一
オ

3
た
斗
い
ま
ふ
う
の
ほ

る
と
(
京
研
・
内
A
本
)

I

t

-

-

e

り
(
京
研
・
内
A
本
略
同
)
|
た
E
A

い
ま
ま
う
の
ほ
る
に

(
d
松
本
以
下
五
本
「
た
t
A

い
ま
ま
う
の
ほ
り
と
」
)
、
三
二
オ

8
こ
と
の
は
に
か
(
京
研
本

以
下
諸
本
同

)
lこ
と
の
は
に
は
、
一
一
一
ニ
ウ

1
な
よ
竹
は
に
か
た
け
也
(
京
研
本
問
、
内
A
本
欠
)
|
な
よ
竹
は
わ
か
た
け
也
(
松
本
以
下
五
本
同
)
、

一ニ一一一オ

8
劃
ピ
ら
ぬ
:
:
・
:
:
き
ゆ
る
は
L

き
人
/
・
そ
の
原
や
・
:
:
:
:
あ
は
ぬ
君
か
な
風
雪
之
(
京
研
本
・
松
本
以
下
五
本
同
)
|
州
ず
な
ら

源
重
之
/
・
そ
の
は
ら
や
:
:
:
:
・
あ
は
ぬ
君
か
な
(
内
A
本
同
)

ぬ
:
:
:
:
・
き
ゆ
る
は
斗
き
斗

空
蝿
巻

1
1
ス
ル
ト
キ

ゴ
一
回
オ
叩
・
尖
也
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
小
大
也
(
上
欄
ニ
「
尖
」
ト
訂
ス
〉
、
同
オ
叩
さ
か
り
は
(
京
研
・
内
A
本
同
)
|
引
が
り
は
(
松
本

以
下
五
本
声
点
ナ
シ
)
、
一
ニ
四
ウ
ロ
た
は
ふ
れ
也
(
京
研
・
内
A
本
向
、

d
松
本
以
下
五
本
「
た
は
れ
た
る
也
」
)
|
欠
、
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夕
顔
巻

(
京
研
本
「
は
L

ニ
平
戸
点
ヲ
付
ス
)
た
れ
は
(
京
研
本
)
1
i
l

四一オ

8

で
も
あ
て
は
か
に
ゆ
へ
つ
き
た
り
(
京
研
本
略
同
)
で
も
あ
て
ば
か
に
ゆ
へ
つ
き
た
れ
は

四
一
オ
叩
夕
顔
の
は
な
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
〉
|
ゆ
ふ
か
ほ
の
や
と
、
一
一
一
八
オ

4

さ
か
り
は
(
京
研
本
同

)
iさ
か
り
は
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本

同
、
声
点
ナ
シ
)
、
一
一
一
九
ウ

7
き
ぬ
た
の
を
と
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
き
ぬ
た
の
ほ
と
、
四
ニ
オ

5

朝
露
一
吉
易
謹
也
(
京
研
・
内
A
本
向
、

d
松
本

議

或

本

心

ハ

キ

也

ナ

シ

(

松

本

以

下

)

以
下
五
本
「
朝
露
言
易
蓋
也
」
〉

l
朝
露
言
易
v
童
、
同
オ

5
量
不
惑
哉
宣
不
惑
哉
(
京
研
・
内
A
本
問
、
松
本
以
下
五
本
略
同

)
i宣
不
或
哉
山
一
旦
不

或
哉
、
四
ニ
オ

7

な
も
た
う
ら
い
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
な
と
も
た
う
ら
い
、
四
一
一
オ

9

弥
勤
併
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
!
弥
勤
、
四
一
一
一
オ

9
・

叩
お
き
な
か
斗
は
(
京
研
本
向

)
lお
き
な
か
与
は
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
問
、
声
点
ナ
シ
)
、
四
四
ウ

5
狐
蔵
蘭
菊
叢
(
京
研
・
内
A
本
同
〉
1

3
ク

ル

ノ

俊

成

卿

狐
蔵
一
一
蘭
菊
裏
一
(
松
本
以
下
五
本
同
〉
、
四
六
オ
叩
五
候
一
一
一
位
殿
(
京
研
本
以
下
諸
本
同
)
|
五
僚
俊
成
卿
三
位
殿
、
四
六
ウ
叩
人
に
は
あ
ら
す
(
京

俊
成
卿
(
朱
)

研
本
以
下
諸
本
同

)
l人
に
あ
ら
す
、
四
七
オ

5
故
三
位
殿
〈
京
研
本
以
下
諸
本
問
、
但
シ
松
本
以
下
五
本
傍
記
「
卿
」
字
脱
)
|
故
三
位
殿
、
四
七
ウ

1
和
名
以
間
波
土
(
京
研
本
同
)
|
和
名
@
以
閑
波
土
(
松
本
以
下
五
本
問
、
声
点
ナ
シ
、
但
シ
内
A
本
「
以
問
婆
」
ト
字
体
不
明
)
、
四
七
ウ

2

@
夕
顔
上
十
九
歳
(
京
研
・
内
A
本
問
、

d
松
本
以
下
五
本
「
夕
顔
上
十
九
歳
也
」
)
|
@
十
九
歳
、
四
七
ウ

3

い
と
し
も
人
に
(
京
研
本
以
下
諸
本

夕

顔

向

)
l
い
と
し
も
人
に
、
四
七
ウ

4

し
か
な
ら
ひ
て
は
(
京
研
本
同
〉
|
し
か
な
ら
ひ
て
そ
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
同
)
、
四
八
オ

5

つ
い
た
ち
こ

ろ
に
そ
(
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
間
〉
!
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
て

(
d
京
研
本
「
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
は
」
〉
、
四
八
オ
叩
お
か
し
き
さ
ま
な
る
(
京
研
本
以

余

歎

下
諸
本
間

)
lお
か
し
き
さ
ま
な
る
は
、
四
八
ウ

1

た
ひ
の
き
ぬ
一
に
て
そ
(
京
研
本
以
下
諸
本
向
)
|
た
ひ
の
き
ぬ
に
て
そ

如
上
が
そ
の
大
概
で
あ
る
。
そ
の
異
同
の
過
半
は
本
書
の
誤
写
・
誤
脱
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
独
自
異
文
と
い
う
べ
き
は
極
め
て
砂
い
。

そ
れ
を
の
ぞ
け
ば
、
前
掲
両
書
l
慶
・
京
研
本
l
の
異
向
註
記
に
参
照
附
記
し
た
箇
処
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
よ
り
観
て
も
既
述
し

た
如
く
に
京
大
研
究
室
本
と
は
最
も
近
似
す
る
同
系
統
上
の
伝
写
一
本
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
繰
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
松
平
文
庫
本
以
下
五
本
と
の
類
同
箇
処
が
、
此
処
に
も
散
見
さ
れ
伝
流
上
に
於
け
る
本
文
変
遷
の
跡
を
垣

間
見
る
の
で
あ
る
。

(内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
声
点
ナ
シ
)
、
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又
、
両
書
に
施
さ
れ
る
声
点
の
排
除
は
本
書
以
下
、
近
世
書
写
本
た
る
内
A
本
・
松
本
以
下
五
本
に
共
通
し
、
或
は
両
書
に
み
る
傍
記
宛
字
・
細



補
註
文
等
の
一
部
本
行
化
の
ご
と
き
と
共
に
伝
流
の
聞
の
崩
れ
を
示
し
て
い
る
。

猶
、
附
訓
・
返
点
等
の
比
較
は
省
い
た
が
、
本
書
も
前
記
両
書
同
様
に
可
成
り
詳
密
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
過
半
は
共
通
す
る
も
あ
ら
た

な
加
点
も
砂
く
は
な
く
、
両
書
を
補
う
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

註
二
細
補
追
記
は
両
本
共
に
聞
と
散
見
さ
れ
る
。
一
・
二
例
を
掲
げ
る
と

煙
(
京
研
本
)

・
う
ら
か
せ
に
な
ひ
き
に
け
り
な
さ
と
の
あ
ま
の
た
く
も
の
け
ふ
り
心
よ
は
さ
は

本
書
本
行
、
浮
舟
巻
剖
オ

京
研
本
、
平
仮
名
交
リ
文
ニ
テ

細
補
ス

お
も
ひ
賜
(
本
書
〉

ふ
た
も
と
は
又
も
あ
ひ
き
こ
え
ん
と
思
給
人
あ
る
へ
し
京
研
本
本
行
、
手
習
巻
幻
オ
本
書
同
文
細
補
ス

の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
共
に
本
文
同
筆
の
平
般
名
交
り
文
に
て
書
写
後
の
誤
脱
を
補
足
し
た
処
と
判
断
さ
れ
、
本
論
例
示
の
片
蝦
名
交
り
文
と

は
異
る
印
象
が
残
る
。

も
っ
と
も
、
京
大
研
究
室
本
l
手
習
巻
加
オ
ー
に
も
、

-
鶏
実
冠
達
詩
句
玉
三
一
一
当
詰

A

ヲ、イゾ

J
d
-
Vル
ハ
シ
キ
ハ
ス
ノ
ミ
ト
ソ
心
ウ
ヘ
キ

の
ご
と
き
片
仮
名
交
り
註
文
も
見
出
さ
れ
、
本
書
は
此
れ
を
平
般
名
交
り
文
と
す
る
が
、
両
書
は
転
写
関
係
も
な
く
、
上
例
と
は
別
し
て
対
処
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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伝
本
略
称
一
覧

付

(3) (2) (1) 

存
巻
第
一
一
容
巻

一
冊

慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
写

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写

存
巻
第
一
零
巻

一
冊

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
自
若
紫
巻
末
摘
花
巻
至
巻
第
二
〉

十
冊

竜
門
文
庫
蔵
〔
江
戸
初
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
〉

五
冊

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
江
戸
中
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
〉

十
冊

神
宮
文
庫
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写

五
冊

存
九
巻
(
欠
右
同
)

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
〉

十
冊

山
岸
徳
平
氏
蔵

同
氏
令
写
本
(
南
葵
文
庫
本
〉

存
巻
第
六
・
九

一
冊

件)

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写

存
十
巻

冊

(斗

(2) (1) 

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
南
北
朝
末
〕
写

存
十
巻

十
冊

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
応
永
十
七
年
奥
書
〔
室
町
後
期
〕
写

存
巻
第
一
・
一
二
・
四
・
九
・
十

二一冊

H
W
 

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写
|
抄
出
本
i

一
冊

略
称
「
襲
」

同

「内
A
」

同

「松」

同

「竃-」

同

「内
B
」

同

「神」

同

「東」

同

「山停」

同

「内
C
」

同

「
京
研
」

|司

「
京
図
」

同

「九」
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